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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「リュリュのやつ遅おそいな……」

　カリエール大陸にいくつか存在する国家の一つ、ベラン王国。

　王国名と同じ名を冠かんする王都ベランの東に、精せい霊れいの森と呼ばれる広大な森林地帯があった。

「にしてもホントただのほったて小屋だよな」

　深い森の奥、少し開けた場所にポツンと建つボロイ小屋の前で、一いつ平ぺいは小枝を拾いながらリュリュを待っていた。

「空間を拡張するとか、四次元ポケット涙なみだ目めじゃねえかよ」

　一平はどら焼きを食べる猫ねこ型ロボットを思い出し、魔ま法ほうのデタラメさに感かん嘆たんする。

　明らかに小屋の外観と中の広さが一いつ致ちしないのだ。

　テンプレといえばそれまでだが、いくらなんでもチートが過ぎるというものだろう。

「見事じゃろ？　ここまで空間魔法を操あやつれる者など一ひと握にぎりの天才のみじゃ」

　一平の独り言に答える声。

　フフンとドヤ顔をキメている青みがかった銀ぎん髪ぱつの幼女が、汚きたない小屋の玄げん関かんから顔を覗のぞかせていた。

「いくらなんでも遅過ぎ。もう昼じゃん」

　リュリュがババアからロリへと華か麗れいに変身を遂とげた後、朝食を摂とった一平は結局リュリュの同行を認めた。

　決め手はリュリュがロリ化した事、ではない。

　良い子である一平は、命を賭かけてまで自分と遊びたいと言ったリュリュを切り捨てられなかったのである。

　きっと後こう悔かいするのだろうが、未来の後悔を憂うれえて現在の気持ちを抑おさえつけるなど馬ば鹿かげている。

　あまり勉強が得意ではない一平は、瞬しゆん間かん瞬間を大切に生きるのだ。

　いや、瞬間でしか物を考えられないからこそ、リュリュに出会う事ができたと言える。

「スマンがそこは我が慢まんしてくれ。女は準備に時間が掛かかるんじゃよ」

　と言いつつ、リュリュはその場でクルリと一回転した。

　大分縮んでしまった体に合わせた、縁ふちに白線が入ったいつもの黒いローブ。

　右手にはお馴な染じみの黒こく杖じよう、左手には大きなとんがり帽ぼう子しが。

　そして、長い銀髪を二つに括くくったツインテールがふわりと舞まう。

「どうじゃ？」

「あざとい」

　しかし照れてはにかんだ少女を即そく答とうで斬きり捨てる一平。

「あ、あざとい!?」

　それは愚おろか者を断罪する刃やいばだった。

「お前、計算しただろ？」

「ッ!?」

「というか、鏡の前で何度か回って確かく認にんしてきたな？」

「なぁッ!?」

　一平の冷れい徹てつな目。

　英才教育を施ほどこされた少年は、ロリ一年生たる少女の底の浅さを即そく座ざに見破っていたのだ。

　断罪者が、目を覚ます。

「そのツインテール。なるほど、ロリの武器である快活さと愛らしさを底上げした事は評価する」

「そ、そうじゃろ？　十代の時、この髪かみ型がたをするとよく男が奢おごってくれたんじゃ」

　ポロッと馬鹿女だった過去を漏もらしてしまうリュリュ。

　自じ称しよう天才は伊達だてではない。

「だが、それはロリババアじゃなければの話」

「ッ!?」

　そう、リュリュはロリではなく、〝ロリババア〟。

　ババアからロリになったので〝ババアロリ〟が正しいのだろうが、語ご呂ろも悪いし別にロリババアで構うまい。

「ロリとロリババアが同族だとでも思ったのか？」

「なん……じゃと……？」

　驚きよう愕がく。

　リュリュ驚愕の瞬間だった。

　リュリュは、少女の体を手に入れた。

　たしかに少々幼いが、幻まぼろしでも偽にせ物ものでもない本物の肉体をだ。

　その価値に違ちがいがあるとでもいうのか？

「あまいあまい。お前は単にロリボディを手に入れただけのババアにすぎん」

「じゃ、じゃが肉体は間ま違ちがいなく少女なんじゃぞ!?　その価値はどちらも同じはずじゃ！」

「違うな。同じじゃない」

「ええい！　何が違う！」

　ちっちっちっ、と人差し指を振ふる一平の姿は、リュリュの頭に血を上らせた。

　命を賭として手に入れた少女の姿。

　それを無価値と断言されればキレもしよう。

「リュリュ。肉体と精神は合わせて一つだ」

「……なんじゃと？」

「お前の精神は成熟しきっている。子供の純真さを持つ事は不可能だと思わんか？」

「……………………」

　何を当たり前の事を。

　リュリュには、一平の言っている事が理解できなかった。

　しかし──

「ロリババアに価値がないんじゃない。ロリババアがロリの様に振る舞う事に価値がないと言っている」

「ッ!?」

　蒙もうを、啓ひらく。

　安易な行動に出た天才の背に、ひどく冷たい物が。

「もし六十五歳のジジイがリュリュの目の前で子供になったとして、『ボク十歳だよー』なんていきなり言い出したらどうだ？」

「ぁ……ぁぁぁ……ぁぁぁぁぁぁ……」

　もう駄だ目め。歯の根が合わない。

　いや、リュリュの全身がおこりの様に震ふるえだした。

「滑こつ稽けいだな、リュリュ」

「ぁぁぁぁああああああああああああああああああああ！」

　三日月を思わせる口から出た刃の一言は、リュリュを地じ獄ごくの底へと叩たたき落としてしまった。

　愚かなリュリュには這はい上がる力などないのに。

「は、恥はずかしい……ッ、私はなんて真似まねを……ッ」

　憐あわれなリュリュは泣き崩くずれた。

　地球人なら当たり前に持っている感覚。

〝ロリさいこー！　ロリババアもさいこー！〟

　そう、二つが全然別のジャンルである事に、リュリュはいまさらながらに気が付いたのだ。

「た、たのむイッペー！　さっきの姿は忘れてくれ！　お願いじゃから……ッ、お願いじゃから……ッ」

「……………………」

　リュリュは泣きながら一平の足に縋すがりつく。

　あまりの羞しゆう恥ちに大人の精神が耐たえられない。

　いきなり黒歴史を生み出した愚か者に、一平は一つ溜ため息いきを吐ついた。

「リュリュ、ロリババアにも需じゆ要ようはあるよ」

「……ぇ」

　たしかにリュリュはロリババアを穢けがした。

　しかし、なってまだ一日目の新米ロリババア。

「というか、地位的にはかなり高い位置にあるんだぜ？」

　罪を憎にくんで人を憎まず。

　一平は、踵きびすを返してゆっくりと歩き出す。

「ロリババアへの道は一日にして成らず」

　それはまるで、背中で語る父のよう。

「リュリュならなれるさ、最高のロリババアに」

「イッペー……」

　リュリュの支し度たくを待つ間に集めていた小枝。

　ボロ小屋の壁かべに山積みされていたそこに、手に持っていた小枝をポンと載のせ、一平は言う。

「だから涙を拭ふけよ、リュリュ。旅立ちは笑え顔がおで行こう」

「うん……ッ、うん……ッ」

　笑顔を向ける一平に、リュリュは救われた。

　泣いている者を救わずにはいられない、勇者の心。

　絶望に倒たおれたはずなのに、なぜこうも力が湧わいてくるのか。

　リュリュは自らの足で立ち上がり、ローブの袖そででグシグシと涙を拭ぬぐった。

　需要はある。そう言ってくれたのなら、自分は自分らしく生きていけばいい。

「そういや、暖だん炉ろの火って消した？」

「い、いや、これからじゃ。ス、スマン、身支度に時間が掛かって……」

「ああいいよ。ちょうどいいから火種取ってくる。ちょっと待ってて」

「う、うむ。ここで待ってる」

　私だけの勇者様。いつかそう言える日を楽しみにしていよう。

　しかし、慰なぐさめたのは一平だが泣かしたのも一平。

　ヤ●ザの手口にまんまと嵌はまったリュリュは、乙女おとめチックな事を考えながらポーッと突つっ立っていた。

　一平はすぐに戻もどってきた。

　長い菜さい箸ばしの様な物で、器用に燃える薪まきを摑つかんでいる。

　そして流れる動作で小枝の山に突っ込んだ。

「……………………」

「……………………」

　小枝の山からゆっくりと煙けむりが出てくるのを、静かに眺ながめている二人。

「……え？」

　が、ここで、リュリュはようやく我に返った。

「ちょっと待てイッペー！　そんな事をしたら家が燃えてしまうぞ!?」

　その通り。

　小枝の山は、小屋の壁に隣りん接せつしていた。

「うん？　そうだよ？」

「どういう事おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　リュリュが叫さけぶも、煙の規模は段々大きくなっていく。

「旅立つ時は家を燃やすもんなんだよ。帰る場所があると甘えが出ちゃうからな」

「なんじゃよそれええええええええええええええええええええ！」

　遂ついに火がついた。

　みるみる内に燃え広がっていく。

「あわあああああああああああ！」

　だが、さすがは天才。

　慌あわてながらも一いつ瞬しゆんで展開した水魔ま法ほうにより、危あやうく大火になる前に押し流す事に成功した。

「何すんだよ!?」

「こっちのセリフじゃボケェェェェェェェェェェェ！」

　たしかにリュリュのセリフだった。

「何考えとるのぉお!?　頭大だい丈じよう夫ぶぅう!?」

　口調がおかしくなるほどテンパッたリュリュに、一平は何も分かっていない生徒を諭さとすような表情を浮うかべた。

「あのなぁ、とある兄弟が家焼いて出発した時なんて十二歳だぞ？」

「知らんわ！　誰だれじゃそれ！」

「しかも兄は右みぎ腕うでと左足ないし、弟なんか体全部なかったんだぜ？」

「体ないってなんじゃよ!?　そこにいるのに体がないぃ!?　狂くるったのは世界と私のどっちじゃと思う!?」

　ファンタジーの旅立ちは己おのれに厳しくなければいけない。

　危険な世界での甘えは死に直結するのだ。

「甘えがあったら、血と陰いん謀ぼうが渦うず巻まく戦場を超こえられねえよ」

「嫌いやじゃよ！　そんな血まみれの道行くの嫌あああ！」

「ホラ、わがまま言ってないで火魔法で燃やして。今すぐ」

　いやああああああ！　と泣き叫ぶリュリュ。

　一平の覚かく悟ごは大した物だったが、燃やすなら自分の家を燃やすべきだろう。

　しばらく燃やす燃やさない言っていた二人だったが、最後は時間がもったいないと一平が折れた。

　結局、絶望から立ち上がったはずなのに、どうあがいてもリュリュは泣きながらの出発である。
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　初っ端ぱなから暗雲立ちこめる冒ぼう険けんへの旅立ち。

「目指すは王都ベラン！　冒険者ギルドだ！」

　波は瀾らんの予感に、一平は胸を躍おどらせていた。

























「うはあ……、すげえ……」

　辺り一面、森森森。

　大小様々な木々の群れ。

　本や映像でしか見た事のない風景に、一いつ平ぺいはただただ圧あつ倒とうされた。

「……………………」

「見ろよ、リュリュ。この木でかすぎじゃね？」

　たしかにでかい。

　一平が見上げている木は、いったい樹じゆ齢れい何年になるのか。大人が何人も手を繫つながねば幹を一周する事すらできない程ほどに太い。

「……イッペー」

「何この葉っぱ!?　なんでピンク!?　もう光合成する気ないじゃん!?」

　葉緑体とはいったいなんだったのか。

　一平の興味は尽つきないが、そんな、大自然を前に感かん嘆たんしかできない姿を見て、リュリュのイライラは限界を突とつ破ぱした。

「イッペー！」

「うおっ、な、なんだよ？」

　そう、観光気分であっちこっち見ながら進む少年は、ファンタジー世界の旅を舐なめきっていたのだ。

「とっとと進まんといつまで経たっても森から出られんじゃろ！」

　出発からいくらも経っていないのに、その旺おう盛せいな好こう奇き心しんの所為せいでちっとも前に進まない。

「森を出るまで最短で五日掛かかるんじゃぞ？　このままでは一月あっても出られんわ！」

「いや、分かってるんだけどさ……」

　もちろん一平は分かっていた。

　英才教育を受けてきた一平にとって、ファンタジーの旅が過か酷こくな事も、森が危険な事も十分承知している。

「だから転移で行けばよかったんじゃ！　王都まで一瞬なんじゃぞ!?　歩いていく事になんの意味がある！」

　この間の買い物は転移を使ったじゃろが！　という意見ももっともだ。

「序じよ盤ばんは歩くのがＲＰＧの鉄則だろ」

　しかし、一平ルールの中では今は徒歩。頑がんとして徒歩なのだ。

　異世界を丸ごと体験したいのだから、多少歩みが遅おそくなっても仕方あるまい。

「またわけの分からん事を！　無む駄だを省いていくのが人の叡えい智ちじゃろうが！」

　そんな物見遊ゆ山さん全開な一平の行動は、とっとと森を抜ぬけたいリュリュをイラつかせてしまう。

「森を抜けてもまだ十日は掛かるんじゃぞ！　無意味にもほどがあるわ！」

　だが。

「この世に無意味な事なんかない」

　またも飛び出す無駄にカッコイイセリフ。

「……へ？」

「リュリュ、お前は人生を無駄にした。けど、だからこそここにいるんだろ？」

「ぁ……」

「無駄な事にも意味はあるんだよ」

　頭の中にある、『一平印のカッコイイセリフ集（全三巻）』から最適な言葉を抜ばつ粋すいする一平。

　きっとそれこそが、この世でもっとも無駄な物に違ちがいない。間ま違ちがいなく意味なんぞ欠片かけらもないだろう。

「くっ……、イッペーはずるい……」

　チョロイン炸さく裂れつ。

　リュリュはもう駄だ目めだ。

　リュリュはもう、既すでに引き返せないところまで来ていた。

「こ、今回だけじゃぞ？　今回だけ付き合って……む？　いかん！」

　男に都合のいい女が、男に都合のいい言葉を吐はこうとした時、男に都合のいい女は異変を察知。

「どうしたリュリュ！」

　最初に右、そしてグルリと左に視線を回す。

「ねえどうしたの!?　敵!?　ねえねえ敵来ちゃった!?」

　尋じん常じようじゃないリュリュの様子に、一平はワクワクが止まらない。

　遂ついにフィールドモンスターの登場か。

「うむ、しかも数が多い。全部で二十三。これは包囲しようとしとる」

「二十三!?　そんな正確に分かるわけ!?」

「探査魔ま法ほうは天下一じゃと言うたじゃろ」
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　フフンとペタンコの胸を張るリュリュ。

　その姿は中々に愛らしいのだが、リュリュにしても一平にしても危機感がまるでなかった。

「探査だけはスゴイじゃん」

「だけじゃないわ！　全部スゴイ！」

　とまあ、こんなグッドコミュニケーションを続けている場合ではない。

「足が速い。その上群れているとなるとウルフ種が濃のう厚こうじゃな」

「また犬かよ！　そろそろドラゴン来てもよくない!?」

「アホウ。竜りゆう二十三体なんぞ軽く死ねるわ」

　一平は不満を口にするが、探査魔法を常時展開し続けていたリュリュは正直安あん堵どした。

　不意打ちの心配もないし、自身と一平の二人なら脅きよう威いにはなるまいと緊きん張ちようが抜けていく。

　だが、それはリュリュのミス。

　戦せん闘とうに絶対はないという事を、元でしかない冒険者は忘れていたのだ。

　戦闘中は何が起こるか分からない。これは鉄則。

「そろそろ来るぞ、イッペー」

　そのリュリュの忠告を待っていたかのように、視界の隅すみで灰色の大型犬がチラチラと姿を見せ始める。

「サーベルウルフか……。やつらは足を狙ねらってくるぞ。食い千切られんようにな、イッペー」

「誰だれに言ってんだよ」

　先せん輩ぱい冒険者として、リュリュは講こう釈しやくを垂れた。

　しかしそれは無知な一平に生態を説明する以上の意味はなく、食い千切られるも何も、近づかせる気などサラサラない。

「まあ、面めん倒どうじゃし？　囲まれた瞬しゆん間かん拘こう束そく魔法で動きを封ふうじるから、止とどめはイッペーが頼たのむ」

「エグイな、リュリュ」

「なにがエグイんじゃ！　戦術じゃろ！」

「拘束魔法バインドで動けない相手に止め刺さすとか、どこの魔法少女？」

「はあ？　いや、肉体的には魔法少女で合っとるんじゃけど……？」

「ばっか、お前は闇やみの福ふく音いん枠わくでいけよ」

「さっきからなんの話しとるんじゃああああああああ！」

　その怒ど声せいが開始の合図となった。

　鋭するどい牙きばを輝かがやかせた灰色の狼おおかみ達が、四方八方から襲おそいかかる。

　しかし、リュリュは慌あわてず騒さわがず、自身と一平を中心に広大な戒いましめの網あみを張る。

「おおっスゲー！　やるじゃんリュリュ！」

　三重に展開された光る拘束魔法は、全すべての魔ま物もの達の動きを封じた。

　もちろんこのままリュリュ自身が殲せん滅めつしてもいい。しかし勇者の見せ場を奪うばうほどリュリュは無ぶ粋すいな女ではない。

「ま、こんなもんじゃ。ホレ、とっとと止めを刺せ」

　フフンと胸を張るも、その頰ほおはほんのりと染まっていた。

　楽しい。

　やはり一平と一いつ緒しよにいるのは楽しいと、リュリュはそう感じていたのだ。

「止め……」

　一方、一平。

　リュリュが顔を赤くしてニヤついていた時、優やさしい勇者は苦く悩のうしていた。

　その心中はこうだ。




　──俺より明らかに弱い生き物を殺せるだろうか？──




　もはやテンプレ中のテンプレ。

　異世界モノに限らず、あらゆるジャンルで問題視されてきた超ちよう弩ど級きゆうの難問。

「『殺す覚かく悟ご』、か……」

『不殺の誓ちかい』と対ついをなす、おそらく有史以来数々の著者達にゲロを吐かせ続けてきた課題テーマだ。

　主人公の答え如何いかんによっては、その作品自体が消しよう滅めつするというシャレにならない力を持っていた。

　読者達がブチ殺したいと思うほどの強きよう烈れつなゲスキャラを殺せない主人公。

　平和な日本で育ったのに、いきなり戦場に放り込まれても余よ裕ゆうで敵を殺す主人公。

　正しい正しくないの問題ではなく、読者達一人一人の価値観や倫りん理り観によって答えが無数に存在するのだ。

　正直、これをどううまく処理するかでバトル系作品の好こう悪おが決まると言っても過言ではないだろう。

　ここさえ乗り切れば、ここさえ乗り切れれば。そう呟つぶやいた書き手は星の数。

　数多あまたの作者達がまず最初にぶつかる壁かべと言えた。

「どうした、イッペー？」

「……………………」

　さて、一平の出した答えとは？

「早くせんか。魔ま力りよくがもったいないじゃろ」

　目を瞑つぶっていた一平は、己おのれの心に問いかけていた。

「……イッペー？」

　ファンタジーの世界で生きる。

　それは現実と綺き麗れい事ごとが大きく離はなれる事になるのだろう。

　命を助ける、命を奪う。

　誰なら助ける？　誰なら奪う？

　人でないものの命の価値は？

「笑わせるなッ！」

「ヒッ!?」

「そんな葛かつ藤とうなどすでに二年前に超こえているッ！」

「…………は？」

　カッと目を開いた瞬しゆん間かん放たれた、天をつんざく闘とう者しやの咆ほう哮こう。

「命は廻めぐる、強者も弱者も等しくな！」

　リュリュは、ポカーン。

「ならば闘とう争そうに意味を求めるは無粋！」

　いきなり悪あく霊りようが乗り移ったとしか思えない少年の狂きよう乱らんは、リュリュをポカンとさせた。

「戦闘者の矜きよう持じとは！　その心のままに活殺自在である事！」

　バッバッバッ、と手足を動かしながらの演説はまだまだ続く。

「遺い恨こんも苦悩も後こう悔かいも、全てを抱かかえて俺は往ゆく！」

「な、何これ恐こわい……」

　一平はもうクライマックス。

「涅ね槃はんでの再会を誓い！　永遠に眠ねむれ、サーベルウルフ！」

　その拳こぶしを握にぎり──

「殺ジヤァァァァァァァァァァァ！」

　一体のサーベルウルフへと突とつ進しん。

　そして激情のままに右拳を叩たたき込んだ。

　ぼむん。

　布ふ団とんを叩いた様な音が、戦場に響ひびき渡わたる。

「…………あれ？」

　しかし信じられない事に、サーベルウルフはいまだ生きていた。

　拘こう束そくされ無防備であるにも拘かかわらず、一平の攻こう撃げきに耐たえてみせたのだ。

「チッ！」

　一いち撃げきで仕留められなかった一平は、返す刀で左拳を叩き込む。

　ぼこ。

　いったいどういう事か。サーベルウルフの胴どう体たいは二撃目も跳はね返すではないか。

「あれ～～～～～～～～～～？」

　ぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこぼこ。

　一平の両りよう腕うでから繰くり出される凄すさまじいラッシュ。

　が、駄だ目め。

「どうなってんのこれええええええええええええ!?」

「もうええわ！」

　ボコボコ殴なぐり続ける一平に、リュリュがキレた。

「さっきから何奇き行こうを繰り返しとるんじゃ！　いいから退どいとれアホウ！」

　魔力だって無限にあるわけじゃない。

　命のかかった戦闘でふざけまくる一平は、リュリュを本気で怒おこらせたのだ。（※一平は全力で本気です）

「あ、ああ、うん……」

　だが待って欲しい。

　激げき怒どしたリュリュは気付いていなかったが、不測の事態が起こっていたのだ。

　リュリュの怒声に素す直なおに従った一平は、初級の氷の矢で狙そ撃げきしているリュリュの姿など目に入らない。

　じっと自身の両手を見み詰つめ、ブツブツと考え事をしていた。

「なんで……？　何が……？　チート……」

　ゾワリと、一平の背筋が粟あわ立だつ。

　チートが無い。

　その現実は十六歳の少年を押し潰つぶすに足る衝しよう撃げきだろう。

　だが。

「落ち着けよ、一平。本当の絶望はこんなものじゃないだろ？」

　野の々の宮みや一平は、勇者の資質を持つ者。

「三年最強の玲れ奈な先せん輩ぱい、二年最強の結ゆ衣い先輩、一年最強にして幼おさな馴な染じみの涼りよう子こ。全員に告白して尽ことごとくキモイと言われた」

　その絶望たるや、滝たきの様な涙なみだを流しながら口と鼻を押さえ、セルフ窒ちつ息そく死しを試みる程ほどだった。

「あの絶望に比べたら、この程度」

　どんな絶望も、一平の心を折る事などできはしない。

「チートはある。俺が引き出せていないだけだ。発動条件を探せ」

「イッペー！　ちょっとお主に言いたい事がある！」

　ギラリと目を光らせた一平が再び深く思考しようとした時、肩かたを怒いからせた銀ぎん髪ぱつの幼女が近づいてきた。

「いいか、驕おごるな！　戦せん闘とうと遊びをはき違ちがえれば、待つのは死だけじゃぞ！」

「ああ、分かってる」

「分かっておらん！　なんじゃさっきのは！」

　リュリュは心配していたのだ。

　だから怒る。

　古代龍りゆうの甲こう殻かくを砕くだく程の実力があるならば、たかがウルフとの戦闘などただの遊びかもしれない。

　しかし、万が一がある。戦闘に絶対などないのだから。

「だから、これが今の俺の実力なんだよ」

「は？」

　一平はリュリュに受け答えをしつつも、その思考は無数の設定を検けん索さくしていた。

「ど、どういう事じゃ？」

　一いつ瞬しゆんで怒りが消えるリュリュ。

　一平の言っている事が理解できない。

「分かんねえけど力が消えた。今の俺はそこらの子供と同じになったみたい」

「なぜ!?」

　ここでようやくリュリュは己のミスに気が付いた。

　戦力がいつも同じという事などありえない。

　事前の戦力確かく認にんを怠おこたるなど、冒ぼう険けん者時代にはありえなかったミス。

　もし拘こう束そく魔ま法ほうを選せん択たくしていなかったら。

　もし戦闘を一平に任せていたら。

　一平は既すでに死んでいた。

「だから分かんねえって」

　少々ぞんざいな態度ではあったが、今の一平は考えるので忙いそがしい。

　コメカミを指で叩きながら目を瞑る一平に、リュリュの不安は増大した。

「い、一度帰るぞ、イッペー」

　そう言って、リュリュは転移魔法の術式を展開する。

　さりげなく一平の手を摑つかんだのは御ご愛あい嬌きようだ。

「はあ？　なんで？」

　しかし、一平からは否定の声が。

「当たり前じゃろ！　力を失ったんじゃぞ!?　もうすぐ日が暮れる、危険じゃ！」

「だからなんだよ」

「な!?」

　リュリュの心配は当たり前。

　危ないから逃にげるのも当たり前。

　だが、その当たり前では勇者の行動は縛しばれない。

「心配してくれるのはありがたいけどさ、今帰ってどうすんだよ？」

「か、帰れば安全……」

　数日前と似たやり取りを思い出し、リュリュの語ご尾びは自然と小さくなった。

「お前なぁ、せっかくロリったんだからその年寄り思考もなんとかしろって」

　やれやれと溜ため息いきを吐つく一平。

「ここで帰って、飯食って風呂ふろ入って寝ねて、じゃあいつ力を取り戻もどすわけ？」

「じゃ、じゃが……」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　一平の言ってる事は無茶苦茶で、リュリュの言っている事の方が断然正しい。

　しかし、ここは異世界。

　ファンタジーな問題は、ファンタジーなやり方でしか解決できないのだ。

「いいか、リュリュ。これは修しゆ業ぎようイベントだ」

「……へ？」

　覚かく醒せいイベントはおっきい犬の時やりました。

「たぶん、力のコントロールが課題なんだよ」

「何言っとんのこの子!?」

　無力な存在になり果ててしまったはずなのに、いつも通りの平常運転な言動は、リュリュの不安を一気に払ふつ拭しよくする。

「すでに目星はついてる」

「ええ!?　力を取り戻せるのか!?」

「とりあえず、二百パターンほど解決策を考えた」

「二百ぅぅぅぅぅぅぅぅ!?　イッペースゲエエエエエエエエエエ！」

　野々宮太たい平へいとその妻、伊い織おりの二人で鍛きたえ上げた少年は、いかなる困難をも打破する力を秘ひめているのだ。

「ま、これから試ためす方法で当たりだろ」

　よく見てな、という言葉と共に、一平は近くの大木へと足を進める。

「アチョー！」

　そして、両手を大きく広げた怪かい鳥ちよう蹴げり。

　しかしレモン十個分程度しか跳とび上がっていない跳び蹴りでは、木の皮を傷つける事すらできない。

「な？　これが今の俺の力」

「う、うむ。なんかカッコ悪かった……」

　あまりのカッコ悪さに、リュリュの顔は酷ひどく歪ゆがんだ。

　なんか一平のそういう姿見たくなかったな、とかなりのイメージダウンである。

「で、ここからが本番だ」

　そう言うと、一平は構えを取り始めた。

　形作るのは、もちろん、無敵。

「召しよう喚かん。魔法。魔ま力りよくの漏もれない体。まだキーワードが足りないけど、ここで固有魔法というワードをぶち込んでみる」

　反っていく胸。捻よじれる腰こし。突つき出る尻しり。

　リュリュはドキドキしながら見守った。

「この世界の魔法は特化型」

　広げた右手のひらを顔の前に、ピンと伸のびた左手のひらをその胸に。

「一人一つの、自分だけの魔法」

　つま先立ちの左足。軸じくを支える右の足。

　それら全すべてが、美しい。

「天てん乱らん八はつ手しゆ」

　構えた右拳こぶしが──

「天・撃げき」

　大木の幹に突き刺ささる。

　一平の繰り出した霞かすむ速度の右ストレートは、着ちやく弾だん地点を大きく爆ばく散さんさせた。

「つまり俺の魔法は──」

　支えの無くなった大木が重力に引かれて倒たおれ込む。

　一平は握にぎり込んだ左拳を右みぎ肩かたまで持っていくと、落下してくる大木に裏拳を叩たたきつけた。

「──絶対無敵魔法」

　ゴバンと轟ごう音おんを響ひびかせて、大木が砕けながら吹ふき飛んでいく。

「な？　やっぱ修業イベントだったろ？」

　振ふり向いた一平の顔は、悪戯いたずら小こ僧ぞうの顔だった。

「……………………」

　リュリュは顔を真っ赤にしている。

　なんかもう、超ちようカッコよく見えて仕方がない。

「おい、なんとか言えよ。カッコイイだろ？　絶対無敵魔法だぞ？」

「……そそ、そうじゃな、カッコイイ。こう、カッコイイし、カッコイイ……ま、まあカッコイ──」

「何回カッコイイ言ってんだよ!?　語ご彙い足りなすぎだろ！　どんだけバカなの!?」

　一平は驚きよう愕がくするが、これは違う。

　チョロインたるリュリュは、ただ単にテンパッているだけなのだ。

　元々使えていたものが再び使えるようになっただけで、もうメロメロなリュリュ。

　まあもっとも、力ではなく、一平の頭のおかしさに惚ほれているのだから救いがない。

「ゴ、ゴホン。と、とにかくじゃ、天乱八手が使えるのなら問題はないじゃろ」

「だから言ったろ？　イベントはクリアしてくから面おも白しろいんだって」

「そうは言うが、やはり心配なものは心配なんじゃ」

　ドキドキする胸を誤ご魔ま化かすように喋しやべるリュリュだが、次の言葉がこの旅を大きく変える事になるなど想像もしていなかった。

「精せい霊れいの森で力を失うなど、死以外考えられん」

「精霊いいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　そう、もはやドラゴン、エルフと並ぶ、ファンタジーでは必ず登場しなければならない定番の存在。

　精霊とドラゴン、実際に見るならＤＯＴＣＨ？　と聞かれれば、間ま違ちがいなくどっちもと答えてしまうだろう。

　一平のテンションが振りきれるのも当然だった。

「ここ精霊いるのおおおおおおおおおおおおおお!?」

「な、なんじゃいきなり」

「早く答えろＹＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ！」

　テンションの高まり過ぎた一平の両人差し指が、リュリュに向けてビシッとキマる。

「いや、見た事はないんじゃが、森の中心にある精霊の泉という場所に……」

「なんでそれを早く言わねえんだよ！　ロリになってもババアはババアか！」

「な、なんじゃその言い方は！　もうババアじゃないわ！」

「こっ、おまっ、精霊とかっ、ババアっ、ババアアアアアアアアアアアア！」

「なんなんじゃよ!?　何を興奮しとるんじゃ！」

「精せい霊れい狩がりじゃああああああああああああああああああああ！」

　段々と暗くなり始めてきた森に、一平の魂たましいの絶ぜつ叫きようが響き渡わたった。

「はあ!?　ギルドはどうするんじゃ？」

「あ────────ッ！　ギルド忘れてた────────ッ！」

　頭を抱かかえてウンウン唸うなりだす一平。

　あまりに無様な姿に溜息を吐くしかないのだが、チョロインとして生まれてきた以上、リュリュに進路を決める資格はない。

「悩なやむのもいいが、そろそろ野営の準備に入るぞ」

「はあ!?」

「森はあっという間に暗くなる。今すぐ──」

「なんでそんな無む駄だな時間使う気満々なわけ!?」

「は？」

「無意味だろ！　そんなもん！」

「ええええええええええええええええええ!?　ッ!?　ッ!?」

　リュリュは心臓が止まりかけた。

『無意味な事なんかない』

　あれほど感動した言葉だったのに、言った本人の手で一いつ瞬しゆんにして無価値なものへと叩き落とされてしまったのだから。

「まずは今すぐギルドに行こう！　リュリュは転移の準備して！」

「じゃって、さっき、無意味な事はないって……」

「過去を振り返ってばかりいちゃダメ！　人は未来に向かって走っているんだから！」

「えぇぇぇぇぇぇぇぇぇ……」

　二人は無事、森を脱だつ出しゆつ。

　王都ベランへと辿たどりついた。




　　　　※




「伊織さん、少し散歩に行ってくる」

　夕食も終わり、普ふ段だんならまったりと過ごす筈はずの家族団らんの時間。

　太平は、ここ最近の日課となり始めた散歩に出かける。

　一平が異世界へと旅立ってまだ四日だ。

　悲しみを癒いやすにはまだまだ時間が掛かかるのだろう。

「分かったわぁ。でもすぐに帰ってきてねぇ」

「ああ。三十分ほどで帰るよ」

「いってらっしゃ～い」

「いってきます」

　そんな夫の心情をきちんと理解している妻は、当然快く送り出した。

「もぅ。一平の事になるとほんと過保護なんだからぁ」

　愛する夫の寂さびしそうな背を心配するも、もちろん付いていったりなどしない。

　誰だれにだって一人になりたい時はある。

　ボッチを経験し、元ヤンキーという過去を持つ伊織には、それが良く分かっていた。

　決してその姿がおかしいから付いていけなかったのではない。

　赤いブーツと大きなリボン、そして超ちよう音おん波ぱ増ぞう幅ふくバレットがチャームポイントの超ミニスカセーラー服姿だったとしても、伊織は立派な妻なのだ。

「帰ってくるまでにぃ、お風呂ふろ沸わかさないとぉ」

　いそいそと風呂の準備に取りかかるセーラー戦士。

　このまま外に出れば、逆に青い服の公務員さん達から月に代わってお仕置きされてしまう彼女ではあったが、一いつ所しよ懸けん命めい家事に勤いそしむ。

　そして、落ち込む夫を慰なぐさめるのは己おのれの役目だと言わんばかりに気合いを入れた。

「今日は白いスク水で混浴よぉ」

　少々エロティックではあるが、伊織の癒やしはきっと太平を立ち直らせるに違ちがいない。

　なぜなら、磯いそ野の家のカリアゲ少女ばりにパンツが見え隠かくれする妻は、その精神が魔ま法ほう少女でできているのだから。

　絶望に挫くじけず、希望を諦あきらめず、無敵の愛を持つ少女達。

　そんな魔法少女達の精神を受け継つぐ以上、たとえ魔法が使えなくとも、たとえ三十九歳でも、伊織は魔法少女なのだ。

　無敵の愛でいっぱいの野々宮家。二人目の子供ができる日は近い。

























「着いたぞ、イッペー」

　夜の帳とばりが下り始めている街。

「お疲つかれー……って、アレ？　ここ前に跳とんだのと同じ場所じゃね？」

　日が沈しずむ王都ベランの片かた隅すみで、二人の男女が音も無く出現した。

　一いつ平ぺいの言う通り、二人が転移したのは前に来た時と同じ寂れた場所だった。

「うむ。術式に組み込んだ座標がこの地点じゃからな。王都へ転移すればこの場所に出る」

　どうやらどこでも自由に転移できる訳ではなく、色々と制約がありそうである。

　一平は、なんでわざわざこんな辺へん鄙ぴな場所に設定してんだよ……、と思いつつ愚ぐ痴ちを垂れる。

「前に武器屋まで結構歩いたんだけど？　もしかして今回もスゲー歩くわけ？」

　前回同様、辺りに人ひと影かげは無い。

　無造作に生えた雑草以外には、ポツリポツリと民家があるのみだ。

「前よりも歩くぞ？　商業区を経由してメインストリートの反対側じゃからな」

　大陸でも有数の大国であるベラン王国。

　しかし、その歴史は意外と浅かった。

　建国してまだ五百年程ほどしか経たっていない国家は、いまだ成長期を終えてはいない。

　その中心たる首都もまた、日々拡大し続けていた。

「この辺りはまだ都市開発が済んでおらんのじゃ。ギルド会館まで二時間は掛かる」

「うそん……マジかよ……」

　ちなみに、天才が召しよう喚かんに組み込んだ意思疎そ通つうの術式は異世界の単位さえも便利に翻ほん訳やくしてくれる。ご都合主義さいこー。

「なんでそんな未開発区に跳ぶのさ？　街の入り口でよくない？」

　とっとと冒険者ギルドへ行きたいのに、現実はゲームのように面めん倒どうな手順を省いてはくれない。

　そんな事は重々承知していたのだが、それでも恨うらみがましい目を向けてしまう。

「街の入り口には検問があるんじゃよ。少額とはいえ入都税も払はらわねばならんし……」

「ああ、そういう事ね」

　バツが悪そうな幼女に、少年は全すべてを理解した。

　入都税うんぬんは関係ない。

　間ま違ちがいなく顔を確かめられたくなかったのだろう。

　この幼女、過去に城を爆ばく破はするという凄すさまじい経歴を持っていた。

「大変だな、犯罪者って」

「誰が犯罪者じゃ！」

　キレるリュリュだったが、それはただの逆ギレだ。

「一いつ般ぱん市民皆みなが払ってる税金は払わないし」

「うっ……」

「魔法を悪用して街に不法侵しん入にゆう」

「ううう……ッ」

　そんな逆ギレなど、勇者たる一平には通用しない。

「リュリュさんは、罪を犯おかす事に関してはホント一いつ所しよ懸けん命めいなんですね」

「スミマセンでしたああああああ！　本っ当にっ、スミマセンでしたああああああ！」

　ニッコリと笑う一平は、遂ついに犯罪者を反省させる事に成功した。

　もうしない……もうしないから止やめて……ゆるして……、とゲロを吐はきかねない程えずくロリ。

　幼女が這はいつくばるまで嬲なぶるのを止めない一平は完全に有罪だ。

　他人が見たら間違いなく一平が逮たい捕ほされてしまうのだが、犯罪者を更こう生せいさせる事はそれほどに厳しい意志が必要なのである。

「だいたい、そんなんじゃ金も稼かせげなかったんじゃねえの？　もしかして裏で暗殺者でもしてた？」

「するわけないじゃろおおおおおお！」

「冗じよう談だんだよ」

　冗談とはいえ殺し屋呼ばわりは酷ひど過すぎる一平だったが、やはり疑問に思ってしまう。

　日ひ蔭かげ者ものであるはずのこの犯罪者は、いったいどうやって日々の糧かてを得ていたのだろうか。

「これでも元宮きゆう廷てい魔ま法ほう師しじゃぞ？　一生遊んで暮らせるだけの金は稼いだわ」

　なるほど、意外と真っ当に生きていたらしい。

　リュリュはフンッとソッポを向いて肩かたを怒いからせた。

「三十五年以上、ずっと消費するだけの人生に疑問を抱いだかなかったんだ……」

　しかし一平は、さすが天才ヒキコモリ、と溜ため息いきを吐く。

「な、なんじゃよそれ……、自分で稼いだんじゃから文句ないじゃろ!?」

　その通り。

　リュリュは、自分で稼いだ金で生きてきたのだ。文句を言われる筋合いなどあるはずがない。

「じゃあ、実際ほぼ一生遊んで暮らしたわけだから、もうほとんどお金ないんじゃないの？」

「ッ!?」

　が、そんな理り屈くつが一平に通用するわけなかった。

　数多くのＳＥＫＫＹＯＵに触ふれてきた少年にかかれば、針の穴ほどの隙すきがあれば突とつ破ぱするなどたやすい事だ。

「お婆ばあちゃんの老後の貯ちよ蓄ちくはあとどれくらいなのかな？」

「も、もうお婆ちゃんじゃない……」

「一年は大だい丈じよう夫ぶだよね？　でも二年はちょっとキツイかな？」

「……ご、五年は、いける」

「そっかぁ、じゃあ五年後から狩かりをしていくつもりだったんだぁ」

「……………………」

「七十歳のお婆ちゃんのハイパーサバイバル生活。ベストセラー間違いなし、きっと映画化も狙ねらえるよ」

「なんなんじゃよおおおおおおおおおおおおお！」

　これは酷い。

　あまりに酷い言い草に、リュリュはたまらず悲鳴を上げた。

　だが。

「いいか、リュリュ。もう犯罪はなしだ」

　急に真顔になった一平が、遥はるかに年上なはずの幼女に諭さとすように言う。

「故意だろうが過失だろうが、一度罪を犯したら人生が狂くるう。身をもって知っただろ？」

「うっ……」

「その姿なら、お前がリュリュ・シェンデルフェールだなんて誰だれも分からねえよ」

「……………………」

「もっと堂々といこうぜ？　その方が楽しく生きられるじゃん」

　ニッと笑う一平は、先ほどの嫌いやみ全開の少年と同一人物であるとはとても思えなかった。

「……そうじゃな、コソコソして生きるのはもううんざりじゃ」

　しかし、その笑え顔がおは間違いなくリュリュの心に響ひびく。

　人生をやり直すと決めたのに、以前と同じ行動をとる事になんの意味があるだろうか。

　舵かじを取るのは勇者に任せてもいい。

　でも、生き方を決めるのは自分自身でなければならない。

「これからは好きに生きると決めた。じゃが、生き難にくくなるような生き方はせん。イッペーに誓ちかう」

「自分に誓えよ、そんなもん」

「いやじゃ、私の勇者に誓う」

　リュリュのこっ恥ぱずかしいセリフ。

「これが、私が自分で決めた生き方じゃ」

　遅おくれてきたチョロインは、満面の笑みで全力アピールだ。

「ふ～ん。まあどっちでもいいけどさ」

「ちょっとは反応せんかあああああああああ！」

　が、間違った鈍どん感かん主人公の壁かべは厚かった。

　けれど実はこれ、一平は分かってやっている。

　しかし、一平はロリ属性が薄うすかった。

　というより巨きよ乳にゆう派なのだ、一平は。

　思春期真っただ中の十六歳にとって、やはりおっぱいこそが正義。

　おっぱいに貴き賎せんはない事くらいもちろん知ってはいるのだが、それでも大きなおっぱいに憧あこがれを抱いてしまう。

　しかも、リュリュは印象が強きよう烈れつ過ぎた。

　おそらく一平の記き憶おくからババアの姿を消すには、少なくともあと数年は掛かかるに違ちがいない。

　ボインボインの美女を手に入れる気満々の一平と、あらゆる点でマイナススタートのリュリュ。

　一平の心の中では、互たがいの攻こう防ぼうは水面下で激しく行われているのだ。

「落ち着けよ。とりあえず、その生き方についてだ」

「…………？」

「生き方には、大きく分けて二種類あるのは知ってるか？」

　一平は強ごう引いんに話を切り替かえた。

「む？　表で生きるか裏で生きるかという事じゃろうか……？」

「ナチュラルに犯罪者を選せん択たく肢しに入れるなよ！　どこまで堕おちちゃってるの!?」

　自じ称しよう天才はたやすく丸めこまれる。

「むう、表の世界だけで二種類か……。範はん囲いが広すぎてまるで見当がつかん」

「まったく、この犯罪ロリババアは……」

　一平は大きく溜息を吐くと、人生経験という言葉をスコーンと忘れてしまった六十五歳のロリに、「いいか？」と厳おごそかに告げる。

「最初から『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』をするか、後から『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』をするかだ」

「オレツエエ？　なんじゃそれ？」

　リュリュには、一平の言っている事が欠片かけらも理解できなかった。

　当然だ。『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』は、地球でもごく選ばれた人間にしか理解できない概がい念ねんなのだから。

「俺がギルドに登録するだろ？」

「う、うむ」

「俺の力なら、隠かくそうとしない限りすぐ有名になっちゃうぜ？」

「……ん～、まあそうじゃろうな」

「それが、『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』だ」

「はあ？」

　いまだ理解の及およばないリュリュに、一平はさらに詳くわしく説明する。





・ギルドに行く。

・モブに絡からまれる。

・モブを瞬しゆん殺さつする。

・モブが実は実力者。

・いきなり高ランク認にん定てい。

・ハーレム。






「ハーレムじゃと!?　そんなの許さんぞ！」

「落ち着け、今はそういう事を話してるんじゃない」

　一平の見事な説明に、リュリュは動どう揺ようした。

　が、今は今後の異世界の歩き方を模も索さくしている真っ最中なのだ。

　一平は華か麗れいにスルー。

「後で『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』をする場合はこうだ」





・ギルドに行く。

・モブに絡まれる。

・低姿勢でやり過ごす。

・冒ぼう険けん者には珍めずらしい謙けん虚きよな態度が受付嬢じように大人気。

・街にドラゴン襲しゆう来らい。

・実は実力者だったモブ即そく死し。

・街の危機を救う。

・ハーレム。






「結局ハーレムじゃろがあああああああああああ！」

「そこはしかたねえよ」

　うがぁぁぁぁぁ！　と発はつ狂きようする幼女を無視し、一平は持論を述べ始めた。

「いいか？　最強モノの場合、九割九分『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』になる」

「……さ、さいきょうもの？」

　次々に出てくる異世界用語に、いかな天才とて即そく座ざに対応するのは難しい。

「最大の問題は、周りに力を示すタイミングだ」

「力を示すタイミングじゃと……？」

　リュリュは頭をフル回転させるが、一平の言っている事が欠片も理解できなかった。

　まあ、厨ちゆう二に病びよう患かん者じやの言動を理解するのは地球人ですら難しいので、リュリュの頭が悪いという事ではないだろう。

「よ、よく分からん。力を示し過ぎて厄やつ介かい事に巻き込まれるとか、そういう話か？」

「バッカ。そんなの力で跳はね返せばいいだけだろ？　そういう表面的な事じゃないんだって」

「？　では何が問題なんじゃ？　最初から隠す必要なんかないじゃろ？」

　ヤレヤレ。

　一平は肩かたを竦すくめてヤレヤレである。

「想像してみろ、リュリュ。元宮きゆう廷てい魔ま法ほう師しだと他言できないお前は、新人としてギルドに登録される」

「……？　そりゃそうじゃろ」

「そのロリボディじゃ侮あなどられるぜ？」

「む」

「馬ば鹿かにされるだろうし、生意気なガキだって言われるかもな」

「ぬぐぐ……」

　ありえる未来だ。

　天才にとってその光景を想像する事はたやすい。

　リュリュの額に血管が浮うく。

「けど、天才魔ま法ほう使つかいたるお前は、そんな弱者の戯たわ言ごとなんてまったく気にしない」

「む？」

「馬鹿にされながらも飄ひよう々ひようと生きていたある日、街に空を埋うめ尽つくすドラゴンの群れが」

「なんじゃと!?」

　リュリュは引き込まれた。

　娯ご楽らくの少なそうな異世界で語られる三文小説は、リュリュの心をがっちりキャッチだ。

「燃え盛る炎ほのお。崩くずれる家屋。砕くだける大地。一人、また一人と力尽つきていく強者達」

「なん……という……ッ」

「もう駄だ目めだ。『お母さん、お母さん』。逃にげ遅れて泣きながら母を呼ぶ、小さな命」

「くっ……」

「その幼い体に魔ま獣じゆうの牙きばが突つき刺ささろうとした、まさにその時──」




　──断エスパス裂クーパー──




「ッ!?」

「『少し待たせたようじゃな』、とドラゴンの首を落として言う小さな黒い影かげが」

「ッ!?　ッ!?」

「『イッペー、ここは私が抑おさえる。蹴け散ちらしてこい』」

「ッ!?　ッ!?　ッ!?」

「『抑えきれんのか？』という少年の問いに、『なんなら全すべて私が始末してもかまわんのじゃぞ？』と笑えみを返す少女」

「っくぅ────────────────ッ！」

　リュリュの体がピーンとなった。

　気をつけの姿勢が一直線に、つま先も指先も何もかもがピーン。

「それじゃ！　なんて素す敵てきな生き方なんじゃ！　もうそれしか考えられん！」

　リュリュの目からはボロボロと鱗うろこが零こぼれ落ちていた。

　かわいそうに。

　憐あわれなリュリュは、遂ついに一平を理解してしまった。いや、厨二病をと言うべきか。

「いや、ここはやっぱり最初から全開で行こう」

「なぜ!?」

　リュリュは驚きよう愕がくした。

　そんな馬鹿な。これ以上の生き方などあるわけがない。

　だが、続く一平の言葉にも一理あったのだ。

「力を隠すと日常パートが平へい坦たんになりやすい。なぜなら他者との交流を極力控ひかえなきゃならないからだ」

「はあ？」

「しかも、いざという時の度合いで行動に矛む盾じゆんが出る場合があるんだよ」

「い、意味が分からんのじゃけど……？」

「せっかく隠してた力。どの程度の危機なら周りに示していいと思う？」

「は？　じゃから、竜りゆうが……」

「じゃあ、盗とう賊ぞくに誰だれかが襲おそわれてても力を抑えるのか？」

「うっ……」

「チンピラに絡まれてる女の子がいたらどうすんの？」

「……………………」

　そう、見て見ぬ振ふりができない状じよう況きようなどいくらでもある。

　力を隠すという事は、少なからず他者を見捨てる可能性がある上に、結局小さな出来事でバレるかもしれないのだ。

「な？　それなら最初から全開でいた方が楽しいと思うんだよ。ストレスも溜たまらないだろうし」

「むう……、たしかに」

　力を隠して生きる事を選せん択たくし、しかし誰かの危機の時には爆ばく発はつさせる。

　最強モノの中でも人気の手法。

　厨二心をくすぐりまくる、誰もが一度は想像した事のある生き方を、一平は選ばなかった。

　この選択が何を生むのか。

「なあリュリュ。冒険者って、やっぱガラ悪いのか？」

「なんじゃいきなり。まあ全てではないが、荒あらくれ者は多いぞ」

「テンプレ通りだな。じゃあどうせギルドでケンカ売られるだろうからさ、全力で買ってやろうぜ？」

　それはすぐに分かる事となる。




　　　　※




　肥ひ沃よくな大地に恵めぐまれた国、ベラン王国。

　農業と商業がうまくかみ合った王国は、当然他国との貿易にも力を入れていた。

　特に王都ベランは経済の中ちゆう枢すうを担になっており、様々な人材が集まる大陸有数の都市として有名だった。

　そこの冒険者ギルド、メインストリートの一角に佇たたずむ王都ベラン支部は、今日も冒険者で賑にぎわっていた。

　広さはちょっとしたホールくらいある。

　入り口の真正面に七つの受付があり、両サイドの壁かべには合計十台の丸テーブル。そして小さなバーカウンターがあった。

　おそらくは軽い酒場も兼かねているのだろう。情報を交こう換かんする為ために、多少のアルコールは必ひつ需じゆ品という事だ。

　時間はまだまだ宵よいの口。

　本日の仕事を終えた冒険者達が、グラス片手にいくつかのグループを作っていた。

「ロシェ姉ねえ。僕甘い物が食べたい。新作のジェラートが二割引きなんだって」

　その中の一組。

　白い法ほう衣いに身を包む、ふわふわの金きん髪ぱつが特とく徴ちようの美少年。

[image: ]

　受付嬢じようから教えてもらった情報に、その柔にゆう和わな顔を綻ほころばせていた。

「軟なん弱じやくな。男がそんな物を口にするな。あれは婦女子の食べ物だろう、セレス？」

　そしてもう一人。キツめの眉まゆとポニーテールが特徴の、同じくブロンドのとんでもない美女。

　革かわの軽けい鎧がいを纏まとったその背には、その身に見合わぬやたらとでかい剣けんがあった。

「そ、そんな事ないよ。他ほかの男の子達だって食べてるの見たもん」

「そんな軟弱者などどうでもいい。男ならば十五にもなってそんな物を欲しがるなと言っている」

　少々どころか巌いわおの如ごとき厳しさを見せる美女はスタイルまでもが完かん璧ぺきではあったのだが、はっきり言って美人が台無しだ。

「……ロシェ姉だってもうすぐ二十歳はたちなのに、ぜんぜん女らしくないよ」

　さすがに厳し過ぎて、当然の様に少年の不満を呼んでしまう。

「いいかげんにしろ、セレスタン。父と母の無念──」

　と言いかけたところで、ズバンッ、と轟ごう音おんがギルド内に鳴り響ひびいた。

「──なんだ？」

　美女が、というより、室内にいた全ての者達が目を向ける先。

　轟音の発生地点は、ギルドの出入り口だった。

　そこには扉とびらを全開にした姿勢で佇たたずむ少年と、まだ十歳に届かないであろう少女の姿がある。

「……………………」

　二人は共に無言。

　止まった時間の中、ゆっくりと、本当にゆっくりとズボンのポケットに両手を突っ込んだ少年が、一歩、踏ふみ出した。

　コツリ。

　まるでゴム底のスニーカーの裏に石でも仕込んでいるかの様な音が、静まり返ったホールに響く。

　コツリ。

　恐おそろしく一歩が遅おそい。

「かまし過ぎじゃろ……」

　少女が小さく呟つぶやいたのだが、黒ずくめの少年の存在感が巨きよ大だいすぎて、誰の耳にも届かなかった。

　コツリ。

　牛歩が如き一歩。

　その一歩を踏むたびに、少年の鋭するどい眼光が左右へと飛ぶ。

　それは威い嚇かくではなかった。

　品定めでもなかった。

　少年は絶対強者の立場から全員を見下ろしていたのだ。

　何人もの冒ぼう険けん者達が息を飲む。

　全冒険者を敵に回すが如き真似まね。それを平然と行うその胆たん力りよく。

　少年から繰くり出されるプレッシャーは、ギルド内の人間全てを飲みこんだ。

「もういいじゃろ、イッペー」

　とそこへ、少年の背に溜ため息いき混じりの声が飛ぶ。

　音をぶち抜ぬく最速どころか、時間を止める最遅すら自在な少年は、顔をしかめた。

「…………………………………………リュリュ」

　一平はゆっくりと首を後ろに回し、溜めに溜めてから非難の声を出す。

「それもういい。三歩歩くのにどれだけ掛かかっとるんじゃ、朝になってしまうじゃろ？」

　このままでは受付まで辿たどりつけない。

　力を隠かくさないとは本当にこういう事なのか。疑問ばかりが募つのる。

　なんかもう面めん倒どう臭くさくなったリュリュは、早くも厨ちゆう二に病びようを卒業した。

「それもそうだな」

　ギルドイベントの後には精せい霊れいイベントが待っているのだ。

　時間は有効に使わねばなるまい。

「じゃあもう石はずして。すげえ歩きにくい」

　リュリュはまたも溜息を吐つきつつ、一平の靴くつ裏うらに魔ま法ほうで固定していた石を解除した。

　サンキュー、と言いつつスタスタと受付に向かう一平。そしてその後を追いかけるリュリュ。

　そんな二人を啞あ然ぜんとした顔で見み詰つめ続けていた冒険者達は、ようやく再起動する。

「な、なんだあいつ等ら……」

「あれハッタリだったのか？」

「どういう育てられ方したんだよ」

「見ない顔だな……新人か？」

「なんつークソ度胸してやがる」

「頭がおかしいんでしょ」

「二人とも若いな」

「若いどころか片方幼児なんですけど……」

　そこら中で話題になっている。

　たった三歩で思おも惑わく通りに事を運んだ一平、恐るべし。二人は既すでに時の人だった。

　しかし、一平の恐ろしさはここからが本番と言えた。

「あ、すみません。登録したいんですけど大だい丈じよう夫ぶですか？」

　正面のカウンターに座る受付嬢の一人に、一平は丁てい寧ねいに話しかける。

　良い子である一平は、お店の店員さんにいきがるような空気の読めない輩やからとは違ちがうのだ。

「え、ええ。もちろん大丈夫ですよ。新人登録ですね？」

「はい。二人ともそれでお願いします」

　にこやかな対応。

　しかし受付嬢の笑え顔がおは若じやつ干かん引き攣つっていた。

　変わり者の多い業界とはいえ、ここまでの変人は早々お目に掛かれないのだろう。

「では名前と年ねん齢れい、出身地。あと簡単でいいですので、冒険者になる動機を教えてください」

　まるで面接だ。

　だがまあたしかに、危険思想の持ち主が加入するのはギルドとしても御ご免めん蒙こうむりたいに違いない。

「ハイ！　地球出身、野の々の宮みや一平！　十六歳です！」

　遂ついに憧あこがれの冒険者になれる。

　一平は元気良く発言した。

　バイトの面接でも、もっとも重要視されるのは元気の良さとコミュ力なのだ。

　快活さをアピールするのは間ま違ちがってはいない。

「げ、元気がありますね。もう少し声を落としてもらっても構いませ──」

「動機はやっぱりハーレムですね！」

　しかし、元気が良ければ何を言っても許されるという事ではない。

　正直者で良い子ではあるのだが、バイトをした事がない一平には面接のノウハウが不足していた。

「は？」

「魔ま王おう退治もいいですけど、比重が高いのは間違いなくハーレムです！　夢はでっかくハーレム王！」

「……………………」

「綺き麗れいな女性に好きになってもらう為ためには、やっぱり冒険者として名を揚あげるのが最善の道だと判断しグフゥッ!?」

　少々テンションが上がった一平のどてっ腹ぱらに、リュリュの頭ず突つきが突き刺ささる。

「……………………」

　リュリュは頭を摩さすりつつ、痛みで蹲うずくまる一平を無言で見詰めていた。

　それが乙女おとめ心ごころからなのか、それとも同行者として恥はずかしかったからなのかは分からない。

　幼女は一つ溜息を吐くと、受付に自身の登録を頼たのんだ。

「名前はリュリュ、十歳じゃ。出身は精霊の森。そこのアホウに付いていく為に冒険者になりたい」

「お、お嬢ちゃん、冒険者はとっても危ないのよ？　もう少し大きくなってからの方が……」

「無用の心配じゃ。魔法の腕うでには自信がある。だいたい、冒険者に年齢制限などなかったはずじゃが？」

　受付嬢は困った。

　少年の発言にも困ったが、目の前の幼女にも困る。

　普ふ通つうに命の危険がある職業なのに、こんなおかしな二人を登録してもいいものなのだろうか。

「いいじゃねえか、認めてやれよ！」

　とそこへ、からかい混じりの声が。

「なんたって未来のハーレム王らしいからな！」

　瞬しゆん間かん、ギルド内がどっと沸わいた。

　あちこちから大きな笑いが起こっている。

　先ほどの一平の元気な発言は、冒険者達の笑いの種にはちょうど良かったのだろう。

　それに、ただの馬ば鹿かなガキの奇き行こうを真に受けてしまったという気持ちもある。

　多くの冒険者が揶や揄ゆしているのは憂うさ晴らしの側面もあったに違いない。

　自身の無様を認められない者ほど、その笑いは大きかった。

「あ、あんな事を堂々と言うなんて、あの子すごいなぁ……」

　しかしそんな中でも、一平の態度に感心した人物もわずかながらいた。

　自己主張の薄うすそうな金きん髪ぱつの美少年は、自分と一つしか変わらないのにまったく物もの怖おじしない一平をポカンと見詰めている。

「どこがだ！　もう見るんじゃない、セレス。子供とはいえ、あんな男のクズを見たら目が腐くさるぞ！」

　まあ、本当にごくわずかしかいないのは仕方がない。

　さすがにハーレムを許容できる女性など少数派のはずだ。

　当然、金髪少年の隣となりにいた美女は、女を馬鹿にしているとしか思えない一平をクズ呼ばわりした。

　しかし──

「ハッ！　ここの冒険者はどうしようもないクズばかりのようだな！」

　腹を摩りながら立ち上がった一平に、同じ言葉を返される。

　もちろん、一平は美女に向けて言ったのではなく、己おのれを笑い者にした全冒険者に向けて嘲あざけりの声を上げたのだが。

「あ？　今なんて言ったんだ、馬鹿ガキ？」

　いきなり吐かれた暴言に一いつ瞬しゆん静まり返ったが、それを破ったのは最初に笑い者にした髭ひげ面づらの男である。

「理解できなかったのか？　他人の夢を笑ったオマエ等は、全員クズだって言ったんだよ」

　心底馬鹿にした様な、吊つり上がった口元の一平。

　リュリュは、「え？　喧けん嘩かを買うんじゃなくて売るの？」と、少々頭が混乱している。

　臨機応変に対応するという事では、リュリュは一平の足下にも及およばなかった。

「おい、新人。お前自分が何言ってるか分かってんのか？」

「ここにいる冒険者全員敵に回したってだけだろ？」

　まったく態度の変わらない一平は、全すべてを理解している。

　幾いく通とおりものパターンを妄もう想そうし続けた少年にとって、これは冒険者になる為の通過儀ぎ礼れいに過ぎないのだ。

「馬鹿は馬鹿なりに現状を認にん識しきできてんだな」

　そう言うと、髭面の男は腰こしの剣けんに手を伸のばした。

　いや、他ほかにも何人かの冒険者達が己の得物を手にしている。

「このままやってもいいけどさ、でもその前に言いたい事がある」

「かまわないぜ、馬鹿ガキ。お前の最後の言葉だ、言ってみろ」

　もはや戦せん闘とうは避さけられない。

　室内にいる冒険者はざっと四、五十人。

　しかも、ここで全員叩たたきのめす事ができたところで、問題を起こした一平の冒険者登録が認められるかは疑問だ。

　だから、一平は悔くいを残すつもりはなかった。

「俺はアンタ等をＳＥＫＫＹＯＵするぜ」

「ああ？　説教だあ？」

「違う！　説教じゃない、ＳＥＫＫＹＯＵだ！」

「……はあ？」

　ギルド内にいる人間全てが困こん惑わくした。もちろんリュリュも。

　一平以外に、説教とＳＥＫＫＹＯＵの区別がつくはずもない。

「ＳＥＫＫＹＯＵってのは、意味のないただの戯たわ言ごとさ」

　一平は笑みを浮うかべたまま、ゆっくりと髭面を指差す。

「アンタ、俺がハーレム王になるって言ったら笑ったな？」

「それがどうした。エロガキの馬ば鹿か馬ば鹿かしい妄想だろうが」

　鼻で笑う姿を見て、一平の笑みはますます深くなる。

　やっぱりだ。

　コイツラは何も分かっちゃいない。

「ハーレムを作るには資格がいるって、知ってたか？」

「資格？」

「ハーレムを築けるのは──」

　これから始まるのは──

「──ヒーローだけだッ！」

　──ＳＥＫＫＹＯＵタイム。

「ッ!?」

　ゆっくりと小さく溜ためたあと、一気に激情を吐はき出した一平。

　その演出に驚おどろいた冒ぼう険けん者達が、一歩後ずさった。

「ハーレム主人公は、ヒーローでなければならない」

　一平はゆっくりと両手を広げていく。

　それは、高位司祭の説法の如ごとき厳げん粛しゆくさをもたらした。

「黄金の魂たましいを持つ者でなければ、無数の少女達の心を癒いやす事などできないからだ」

　嫉しつ妬とはたやすく憎ぞう悪おへと変わる。

　しかし、その憎悪を受け止めるだけの器うつわを持つ者が稀まれに存在する。

「ヒーローとは夢の存在」

　目を瞑つぶり、天てん井じようへと顔を上げて行く動作は、あまりに静せい謐ひつに満ちている。

「誰だれもが夢見た、理想の己」

　敬けい虔けんな姿は、まるで殉じゆん教きよう者。

「強く、優やさしく、わがままに、誰かの涙なみだを許さない」

　一平は心に描えがく。たくさんのハーレム主人公達を。

　追いつきたい。

　憧れの彼らと肩かたを並べたい。

　その為なら命だって賭かけられる。

「助けたい。理由はいらない。目の前で泣いている者を笑え顔がおにしたい」

　冒険者達は見た。

　一平の胸に灯ともる、黄金の光を、その目で確かに見た。

　それは勇者の資質。

　ヒーローの魂。

「アンタ達にもたしかにあったはずで、でも今はなくなってしまった黄金の欠片かけら」

　ゆっくりと目を開く一平。

「それを摩ま耗もうすることなく、大事に抱かかえ続けたヒーロー達を、俺は知っている」

　ギラリと目に力を込めた一平は、胸の前で右拳こぶしを握にぎりしめ、吼ほえた。

「敵を作るのは恐こわくねえッ！」

　さらに首を右に向け、吼える。

「勝てる勝てないも関係ねえッ！」

　今度は左。

「恐いのは無理だと諦あきらめる事ッ！」

　そして正面に戻もどって吼えた。

「俺が俺じゃなくなる事だッ！」

　一平の体から吹ふき荒あれる風。

　それは、英雄ヒーローのみが纏まとう事を許された王者の覇は気き。

「アンタ達はいつ諦めたんだ？」

　その問いかけは憐れん憫びんだった。

「夢を諦めて生きるなんて、自分がかわいそうじゃないのか？」

　しかし憐あわれむのはもう終わり。

　惰だ性せいで生きるかどうかは、本人にしか決められないのだから。

「世はまさに大ハーレム時代」

　激情を鎮ちん火かさせた静かな声は──

「ハーレム王に、俺はなる」

　未来のハーレム王を確信させた。

「まだ俺の夢を笑う奴やつは出てこい、相手になってやるぜ」

　挑いどむ様な一平の目。

　ここで声を出せる様な、空気の読めない者はどこにもいなかった。

「……………………」

　しばらく待った一平は、無言で一歩足を出す。

　割れて行く人波。

「行くぞ、リュリュ」

「ぁ……う、うむ」

　ポケットに両手を突つっ込んだ少年は、タイトルマッチを終えたボクサーの様に胸を張って歩きだした。

　皆みなが呆ぼう然ぜんと見送る中、王者が入り口で振ふり返る。

「いまのＳＥＫＫＹＯＵ。意味のない戯言かどうかはアンタ達が決めろ」

　無論まったく意味などない。

　夢というオブラートに包んだというだけで、やはりハーレムなど思春期の戯言以外の何物でもないだろう。

　しかし、誰だれもが正常な判断力を失っていた。

　それほどまでに、本日の一平の演出力は神懸がかっていたのだ。

　相当な数のシミュレーションをこなしたとしか思えない。

「……………………」

　一平をクズだと言った美女ですら、うっかり漢おとこの中の漢おとこだと思ってしまったのだから。

「す、すごい……」

　呆然とし続ける姉きよう弟だい。

　声を出す事に成功したのは弟の方だった。

「なんか、すごい……」

　溜ため息いきにも似た『すごい』は、きっと冒険者達の総意に違ちがいなかった。

　当然加害者は一平で、被ひ害がい者しやは冒険者達である。

　最悪だったのは、今日の一平の無意味な演説に感化された者が結構いた事。

　その者達が将来尽ことごとく高ランク冒険者となるのだが、それは別の話であり、本当にどうでもいい話でしかなかった。




　　　　※




「もうあれから十一年か……」

　夜の公園のベンチに座り、コンビニで買ったウイスキーのボトル片手に一人たそがれる太たい平へい。

　五歳の一平に、ここで初めて『天てん乱らん八はつ手しゆ』を教えた場面を思い出し、フッと疲つかれた笑みを浮かべる。

「あの時も、冬、だったか……？」

　月明かりのみで薄うす暗ぐらい公園の中、孤こ独どくにブツブツと呟つぶやくおっさんは不ふ審しん人物以外の何物でもない。

　しかし、それでも太平は我が子との思い出を大事にしたかった。

　たとえ巡じゆん回かい中のおまわりさんに職質されるとしても、たとえ群れた不良さん達に出会うとしても構わない。いや、さすがに群れた不良さん達に出会ったら全速力で逃にげるが……とにかく、それぐらい思い出に浸ひたりたかった。

「寒いな……」

　冬の風にブルリと身を震ふるわせた太平は、キュルリとボトルの蓋ふたを捻ひねる。

「一平、そっちにも月はあるか？」

　月を見上げて問うも、当然答えが返ってくる事はない。

　じっと月を見ながら、太平は思う。

　息むす子この無事と幸せを。

　そして、こんな自分を支えてくれる妻の幸せを。

「思い出を忘れる事はできない。だから酒で悲しみを流そう」

　溢あふれた涙と共に、一気に呷あおった。

「グフェッ！　ゴフェッ！　カッホッ！　ゴハァアッ！」

　そして咽むせた。

「痛ッ！　ノドッ……痛ッ……ッ!?　痛ぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　残念ながら、太平は酒が飲めなかった。

「や、やっぱり毒だコレ！　人の飲む物じゃないぞ!?」

　酒の飲めない人間がウイスキーをストレートで飲めるわけがない。

　喉のどを押さえてのた打ち回るのも当然と言える。

「ハードボイルドは無理だ！　私には少しハードルが高い！」

　急いで中身を捨てて蓋を閉めると、太平はしっかり空き瓶びんを抱えて家路につく。

　早く帰って口をすすぎたかったのだ。

　意外と余よ裕ゆうのある父ちゃん。

　コスプレ妻から毎晩与あたえられる無敵の愛は、結構夫を癒やす事に成功していた。

























「くそったれええええ！」

　王都ベランのメインストリートから外れた商業区画。

　完全に日が落ち、人通りの全くなくなった通りで、少年はベジータばりの無念の叫さけびを上げていた。

「だから言ったじゃろ。というか騒さわぐな、近所迷めい惑わくじゃろが」

　そんな少年に、呆あきれた声で注意する銀ぎん髪ぱつの幼女。

「閉まるの早すぎじゃね!?　王都ってくらいなんだからもっと頑がん張ばってよ！」

「じゃから騒ぐな。こんな時間に店がやってるわけないじゃろ？」

　一いつ平ぺいとリュリュ。二人は閉店した武器屋の前で佇たたずんでいた。

　もちろん、前回やらかしてしまった店とは違う店である。

「こっちはギルド登録を中断してまで駆かけつけたってのに……」

「自分で中断させたんじゃろが……」

　ガクリと膝ひざをついた一平は、自身の運のなさを嘆なげく。

　テンプレ通りとはいえ、アホなモブ達の相手をしたばっかりに冒ぼう険けん者登録も済んでいない。

　さらに武器屋どころか、防具屋も道具屋も全すべての店が閉まっている。

　リュリュの言葉を信じるならば、今やっている店など酒場と宿屋くらいしかないようだ。

　くずおれた少年の姿は、コンビニエンスストアに慣れ切った現代っ子の末路と言ったところだろう。

「異世界もっとガンバレヨ……二十四時間戦ってヨ……もっともっと熱くなれヨ……」

　虚うつろな声でブツブツ呟く一平は非常に見苦しかった。

「そんなに剣けんが欲しかったのか？　じゃがあんなお高い物、使い捨てにできるほど金ないんじゃけど……」

　リュリュは困った顔で言う。

　そう、この世界の剣は結構高額な商品。

　前回購こう入にゆうしようとした時は、慎つつましく生きる老ろう婆ばの生活費一年分では足りなかった。

　しかも頑張って二年分用意したところで、一平が本気を出せば聖剣クラスでないかぎりすぐ折れるらしい。

　一平にベタ惚ぼれのリュリュではあるが、さすがにお金をドブに捨てるような真似まねは御ご免めん蒙こうむりたいだろう。

「違う、剣じゃないヨ……。欲しかったのは竹ヤリだ……」

「竹ヤリィィィィィィィィィィ!?」

　しかしビックリ仰ぎよう天てん。

　予想の斜ななめ上を行く答えに、リュリュは驚きよう愕がくの声を上げるしかなかった。

「竹ヤリってあの竹ヤリ!?　そんなのどうするの!?　っていうかソレ武器屋で売ってるかなぁ!?」

　ロリババアの口調からババア語が消えてしまったが、さすがに農民一いつ揆きを連想させる武器を欲しがられてはそれも致いたし方なし。

「ひのきの棒と迷ったヨ……。こんぼうは次の装備だし……」

「剣というチョイスはどこに行ったのか!?」

　リュリュには、悲ひ嘆たんにくれる目の前の勇者がゲームを基準に冒険しようとしているなど想像もできなかった。

「リュリュがいるといつもこうだヨ……。買い物すらうまくいかない……」

　一平は一平で落ち込み過ぎだが、まあ武器屋など日本には二軒けんくらいしかない。

　静しず岡おかに住んでいた厨ちゆう二に病びよう高校生にとって、リアル武器屋とは何度でも足を運びたい夢ショップなのだろう。

「……いや、今回は私のせいじゃないじゃろ」

　そんな少年の不満をストレートにぶつけられ、リュリュは衝しよう撃げきから立ち直った。

　確かに前回の武器屋では自分に非があるが、さすがにこれは濡ぬれ衣ぎぬだ。

　だが、まあ、一平の言動がおかしいのは毎度の事であるし、愛いとしい人が落ち込んでいるのを黙だまって見ていてはチョロインの名折れ。

　第一、このままいつまでも夜道で騒いでいるわけにもいくまい。

　自身の頭がおかしい事を棚たなに上げつつ、幼女は溜ため息いきを吐つきながらも少年を慰なぐさめる事にした。

「ホレ、元気を出せ。短剣ダガーくらいなら明日買って──」

「リュリュはさげまんだヨ……」

「今なんて言ったああああああああああああああああ！」

　が、ブッ殺すぞこんガキャア！　と、もはや一いつ瞬しゆんにして殺意の塊かたまりだ。

　慰めてくれている相手になんという暴言を吐はくのか。

　乙女おとめとして謂いわれのない誹ひ謗ぼう中傷には断固として戦わねばならない。

　これはもはや戦争だ。

「まだ試ためしてもいないじゃろが！　なんなら今から試してみるか!?　やれ！　今すぐブチ込むがええ！」

　人通りがないとはいえ、リュリュはその場で大の字になった。

　凄すさまじきはリュリュのチョロイン力。

　往来でいきなり股またを開いてブチ込めと叫ぶなど、リュリュのチョロインとしての資質は世界に通用するのかもしれない。

「はあ？　いきなり何叫んでるの？　夜に騒いだら迷めい惑わくだぞ」

「馬ば鹿かにしとんのかあああああああああああああああ！」

「意味分かんねえ」

　リュリュの業ごう火かにハッと我に返った一平は、実は本当によく分かっていなかった。

　店が閉まっていたショックがあまりに大きく、おそらくは碌ろくに働いていない脳からポロッと零こぼれ出たのだろう。

　まあそれはそれで十割本心という事になってしまうので、酷ひどさはむしろ上がった事になるのだが。

「いきなりクソ失礼な事を言ったのはイッペーじゃろうが！　もう許さん！」

「は？　俺リュリュになんか言った？　つーかうるせえよ」

「黙れ！　今すぐ世界を滅ほろぼしてもいいんじゃぞ！」

　何やら猛もう烈れつに怒り狂くるっているようだが、当然一平は困こん惑わくするしかない。

　この手足を広げて寝ねそべる幼女は、いったい何故なぜこんなにも世界に呪のろいを振ふり撒まこうとしているのだ。

　命を祝福できないなど、いくらなんでも悲しすぎるではないか。

「いいから早くチン●突つっ込まんか！」

「狂ったのかこの変態がああああああああああああああ！」

　この後、叫び疲つかれてお腹なかが空いた二人は酒場に向かう事になる。

　そこで出会う運命。

　二人目のヒロインとなるかもしれない人物と、そして一人の騎士との邂かい逅こう。

　それが一平の冒険にどう影えい響きようしてくるのか。

　現時点では誰だれにも分からなかった。




　　　　※




「君はあいかわらず美しいね、ロシェル」

　王都にいくつもある酒場。

　多くの人が集まるここベランでは、商業区とは違ちがい、繁はん華か街がいの眠ねむりはとても遅おそい。

　危険と隣となり合わせなのが何も冒険者達ばかりでない事は、剣と魔ま法ほうの世界である事を考えれば容易に想像がつくだろう。

　多くの商人に限らず、普ふ通つうの一いつ般ぱん人、そして騎士達もまた生ある事に感謝し、一日の疲れを癒いやすのだ。

　王都ベランの歓かん楽らく区は、今日も多くの人で賑にぎわっていた。

　その酒場の一つ、『生きてるだけで丸まる儲もうけ亭てい』。

「そうか。お前はあいかわらず軽けい薄はくそうだな」

　真っ当に生きている者に喧けん嘩かを売っているとしか思えない店名の酒場で、三人の男女が食事を摂とっていた。

「そんな事はないさ。僕が軽薄に見えるとしたら、それは君の魅み力りよくのせいだよ」

「お前の人格形成に私が関かん与よした事など一度もない」

　五、六人が座れる丸テーブルの上にはそれぞれの料理と、そしてワインのボトルが二本。

　ロシェルと呼ばれた金きん髪ぱつポニーテールの美女は、やたらと気障きざなセリフを吐く男を鬱うつ陶とうしそうにあしらっている。
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「だいたい、ヴァレリー。お前はなぜ当たり前のように相席しているんだ？」

「つれない事を言う。店が混こんでるんだから仕方ないだろう？」

　一方、ヴァレリーと呼ばれた青年。

　明らかに邪じや険けんにされているのだが、燃えるような赤あか髪がみの下にある表情にはまったく陰かげりなど見えない。

「なぜ私達と相席するのかと聞いている。席なら他ほかにいくらでもあるぞ」

「騎き士し学校の先せん輩ぱいを見つけた。だから後こう輩はいの僕は同じ席に着いた。何か問題でも？」

「あるに決まっているだろう。私はすでに退学した身だ」

　ああ言えばこう言う。

　ロシェルはこの元後輩が少々苦手だった。

　十五歳で入学した騎士学校。

　五年制である騎士学校を四年で放校処分になったにも拘かかわらず、この眉び目もく秀しゆう麗れいの一つ年下の男は何故か自分に執しゆう着ちやくしている。

　退学後の一年間は特に邪険に扱あつかったのに、まったく応こたえるそぶりもない。

　自身が一般的に見て見目麗うるわしい容姿をしているのは知っていたが、正直、軽い男は好みではないし年下にも興味はなかった。

「それは関係ないね。退学したところでロシェルの価値は変わらない。僕は今でも君を尊敬しているよ」

　だが、そんな事は赤髪の青年には知ったこっちゃない。

　グラスを傾かたむけ口をナプキンで拭ぬぐった後、ヴァレリーはロシェルの手を取る。

「ミオ・アモーレ……」

　そして愛の言葉と共に、そのまま手の甲こうに口づけを落とす。

「調子に乗るな」

「ぶへあ！」

　しかし、むちゅ～と口を突き出した瞬しゆん間かんには殴なぐり飛ばされていた。

「軽々しく婦女子の手を取るとは何事だ。私はそういう軟なん弱じやくな男が大だい嫌きらいだと言っているだろう？　次は叩たたきのめすぞ」

　椅い子すごと後ろにひっくり返ったヴァレリーに一いち瞥べつもくれず、ロシェルは食事を再開する。

「痛たたたた……。次はって、もう叩きのめしてるじゃないか」

　アゴを押さえながら、倒たおれた椅子を戻もどすヴァレリー。

　どうやら意外と三枚目のようだ。

「あはは、ヴァレリーさんもめげませんね」

　そこに、テーブルで共に食事をしていた最後の一人が笑い声を上げる。

「笑い事じゃないよ、セレスタン。君の姉上は鉄てつ壁ぺきすぎる。そろそろ僕の想おもいを受け取ってくれてもいいと思わないかい？」

「僕が何を思ったところでどうしようもないですよ、ロシェ姉に関しては」

　柔にゆう和わな顔にふわふわとした金髪を持つ美少年。

　真っ白い法ほう衣いに身を包んだ少年は、パスタをフォークで搦からめ捕とりつつ二人のやり取りを眺ながめていた。

「どういう意味だ、セレス。まるで私の頭が固いみたいな言い方だが？」

「いや、さすがにそこは自覚してくれるとありがたいね。なあ、セレスタン？」

「うん。ロシェ姉は頭が固すぎるよ」

　ヴァレリーの援えん護ご射しや撃げきを受けたセレスタンは、ジロリと睨にらんでくる姉を物ともしない。

「フン。軟弱よりはよっぽどマシだ。セレス、ヴァレリーを見習ったら許さんぞ」

「いくらなんでも酷くないかい？」

「そうだよ、ロシェ姉。ヴァレリーさんにも良い所はいっぱいあるよ」

「にもって……、セレスタンも十分酷いんだけど……」

　そう言って落ち込む青年の姿を見て、セレスタンは笑った。

　ロシェルもフフッと笑えみを漏もらす。

　中々どうして、ヴァレリーという男は二人の信しん頼らいを勝ち取っているようであった。

「ごめんなさい、ヴァレリーさ──あっ！」

　とここで、いきなり驚きよう愕がくの声を上げる少年。

「セレス？」

「ロシェ姉、あの子だ……」

　姉の怪け訝げんに視線で応える。

　ロシェルとヴァレリーは、少年の視線の先を追った。

「うはぁ、これが酒場かぁ……。ここで仲間を探すのもありだな」

「な、仲間？　わ、私はイッペーと二人で十分じゃと思う……」

　酒場の入り口。

　そこにはキョロキョロと落ち着きのない黒こく衣いの少年と、その身の倍はあろうかという長大な杖つえを持つ幼女の姿があった。

「盗とう賊ぞくは必要だろ？」

「盗賊!?　犯罪者ではないか！」

「あと遊び人もいいな」

「遊び人仲間にしてどうすんじゃ！」

「賢けん者じやに転職させる」

「なれるかああああああああ！」

　やたらと騒さわがしい。

　室内自体が騒がしいのでまだ気にならないが、子供特有の騒そう々ぞうしさが少々酒場にそぐわない。

「あの少年……」

「……………………」

「ん？　あの子供達と知り合いかい？」

　ロシェルとセレスタンが目を見開いて黙だまっている様に、ヴァレリーは訝いぶかしげな表情だ。

「いや、さっきギルドでちょっとな……」

「ギルド？　あの子達も冒ぼう険けん者？」

「あ、ああ。今日登録しに来ていた」

「へえ、新人ルーキーか。でも若過ぎな気がするけど」

　この時点では、ヴァレリーに一平達への興味は全くない。

　冒険者などヤクザな商売だ。

　食うに困った者、腕うでに自信のある者達が、入れ替かわり立ち替わりで加入する。

　それこそ冒険者になる理由など人の数程ほど存在すると言ってもいい。

　少年と幼女のコンビに『ずいぶん若いけど訳ありかな？』と思うも、そんな冒険者は別に珍めずらしくもなんともないのだ。

「僕ちょっと行ってくる！」

　しかし、ここで無視できない存在となった。

「セレス!?」

「は？　いきなりどういう事？」

　なんと、引っ込み思案の少年が急に立ち上がるではないか。

　ロシェルは驚おどろき、ヴァレリーも呆あつ気けに取られた。

　セレスタンは温和な少年だ。いや、温和過ぎる少年だった。

　故ゆえに積極性というものに欠けていた。

　あまり何かに執着するという事がないだけに、そんな性格を知っている二人は面めん食くらったのだ。

　二人を驚愕させたままダッシュするセレスタン。

　その足は一直線に一平へと向かっている。

　この行動がいったい何を生む事になるのか？

　それは──

「あ、あの！　席が空いてないようですので僕達のテーブルに来ませんか！」

「ナンパとか困ります」

　ナンパと間ま違ちがえられてしまうのだ。

「ええ!?　ち、違ちがいますよ!?」

「つーかお前男だろ？　俺も男だぞ？　うちの母ちゃんが大喜びしちゃうじゃねえか」

「はあ!?」

　さらに意味が分からない。

　一平の母が少々……いやかなり腐くさっているなど、この場では全くいらない情報だ。

「ただの美少年に興味はありません。美人の姉、可愛かわいい妹、ちょろい幼おさな馴な染じみがいたら俺のところに来なさい。以上」

「はああああああああ!?」

　もはやカオス。

　一平の発言は、初心者には少々高度過ぎだった。

「なにアホな事言っとるんじゃ！」

「大事な事だよ。女の子を紹しよう介かいしてくれるなら、そいつは俺の親友だもの」

「させんぞ！　紹介なんぞ絶対にさせん！」

「それを決めるのはお前じゃない。まだ見ぬ俺の親友だ」

「ぬぐぐぐ……」

　一平とリュリュ、二人のやり取りをポカンと見る事しかできないセレスタン。

　まるで会話に入れない。

　というか言ってる事は分かるのに、言ってる意味が分からない。頭がおかしくなりそうだ。

　だからだろう、言ってしまったのは。

「い、いますよ、美人の姉！　中身はおかしいですけど外見だけなら美人です！」

　引っ込み思案な少年は、躊躇ためらう事なく姉を売った。

　──な!?　そんな風に思っていたのか!?──

　──ロシェルを紹介!?　僕を裏切るのかいセレスタン!?──

　どこかで悲鳴が聞こえる。

「くわしく話を聞こう。俺は一平だ。親友、お前の名前は？」

「ちょっ!?」

「あっ、ハ、ハイ！　セレスタンです！　セレスでいいですよ！」

「そうか。なら案内してくれ、セレス」

　リュリュの驚愕を置き去りにあれやこれやと進んでいくのだが、もちろん黙って見ているほど殊しゆ勝しようなロリババアではない。

「嫌いやじゃ嫌じゃ！　イッペーは私と二人だけでご飯を食べるんじゃ！」

　ごねるごねる。

「嫌じゃ！　嫌じゃ！　嫌じゃあああ！」

　その幼い容姿を最大限に利用してごねまくるリュリュは、とっくの昔に還かん暦れきを過ぎている事を忘れてはいけない。

「リュリュ、メッ！　わがまま言うんじゃありません。さっきの変態行こう為いで臭くさい飯食いたいんですか？」

「ど、どっちも嫌じゃよぉ……」

　が、一平はリュリュを完全封ふう殺さつ。

　そう、コミュ障であるが故に求愛行動と痴ち漢かん行こう為いの違いが分からないリュリュには、勇者の道を阻はばむ事など最初からできはしないのだ。

「まったく、このド変態ロリババアは……。じゃあよろしくな、セレス」

「は、はあ……」

　生返事をしているが、セレスタンは呆あきれていたのではない。

　なんかやっぱりスゴイなぁ、とビックリしていたのだ。

「ちなみにお姉さん、おいくつ？　俺十六歳なんだけど？」

「じゅ、十九かな。僕は十五」

「イケメンの歳としとかどうでもいいよ。たぶん人生で一番いらない情報だもの」

　クッソ失礼である。

　親友とまで呼んだのに、初対面の相手に向かって言うセリフではない。

「お姉さん彼氏いる？」

「ううん。きっと恋こい人びとなんてできた事ないと思う」

「ほう！」

　しかし、一平は浮うかれていたのだ。

　ようやくヒロインが登場しそうな予感に、未来のハーレム王を目指す身としては期待が抑えられない。

「ようやく最初のヒロイン登場か」

「へ？　ヒロイン？」

「いや、こっちの話」

「ここココ！　ヒロインならここにおるぞ、イッペー！」

　隣となりで飛び跳はねる元ババアを華か麗れいにスルーし、一平は歩を進めた。

　そしてセレスタンが向かう先、丸テーブルには二人の男女が座っている。

「おおうっ、なんという美女……ッ」

「な!?」

　そこにいた美女。

　キリリと整った眉まゆを持つ、金きん髪ぱつポニーテールの美女を見た一平は、おもわず感かん嘆たんの声を漏らしてしまった。

　可愛いではなく、美しいのだ。

　正直三次元舐なめてました、いや、ファンタジー期待通りでした、とテンションが上がってしょうがない。

　一平の感嘆に反応したリュリュの存在など、既すでにその意識からは消えていた。

「うっは、これ間違いねえよ。これでヒロインじゃなかったらもうヒロインいないレベル」

「うぎぎぎ……」

　リュリュは歯ぎしりが止まらない。

　チョロインからヤンデレに堕おちるのも時間の問題だ。

「ここです。空いてる席へどうぞ、イッペーさん。あと、えっと、リュリュちゃん？」

「呼び捨てでも構わないぜ？」

「い、いえ、誰だれにでもこんな感じなので」

「次にちゃん付けで呼んだらコロスぞ……ッ」

　リュリュの愛あい憎ぞうが限界を迎むかえる前にテーブルに着いた。

　セレスタンの勧すすめに従い、一平は美女の正面に座る。

　そしてそのまま自己紹介に入った。

「はじめまして。野の々の宮みや一平、十六歳です。君の勇者グハァッ!?」

　そして吹ふっ飛んだ。

　一平の横っ腹にリュリュの頭ず突つきが突つき刺ささったのは、遺い憾かんな事に本日二度目である。

「な、何、すんだよ……」

「こっちのセリフじゃ！　ダメじゃろ!?　それは他ほかの女に言っちゃダメなセリフじゃろ!?」

　倒たおれた一平に馬乗りになり、リュリュは涙なみだ目めで襟えりをガクガクとゆすった。

　そりゃまあたしかに、召しよう喚かん直後の『俺は、君の勇者だ』に激しくときめいたのだから、さすがにこれは一平が悪いだろう。

「わ、分かっ、た……。分かっ、た、から、離……せ……」

　デリカシーという単語に唾つばを吐はきかける勇者はすぐさま折れた。

「絶対じゃぞ!?　絶対じゃからな!?」

　腹が超ちよう痛いうえに頭を乱暴にゆすられては堪たまったものではないし、しかも今にも泣きそうな幼女が目の前にいる。

　何度か泣かしてきたが、どうやら本気で嫌がっているようだ。

　如何いかに変態ロリババアとはいえ、さすがに女を泣かせてまで言うような事ではない。

「言わない、っつーの……」

　一平は簡単に了りよう承しようした。

「お待たせしました。こっちの頭のおかしいロリはリュリュです」

「誰の頭がおかしいんじゃ！　イッペーだけには言われたくない！」

　そして何事もなかったように席に着く。

「あ、ああ、ロシェルだ……」

「……あ～、ヴァレリー・クーブルール。ヴァレリーでいいよ」

「さっきも言ったけど、僕はセレスタン」

「……リュリュじゃ」

　ロシェルとヴァレリーは呆あつ気けにとられていた。

　セレスタンは少し耐たい性せいができたっぽい。

　リュリュは不ふ機き嫌げんながらもきちんと自己紹介した。

「……リュリュ」

「……なんじゃ」

「メニューの字が読めないんですけど……」

「も～、しょうがないの、イッペーは！」

　しかし、リュリュの機き嫌げんは一いつ瞬しゆんで回復する。

　そう、一平は字が読めなかったのだ。

「私がいないと注文一つできないんじゃから！」

「くっ、このロリババア……」

　凄すさまじいチョロイン力を発揮するリュリュだったが、間違いなくロシェルに対する牽けん制せいも含ふくまれているのだろう。

　意思疎そ通つうの術式が文字にまで作用しなかったのをこれ幸いと、一平にかいがいしくメニューを説明する。

　そして一平とリュリュが注文を終えた頃ころ、ようやくロシェルは我に返った。

「あー、その……イッペー、でいいのだろうか？」

「ダメに決まっとるじゃろ。頭がおかしいのか、小こ娘むすめ」

　リュリュの呼び方で判断したロシェルだったが、その幼女に即そく答とうで断られて絶句する。

　クソ失礼さは、残念ながら一平の上と言わざるをえない。

「お前ちょっと黙だまれよ」

「ぬぐぐぐぐ……」

　しかし、一平渾こん身しんのアイアンクローがリュリュを黙らせた。

「もちろん一平でいいですよ、ロシェルさん」

「あ、ああ、私もロシェルと呼び捨ててくれて構わない」

「うぐぐ……」

　一平は満面の笑えみを炸さく裂れつさせたのだが、リュリュの顔面を握にぎり潰つぶそうとしている為ため、少々表情が硬かたい。

　一平からしてみたら、最近のリュリュははっちゃけ過ぎているので釘くぎを刺しておきたかったのだ。

　決して腹を二度も攻こう撃げきされた腹いせからではない。

「この馬ば鹿かが失礼な事言って本当にすみません」

「いや、気にしていない。もっと砕くだけた喋しやべり方でも構わないから、そろそろその子を離はなしてあげてくれ」

　あまりに痛そう過ぎて、お仕置きにしても少しやり過ぎだ。

　相手はまだ幼い子供なのだから、もう許してやって欲しい。

　内情を知らないロシェルから見たら、一平が行っているのは児童虐ぎやく待たい以外の何物でもなかった。

「……ロシェルに感謝しろよ」

「するわけないじゃろ」

　一平は溜ため息いきを吐いてリュリュを解放したのだが、自身の敵になりそうな女からの施ほどこしになど感謝するつもりはない元ババア。

　リュリュの態度は最悪だった。

「それで、何？　ロシェル何か言いかけなかった？」

　一平は簡単に敬語を手放した。

　呼び捨てでいいと言われはしたが、年上相手にソッコーでタメ口である。

　ゆとりを甘やかしてはいけないという好例だろう。

　現に、ヴァレリーの眉がピクリと跳ね上がったのだから。

「ちょうどいいのでな、イッペーに謝罪しようと思う」

「謝罪？　なんで？」

　一平は怪け訝げんな顔をしたのだが、まあ当然だろう。

　この異世界に来てまだいくらも経たっていないのに、初対面の相手から謝られる事に心当たりがなさ過ぎる。

　一平だけでなく、リュリュも、ついでにヴァレリーも疑問顔だ。

「実は、私とセレスはさっきまでギルドにいてな……」

「……ああ、あの冒ぼう険けん者達の中にいたのか」

「そうだ」

「けどだからってなんで謝るの？　俺何もされてないんだけど？」

　そう、一平は別に何もされていない。

　どっちかといえば被ひ害がいにあったのは冒険者達で、加害者が一平だ。

「登録する時ハーレムを作ると言っただろう？」

「言ったな」

「ハーレムゥ!?」

　おもわずヴァレリーの驚きよう愕がくの声が上がるが、それを無視して話は進む。

「私はイッペーの事を男のクズだと吐き捨てた」

「ああ、そういう事……」

　一平は全すべてを理解した。

　目の前の美女が、テンプレ武士女だという事に。

　自身が思っただけの事にまでケジメをつけようとするなど、いくらなんでも普ふ通つう人にできる事ではない。

「すまなかった。全面的に謝罪しよう」

「マジかよ、本物くせえな……」

　頭を下げてくるロシェルの姿に、「ヒロイン属性ありだ」と一平は呟つぶやいた。

「は？」

「いや、こっちの話。あと、謝罪は受け取ったからもう気にしなくていいぜ？」

「そうか、感謝する」

　そう言って、謝罪を受け入れてもらえたロシェルは笑みを浮うかべる。

「ちょっと待ってくれ！　おかしくないかい!?」

　が、黙っていられないのはヴァレリーだ。

　自身ですら滅めつ多たに見られない笑顔を見せたロシェルに、赤あか髪がみの青年は疑問をぶつける。

「意味が分からない！　えーと、イッペー君がハーレムを作ると宣言し、ロシェルがクズだと思ったから謝った？」

「そうだ」

「どういう事おおおおおおおおおおおお!?　ッ!?　ッ!?　ッ!?　ッ!?　ッ!?」

　ヴァレリーの叫さけびはクエスチョンマークだらけ。

　そりゃそうだろう。

　その場にいた者でなければ意味不明の事態だ。

　いや、その場にいたとしても完全に理解できたかどうかは疑問である。

「セレスタン！　ロシェルは何を言っているんだい!?　今の説明はおかしいだろう!?」

「ううん、間ま違ちがいなく合ってる」

「世界に何が起こったんだよおおおおおおおおおおおお！」

　一平の巻き起こした旋せん風ぷうは犠ぎ牲せい者しやを増やさねばならないとでも言うのか。

　厳しい現実は、ヴァレリーの脳のう細さい胞ぼうを破は壊かいしにかかっていた。

「うるさいぞ、ヴァレリー。男が食事中にギャーギャー騒さわぐな」




「うぐっ……」

　憐あわれ。

　ヴァレリーは何も悪くないのに、なぜか想おもい人からの評価を下げてしまった。

　一平の犠牲者がまた一人生まれた瞬しゆん間かんである。

「しかし、イッペー。夢を笑うつもりはないが、やはり女としては納なつ得とくしかねる」

　ロシェルは女の立場から苦言を述べた。

　あの時の一平の言葉は恐おそろしい程ほどの力でロシェルの心に届いたのだが、それでも女を侮あなどり過ぎではないだろうか。

「そりゃそうだろ。納得できる女なんて早々いるわけないじゃん」

　だからチョロインを探すのだ。

「ほ、ほう。それだけ男としての魅み力りよくに自信があるという事か……」

　だが、ロシェルは逆の意味に取った。

　せめて同い年くらいならばな、と少し顔を赤らめている。

　その様を見たリュリュは怒いかりが点火。

　外見は少々整っているが、いきなり現れて自身の勇者に色目を使うなど許せる事ではない。

　リュリュは叫ぶ。

「小娘──」

「待ってくれロシェル！　いったいどうしちゃったんだい!?」

　しかし、ヴァレリーに遮さえぎられた。

「何がだ？」

「ハーレムだよ!?　君がもっとも嫌きらいそうな考えじゃないか！　ハーレム作って君に好かれるなら僕も作るよ！」

　もはや何が正しいのか分からなくなってしまったヴァレリーは、自らどんどん底なし沼ぬまにはまっていく。

「イッペーのハーレムとお前のハーレムを一いつ緒しよにするな。全く違ちがうものだと思え」

「ハーレムの違いってなんだよおおおおおおおお！」

　もちろん、ハーレムはどこまで行ってもハーレムだ。そこに違いなどあるはずがない。

　ここは間違いなくヴァレリーが正しいだろう。

　しかし現実とは必ずしも正しければいいというものではないのだ。

「いいかげんにしろ、ヴァレリー。今日のお前は見苦し過ぎる。それでも男か」

「えあおっ!?」

　イケメン青年の口から出る変な声。

　歪ゆがんだ端たん整せいな顔はオモロ顔になっていた。

　まあ仕方あるまい。

　二年以上もの時間を掛かけてコツコツ上げてきた好感度が、なぜか凄すさまじい勢いで下降しているのだから。

　このまま一平に関かかわり続ければ、ストップ安も時間の問題だろう。

「う～～ん……」

　そんな、一つの恋こい物もの語がたりが終しゆう焉えんを迎むかえようとしている横で、一平は顎あごに手を当てて考え事をしていた。

「スゲェなぁ……」

「すごいって何が？」

　その呟きに気づいたのは、一平の隣となりに座っていたセレスタン。

　警けい戒かい心しんからロシェルに意識を向けていたリュリュと違い、セレスタンはずっと一平だけを観察していたのだ。

　なぜならセレスタンもまた、他ほかの冒険者達と同じように、未来のハーレム王の言葉に痺しびれたからだ。

　自身には持ち得ない強さを持つ少年。

　間近で話をすれば、その強さを自分も手に入れられるのではないかと思った。

　敵を作るのは恐こわくないと言い切り、理想の自分を諦あきらめないと吼ほえた姿は、気弱な少年に憧あこがれを抱いだかせるに十分だったのだ。

「いやな？　あのヴァレリーってイケメンの圧あつ倒とう的なかませ臭しゆうはどういう事なの？」

「ぶふっ！」

　こそっと耳打ちする一平は、セレスタンを吹ふき出させる事に成功する。

　これまた初対面の人間に対してクソ失礼ではあったのだが、セレスタンの目から見ても今日のヴァレリーは駄だ目め駄だ目めだ。

　結構若い女性達から人気があるのに、何故なぜかもう三枚目にしか見えない。

　セレスタンは口を隠かくして、くっくっくと笑いをかみ殺している。

「あいつ絶対ロシェルの殴なぐられ係だろ？」

「ぶはあ！」

　とうとう笑いが吹き出してしまう。

　記き憶おくを掘ほり起こせば、たしかに普ふ段だんから殴られている。

　姉にちょっかいを出したヴァレリーが殴り飛ばされるのは、ここ二年の日常の光景。

　それをあっという間に看破した少年に、セレスタンは吹き出してしまったのだ。

　ヴァレリーの底が浅いみたいで笑いが止まらない。

「ど、どうした、セレス？」

　弟が腹を抱かかえて笑うなど滅多に見た事のない姉は、驚おどろいた目をセレスタンに向けていた。

　もちろん、ヴァレリーも同様だった。

「な、なんでも、にゃい……よ？　ぶふっ！」

　キョトンとした顔を向けてくるヴァレリーがまたツボにはまる。

　セレスタンは顔をテーブルにくっつけて、腹をギュッと抱えながら笑いを堪こらえていた。

「セレスはどうしたんだ、イッペー？」

「さあ？　思い出し笑いなんじゃね？」

「……どうせまたイッペーが馬ば鹿かな事でも言ったんじゃろ」

　ロシェルの疑問に一平は肩かたを竦すくめたのだが、リュリュは簡単に真実を見破った。

　と、ここで、ようやく一平とリュリュの料理が到とう着ちやくする。

　二人が注文したのはセレスタンと同じパスタだった。

　腹が減って仕方のなかった一平は、さっそく食事に取りかかる。

「へえ、酒場のメシなのに結構おいしいんだな」

「フン。まあまあじゃが、私が作った方が美味うまい」

　酒場は酒を飲む所という先入観から、一平は意外だったなと感想を漏もらした。

　不ふ機き嫌げんなリュリュは、もう何もかもが気に入らない。

　肉体年ねん齢れい的には第一次反はん抗こう期でもおかしくはないのだが、精神年齢六十五歳のロリババアのくせに大人げないにも程があるだろう。

　しかし。

「たしかにリュリュの作ったご飯の方がおいしかったかも」

「んぐふっ」

　ハーレム王を目指す鈍どん感かん主人公は最強だった。

「まあ、リュリュは年季が違うしな。当然か」

　素知らぬ顔で食事を続ける一平。

「も、も～。イッペーは、も～……」

　リュリュは顔を真っ赤にしてモジモジし始めた。

　照れたその仕草は、幼女の姿と相まってとても可愛かわいらしいのだが、鼻から飛び出たパスタが全てを台無しにしている。

「（正しよう真しん正しよう銘めいのアホだな）」

　一平が心の中でそう思ってしまったのは罪になるのだろうか？

　あまりにも巨きよ大だいなチョロイン力を身につけてしまったリュリュは、きっと既すでに人生すらも台無しにしているのだろう。

「イッペー君、ちょっといいかい？」

　とそこへ、一平がリュリュの人生を憐れんでいた時、恋こい敵がたきを見るような目を向けてきたイケメン。

「ん？　俺の事はイッペーでいいぜ？」

「ぐっ、君は年上に対する礼れい儀ぎを……いや、なんでもない。僕の事もヴァレリーで構わないよ、イッペー」

　ゆとりの態度に一いつ瞬しゆん頭に血が上るヴァレリーだったが、大きく息を吐はいて自制した。

　相手は二つも年下なのだ。

　生意気な後こう輩はいなどいくらでも対処してきた自分を思い出す。

　まあ、既に対処できていないのだが、好きな女の前でこれ以上無様を晒さらす訳にはいかなかった。

「サンキュー。で、何？」

　一平は一平で、この踏ふみ台モブとしか思えないイケメンを敬う事がどうしてもできない。

「教えて欲しい。ハーレムなんて全女性を敵にまわす事だと思うんだけど、ここまでは合っているかい？」

「当たり前じゃん」

「そうだろ!?　そりゃそうだ！　そう、当たり前なんだよ！　世界は間ま違ちがってない！」

「テンション高たけぇなオイ……」

　ようやく理解を得られた事に、ヴァレリーは興奮した。

　当たり前の事が当たり前でなかった異次元空間など、やっぱりただの幻まぼろしだったのだ。

　そりゃ当然テンションも上がるというもの。

　しかし、その異次元空間を作り出したのが一平だという事を、ヴァレリーは忘れている。

「なら君はロシェルから嫌われている、そうだね？」

「ええ!?　ロシェルって俺の事嫌ってんの!?」

「いや、どちらかと言えば好意を抱いているぞ？」

「なんでだよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ヴァレリーは叫さけんだ。

　世界よ砕くだけろ、と言わんばかりの男の咆ほう哮こう。

「うるさい！」

「グハッ！」

　そしてロシェルに殴られる。

「もう帰れ！　周りの客の迷めい惑わくだ馬鹿者！」

　床ゆかに蹲うずくまり、なんでだよ～なんでだよ～と悲ひ哀あいの声で泣くヴァレリーは、いくらなんでも憐あわれ過ぎた。

「まあまあ。あっ、皆みなさんすみませーん。ちょっとツレが悪わる酔よいしちゃって。もう騒さわがせませんから、ホントすみませーん」

　良い子の一平はロシェルを落ち着かせ、さらに周りに謝罪するという最強振ぶりを発揮。

　なんという事か。

　正しいはずのヴァレリーが、本当に一平の踏み台となってしまっている。これは酷ひどい。

「まったく、少しはイッペーを見習え」

「うえぇぇぇ……」

　死者を蹴けるとはこの事か。

　ロシェルの言葉はヴァレリーの心を大いに傷付けた。

　もう泣きそうなヴァレリーは、のそのそと席に座ると、一いち縷るの望みを賭かけて一平へと問いかける。

「イッペー……、君は、その……、ロ、ロシェルを狙ねらっているのかい……？」

　男らしくない。

　ヴァレリーは信じられない程ほど、男らしくなかった。

　好きな女の前で、他の男にそんな事を聞くなど、いくらなんでもヘタレ過ぎるだろう。

　現に、ロシェルのコメカミに血管が浮うき出ている。

　しかし勘かん弁べんしてやって欲しい。

　今のヴァレリーは混乱しているのだ。世界から自分一人だけ取り残されてしまった様な気がして、魂たましいが凄すごくちっちゃくなっているのだ。

　普段の彼はこうではない事を、皆に分かってあげてもらいたい。

「ん～、ロシェルか……」

　ヴァレリーのその問いかけに、一平はふむとロシェルを見る。

　ヴァレリーだけでなく、全員が緊きん張ちようの一瞬である。

　失礼にも女を品定めしている状じよう況きようなのだが、異次元空間と化したこの五番テーブルでは誰だれも違い和わ感かんを覚えなかった。

　少々顔を赤らめるロシェルなど、いったいなんの冗じよう談だんか。

「たしかに超ちよう絶ぜつ美人だよな、おっぱいも大きいし……」

「そ、そうか。正面から褒ほめられるのは悪い気はせんな」

　恐おそるべきは一平の異次元殺法。

　おっぱいをガン見してますよと言っているのに、ロシェルはなぜか照れている。

　そもそも、ヴァレリーの性格ならば毎日の様にロシェルを褒めていたはずだ。

「性格も悪くない。というか正直、王道ヒロインとしてはかなりのものだと思う……」

「ッ!?」

　一平の言葉に、リュリュを含ふくめた全すべての者達が驚きよう愕がくする。

　ロシェルの性格。

　一言で言えば質しつ実じつ剛ごう健けん。

　あえて悪く言うのなら、まるで女らしくない女。

　現実でこんな女がいたら確実にボッチ確定である。

　しかし、一平の判断基準はチョロインであるかどうか。

「ん～～……」

　一平は目を閉じて、無数のヒロインを検けん索さくする。

　そしてロシェルのチョロインとしての資質を推測した。

　ロシェルは間違いなく暴力キャラ。

　王道のツンデレから派生したこのキャラは、扱あつかいが恐ろしく難しい。

　ツンデレキャラでさえ大量のアンチが湧わくというのに、暴力を躊躇ためらいなく振ふるうヒロインなど何をか言わんや、だ。

「ありだな！」

「ッ!?」

　しかし、一平はそれを肯こう定ていした。

　ツンデレからの派生という事は、デレの大きさが想定を遥はるかに超こえる可能性がある。

　さらに、ギャグやコメディでは『オチでヒロインに殴なぐり飛ばされる』事がお約束として決定しているが、現実である以上全て避さければいい。

　何より決め手となったのは、この手のキャラはサービスシーンをまかされる事が多いという事。

　お色気担当ではなく、ちょいエロハプニング担当だ。

　物語を彩いろどる上で欠かす事のできないキャラとも言えるだろう。

「よし、ロシェル！　俺のハーレム──」

「決けつ闘とうだああああああああああああ！」

　一平の言葉は遮さえぎられた。

　遮ったのは恋こいの騎き士し。

　リュリュの怒いかりよりも速く反応したヴァレリーは、椅い子すを蹴り倒たおして立ち上がる。

「ノノミヤ・イッペー！　僕は君に決闘を申し込む！」

　ベラン王立騎士学校四年、ヴァレリー・クーブルール、十八歳。

　学年最強でい続けた先せん輩ぱいに憧あこがれ、恋をし、その先輩が退学した後は自身が最強であり続けた生きつ粋すいの恋の騎士。

　二つ名は、『炎えん剣けん』。

「必ず受けてもらうぞ！」

『炎剣』と『最強』の激げき突とつ。

「まるで構わないぜ？」

　最強は、ニヤリと口の端はしを吊つり上げた。




　　　　※




「本気の勝負と言っただろう!?　武器はどうした！」

『生きてるだけで丸まる儲もうけ亭てい』から出た男二人。

　一平とヴァレリーは、道のど真ん中で対たい峙じしていた。

　王都ベランは王国経済の中心地であり、都市開発の結果、区画整理も充じゆう実じつしている。

　馬車二台が十分にすれ違ちがえる道路の端はたは、二人の決闘を酒の肴さかなにしようとする酔よっ払ぱらい達で溢あふれかえっていた。

「武器なんて持ってないぞ？」

「どういう事だい!?　ギルドからの帰りじゃなかったのか!?」

　そしてそこには、剣けんを構えるヴァレリーに素す手でで挑いどもうとする一平の姿が。

「そうだけど？」

「ならなんで武器を持っていないんだ！　まさかその格好でギルドに行ったのかい!?」

　ヴァレリー自身も普ふ段だん着ぎではあるのだが、騎士候補生としてその腰こしにはいつも騎士剣が差してある。

　というか、丸まる腰ごしで冒ぼう険けん者になろうとするなど余よ程ほどの馬ば鹿かか、人生を舐なめきっている者だけだろう。

　遺い憾かんな事ながら、一平はその両方に当てはまってしまう。

「何か問題でもある？」

「あるに決まってるだろ！　短たん剣けん一つ持たない冒険者がどこにいる！」

　そう、冒険者達に侮あなどられたのには、一平の格好にも問題があったのだ。

　基本的に、己おのれに自信のある冒険者ほど舐められる様な姿は見せない。

　それが信用に直結するからなのは言うまでもないだろう。

　というより、様式美というか、暗あん黙もくの了りよう解かいというものはどんな職業にでも存在している。

　例を挙げるなら、『企き業ぎようの面接にアニメＴシャツで行ったら勇者（笑）になる』と言えば分かりやすいだろうか。

「しょうがねえじゃん。包丁持ってくわけにもいかないし」

「包丁は武器じゃないだろおおおおおおおお！」

「知ってるよ」

　しかし、天才が作成した『不変』を持ち歩けば即そく逮たい捕ほ。

　一平が丸腰なのは仕方がなかった。

「くっ……、武器がないのにどうするつもりだい？」

「ん？　どういう意味だ？」

「街中では魔ま法ほうだって撃うてないだろう？」

「ああ、そういう事……」

　ヴァレリーは迷っていた。

　ロシェルへの想おもいから決闘をふっ掛かけたはいいが、相手は年下の上に成りたてほやほやの新人冒険者（まだ未登録）。

　しかも丸腰ときた。

　ヴァレリーは騎士だ。

　まだ正式に叙じよ勲くんされてはいなくとも、騎士学校の教育によってその精神を骨の髄ずいまで叩たたき込まれている。

　愛する者の為ために対等な決闘を望んだのであって、甚いた振ぶる事が目的ではない。

「くだらねえ事をゴチャゴチャ考えるのは止やめとけよ、ヴァレリー」

「何!?」

　しかし、一平の挑ちよう発はつに一気に頭に血が上ってしまう。

「お前、もしかしなくても騎士だろう？　それかその卵」

「そ、そうだ！　それがどうした！」

「しかもその燃える様な一いち途ずさ。たぶん属性は火なんじゃね？」

「なっ!?」

　そして凍こおりつく。

　凄すさまじきは一平の無む駄だな洞どう察さつ力。

　属性と性格が関係を持つなど、サブカルチャー的には珍めずらしくもなんともない設定だ。

　一いつ瞬しゆんで属性を看破されたヴァレリーは、目を見開いて硬こう直ちよくした。

　野や次じ馬うまに交じっていたロシェルとセレスタンも絶句。

　リュリュにいたっては、「あ～アレやられるとビビるんじゃよな」と、被ひ害がい者しやが自分だけでなくなった事を喜ぶ始末だ。

「なあ、ヴァレリー」

「……………………」

　固まったヴァレリーへ、一平は静かな声で問う。

「お前、その剣が折れたら逃にげだすのか？」

「……な、に？」

　それは勇者の導き。

「戦せん闘とうなんてのはいつだって突とつ然ぜんさ。準備万ばん端たん、最高のコンディションなんてあるわけねえ」

　迷いを払はらう光の言葉だ。

「そうだろ？」

　ヴァレリーは衝しよう撃げきを受けた。いやヴァレリーだけでなく、ロシェルを含めた全ギャラリーが勇者に吞のまれてしまう。

　そう、ここからは──

「だからこそッ！」

　──一平タイム。

「今の俺は絶好調！」

　拳こぶしを握にぎる一平の気き迫はくが、烈れつ風ぷうとなって夜を駆かけ抜ぬける。

「武器もない！　身を守る防具もない！　あるのはこの身一つだけ！」

　──十分だろ？──

「迷うな、ヴァレリー。好きな女の為に剣をとった。今のお前は世界で一番正しいぜ」

　ニヤリと笑う一平のあまりの覇は気きに、ヴァレリーは気け圧おされた。

　丸腰の新人冒険者に、しかもハーレムなどと馬鹿な事をほざく年下相手にまるで動ける気がしない。

　しかし。

「見事な男だな、イッペー……」

　外野から聞こえてきた、溜ため息いきにも似た想い人の声に踏ふみ止とどまる。

「くっ……」

　そうだ、己は最愛の人への想いの為にここに立っている。勝つことが目的ではない。

　どうしてもロシェルを取られたくないからこそ、無様にも喧けん嘩かをふっ掛けたに過ぎないのだ。

「それでも僕は騎士だ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いには裂帛の気合いで返すしかない。

　さっきまでの嫉しつ妬とに狂くるった激情は去った。

　しかし、今度は違う嫉妬がヴァレリーの身を焦こがす。

「対等の立場でない決闘など、僕の矜きよう持じが許さない！」

　もう勝ち負けなどどうでもいい。

　自分の好きになった女は、決闘の勝敗なんてもので振ふり向かせられるほど安い女ではないのだから。

　だからこそ、断じて、男として負けるわけにはいかないのだ。

　ヴァレリーは剣を鞘さやに収める。

「ロシェル！　持っていてくれ！」

　そして自身の想い人に鞘ごと投げ渡わたした。

「へ……？」

「分かった」

　ポカンとする一平を置き去りに、フッと笑えみを浮うかべたロシェルが剣をキャッチする。

「オ、オイィィィ!?　何してんのお前!?」

　一平は慌あわてた。それも大いにだ。

　当然だろう。圧あつ倒とう的不利の状じよう況きようで勝つからこその、『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』。

　なのに、同等の条件になってしまってはギャラリー達へのインパクトが薄うすれてしまうではないか。

　カッコイイセリフで観客達への摑つかみはオッケーだったはずなのに、これはいったいどういう事だ。こんな展開は予想していない。

　やりすぎの演出が仇あだとなった瞬しゆん間かんである。

「よく吼ほえた、ヴァレリー」

「彼に負けるつもりはないよ。騎き士しとしても、男としても」

　しかも、何やら主役が交代した気配が。

「ちょっ!?」

　一平の動どう揺ようは激しい。

　数多あまたの決けつ闘とうイベントを網もう羅らしてきた頭脳が、激しく警けい鐘しようを鳴らしているのだ。

　マズイ。このままではたとえ決闘に圧勝したとしても、こちらがヴァレリーの踏み台となってしまう。

　主人公が常に必勝の存在でない事は皆みなさんご存じの通り。

　そう。どれほど負けようとも、どれほど辛しん酸さんをなめようとも、決して負けてはいけない場面で勝つからこそ主人公なのだ。

「く、くそっ、やられた……ッ」

　一平の呟つぶやきを捉とらえた者はいない。

　いや、リュリュだけは一平の異変に気が付いていた。

「イッペー……？」

　故ゆえに困こん惑わくする。

　場は盛り上がっている。それこそ歌劇の様に。

　派手好きな一平ならば、今の状況は望むところではないのか？　なぜ苦く渋じゆうに満ちた表情を浮かべているのだ？

　一平がもっと高い次元で状況を操作していた事を知らないリュリュは、首を傾かしげながら己の勇者を見み詰つめていた。

「リュリュ！　俺の右手を拘こう束そくしろ！」

『ッ!?』

　しかしその瞬間飛ぶ、一平の命令。

　右みぎ腕うでを背後に回し、直立不動になったその姿は、リュリュやヴァレリーを含ふくめた全ギャラリーを驚おどろかせる。

「早くしろ！　リュリュ！」

「ぇ……あ？　う、うむ」

　リュリュは呆あつ気けにとられつつも、息をするように一平の右腕と背中を魔法で縛しばり付けた。

「ど、どういうつもりだい!?」

　当然、対戦相手のヴァレリーは聞く。

　対等の条件にしたはずが、これでは意味がない。

　だがしかし、これは一平の策なのだ。

「言ったはずだ！　ベストコンディションなどありえないと！　俺に施ほどこしを受けろというのか！」

　起死回生の一手。

「なっ……、そんなつもりじゃない！　僕は君と対等に闘たたかいたいだけだ！」

「対等だと!?　そんなものは闘とう者しやにとって幻げん想そうにすぎん！　お前は俺を憐あわれんだだけだ、ヴァレリー！」

　一平の頭脳が叩き出した対たい抗こう策とは、自ら不利を作り出す事。

　ただのマッチポンプではあるのだが、中々どうして。この力ちから業わざは多くのサブカルチャーに取り入れられている技法だ。

　これに周囲を納なつ得とくさせられるだけの屁へ理り屈くつがあれば、ピンチを自在に演出する事すら可能になるという夢の技法なのだ。

「違ちがう！　そんな事は思っていない！　僕はただ、騎士として対等に……」

「ならば！　お前は剣けんを捨てた！　俺は右腕を捨てた！　これで対等だ！」

『ッ!?』

　度し難がたい雄おす度。

　一平のあまりの矜持に、皆が絶句せざるを得ない。

　主役の天てん秤びんを強ごう引いんに傾かたむかせにかかる一平の姿は、周囲に漢おとことは何かを如によ実じつに知らしめた。

「くっ……、な、ならば……」

　しかし、男らしさで負けるわけにはいかないヴァレリーは、歯を食いしばりつつ吼える。

「リュリュといったな！　少女よ、僕の両りよう腕うでを縛れ！」

『何ぃぃぃぃぃぃ!?』

　ヴァレリーの覚かく悟ごは、一平すらも驚きよう愕がくさせた。

「頼たのむ！　僕はイッペーだけには負けられないんだ！」

「え、あ……ああ、う、うむ」

　両腕を後ろに縛られたヴァレリーの姿を見て、一平は声を荒あららげるしかない。

「お前の方が不利になってんじゃねえかああああああああ！」

　そう、一平は片かた腕うで、ヴァレリーは両腕を拘束。

　ヴァレリー渾こん身しんのマッチポンプ返し。

「それは僕が挑ちよう戦せん者だからだ！　君のその強きよう烈れつな男の矜持！　僕もまた持っている事を証明しなければならない！」

「挑戦者とか言うなよおおおおおおおおおおおお！」

　ここにきて、ようやく一平は悟さとった。

　目の前の男が、ただの踏み台モブではないという事に。

　このヴァレリーというかませ臭しゆう溢あふれる男は、主人公たるこの身を脅おびやかす、恐おそろしい敵だったのだ。

　もはや躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。全力で叩たたき潰つぶさねば。

「リュリュ！　俺の両足を縛れ！」

『なぁぁぁにぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?』

　信じられない一平の言葉。

「早くしろ！　今日までの変態行こう為いは全部忘れてやる！」

「そんな事いつやったんじゃ！」

「くっ……、なら僕の右足も拘束してくれぇぇぇ！」

『えええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?』

　そして同じく信じられないヴァレリーの叫さけび。

　もはやカオス。

　全力全開の一平と、なりふり構わずついてきたヴァレリーの二人の姿は、この場を異次元空間へと変へん貌ぼうさせた。

「そろそろ始めよう、イッペー」

　後ろ手に右足の踵かかとをくっつけた、左足一本で立つ『炎えん剣けん』。

「ちっ、仕方ねえ。対等だと認めてやるよ、ヴァレリー」

　右腕を背中に、両足首を縛られたまま直立する『最強』。

「いまの僕は、過去のどんな僕よりも一番強い」

　ニヤリと高こう揚ようするその姿は、恐ろしく異様だった。

「俺はいつだって最強さ」
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　唯ゆい一いつ残った左ひだり拳こぶしを握にぎる一平もまた、色んな意味でおかしかった。

　あまりに規格外の決闘。

　観客達は皆一様に息を吞のむ。

「いくぜ」

　先に動いたのは、一平。

「天てん乱らん──ッ!?」

　しかし、驚愕にその身が固まる。

「か、構えられねえッ!?」

　そう、自由になるのは左ひだり腕うで一本しかないのだ。

　これでは最強を形作る事などできるわけがない。

「隙すきありだ！　イッペー！」

「しまっ……！」

　ピョンピョンピョンと、器用に片足で近づいてくるヴァレリー。

　とてもケンケンとは思えない速度で一平に肉にく薄はくする。

「食くらえ！」

「くっ!?」

　二人は至近距きよ離り。

　もはや手を伸のばすだけで、どんな攻こう撃げきでも当たる距離だ。

　隙をついたヴァレリーには必殺の、隙を見せた一平には致命の間合い。

　しかし──

「バ、バカな!?」

　それは手があった場合の事。

「ぼ、僕には攻撃手段が、ない……ッ！」

　その通り。

　両腕を封ふうじられたヴァレリーには、攻撃手段自体が存在しなかったのだ。

「驚いてる暇はないぜ？」

　そして、そんなでか過ぎるチャンスを、一平が逃のがすはずもない。

　一平は既すでに驚愕から脱だつしている。

　勇者にとって、天てん乱らん八はつ手しゆなど手段に過ぎないという証左。

　たとえその力を封じられたとしても、その身に宿る魂たましいは勇者なのだ。

「殺ジヤァッ！」

「くぉッ!?」

　腰こしは回らず、下半身の力など微み塵じんも伝わらない、一平渾身の手打ちパンチ。

　しかし。

「あ、危ないところだった……ッ」

　だがしかし、その左拳は空を切った。

「チッ、中々やりやがる」

　さすがは『炎剣』といったところか。

　確実にヒットするはずのヘロヘロパンチは、片足であるにも拘かかわらず、その驚きよう異い的な回かい避ひ力によって無効化された。

　辛からくも攻撃を躱かわしたヴァレリーは、仕切り直す為ためにピョンピョンと後退。

「マズイ、どうすれば……ッ!?」

「おっと、考えてる暇もないんだぜ」

　しかし仕切り直せない。

　なんと、両足を封じられているはずの一平が、ビョンビョン飛び跳はねて近づいてくるではないか。

「ハアッ！」

　そして両足ジャンプ。

「何いいいいい!?」

　天を舞まう一平。

　突とつ進しんの速度を落とさぬままに全力でジャンプした一平は、その左拳を大きく振ふりかぶる。

　その姿、まさしく片かた翼よくの鳳ほう凰おう。

「貫つらぬけええええええええええええええええええ！」

「舐なめるなああああああああああああああああ！」

　体全体を使った、一平渾身の打ちおろし。

　が、ヴァレリーもただ者ではない。

　その身は避よけるどころか、逆にカウンターを選せん択たくしている。

　ヴァレリーに残された最後の希望。それは、頭だ。

「ぶふぇッ！」

　絶体絶命の中で咄とつ嗟さに繰くり出した頭ず突つきは、迫せまりくる左拳を弾はじき飛ばしその顔面に突つき刺ささる。

「ガハァッ！」

　が、そこまでが限界。

　一平の意識を狩かり取ったまでは良かったが、捨て身だったヴァレリーには落下してくる少年の体を避ける術すべがなかったのだ。

　質量兵器と化した一平の体はヴァレリーと激しく激げき突とつ。

　片足のヴァレリーに受け止めるだけの力はなく、後頭部から地面に叩きつけられてしまった。

『…………………………………………』

　強者同士の戦せん闘とうが長引く事などない。

　刹せつ那なの煌きらめきこそが、戦闘の本質であるからだ。

『…………………………………………』

　両者が激突し、そして共に一いつ瞬しゆんで力尽つきた姿は、観客達の声を奪うばうには十分過ぎた。

「間ま違ちがいなく歴史に名が残るじゃろ、コレ……」

　しかし、皆みなが凍こおりついた場でただ一人、動いた者がいた。

「まったく、手が掛かかってしょうがないの、イッペーは」

　溜ため息いきを吐つきながらも嬉うれしそうな幼女が、激げき闘とうに倒たおれた決けつ闘とう者の傍そばへと進む。

「今日はもうお開きじゃ。お主達もあまり飲み過ぎんようにな」

　一平を抱かかえたリュリュは、そう言って転移魔ま法ほうを発動させた。

『…………………………………………』

　後に残るのは静せい寂じやくと、気絶したもう一人の決闘者のみ。

『…………………………………………』

　観客達は、伝説を見た。

　驚きよう愕がくに目を見開き、いつまでも凍りついたままの観客達は、この瞬しゆん間かん伝説を語り継つぐ語り部べとなったのだ。

「す、すごい……」

　この場で唯一声を出す事に成功したのは、ふわふわの金きん髪ぱつがチャームポイントの少年だけ。

　異次元空間が通常空間に戻もどるには、まだ幾いくばくかの時が必要の様だった。

『最強』野々宮一平。いまだ勝ち星ゼロ。




　　　　※




　地球の日本。野々宮家の浴室。

「ううぅ……、まだ喉のどがおかしい……」

　四十を過ぎたおっさんの入浴シーンなんぞ誰だれ得とくではあるのだが、現在、太たい平へいはシャワーを浴びている。

　口内のアルコール臭くささを急いでなんとかする為に全速力で帰宅し、汗あせだくのまま浴室に飛び込んだのだ。

　そのまま二、三十回程ほどうがいしたのだが、いまいち不快感が取れない。

「もう絶対に酒は飲まん……」

　そんな激しい後こう悔かいとともに溜息を吐いていた時、扉とびらの向こうから妻の声が聞こえてきた。

「アナタァ？　私も入るわねぇ？」

「おいおい、伊い織おりさん。私はそんなに若くないよ」

　苦く笑しようしながら断るも、妻が一いつ所しよ懸けん命めい慰なぐさめてくれようとしているのは明白だ。

　ヤレヤレと肩かたを竦すくめた太平の声こわ音ねは、了りよう承しようと同義である。

「ジャ～ン。白スクよぉ」

「エロ過ぎるぅぅぅッ!?」

　しかしエロ過ぎた。

　大人の女性が着るには、白いスクール水着はエロ過ぎたのだ。

　奇くしくも『最強』と『炎えん剣けん』がぶつかった同時刻。

　野々宮家でも激しい戦いが繰り広げられようとしていた。

　さて、ダイジェストではあるが、ここは限界を超こえて描びよう写しやしようと思う。




「ちょっ、伊織さん!?　いくらなんでもアダルティック過ぎじゃないか!?」

「うふふぅ。すごいでしょぉ？」

「ものすごいスケてるよ！　ど、どっからそんなもの!?」

「アナタを慰なぐさめたくてぇ、通つう販はんで買ったのよぅ」

「う、わ、私の為にか……」

「しかもぉ、とくに生き地じが薄うすいのを選んだわぁ」

「そ、そうなの……？」

「旧スクタイプでぇ、ニーソ付きを探すの大変だったんだからぁ」

「……………………」

「なるべくエッチな方がぁ、アナタもうれしいでしょぅ？」

「……………………」

「こうしてお尻しりを向けるとぉ、ね？」

「うおおおおおおお！　伊織ぃぃぃぃぃぃぃ！」

「ひゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」
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「なんてイケナイ妻なんだぁぁぁぁぁぁ！」

「ちょっ!?」

「もう×××が×××じゃないか！」

「が、がっつきすぎよぉ。ちょっと落ち着いてぇ」

「こんなに×××して×××がすでに×××！」

「ひゃぁ!?　そ、そこは!?　ってどこ触さわってやがる！」

「×××まで×××の×××ってどうなってんの！」

「バ、バカ！　ちょっ、落ち着けコラ！」

「×××××××××────ッ！」

「ままま待ちやがれ！　バッ……ひゃぁぁぁぁぁぁぁん！」

「×××××××××────ッ！」




　限界を超えたせいで伏ふせ字じだらけになってしまったが、夫ふう婦ふのイチャイチャは止まらない。

　雄ゆう大だいなグランドキャニオンに響ひびくが如ごとく、二人の愛のメロディーはいつまでも浴室で奏かなでられた。

　まあ少々あざとくはあったが、エロシーンはこれくらいにしておこう。

　野々宮家が今日も平和である事を分かっていただければ幸いである。

























　早朝の精せい霊れいの森。

　伝説の決けつ闘とうから一夜明け、やたらと早く目が覚めた一いつ平ぺいは、リュリュの家の前で鍛たん錬れんを行っていた。

「フッ！　フッ！　フッ！」

　ウサイン・ボルトを彷ほう彿ふつとさせるダイナミックな走りで、目測五十メートルを駆かけ抜ぬける。

　本来無意識で行っている大だい腰よう筋きんの伸しん張ちよう性反射を意識し、左右にブレながら走る事で接地時の衝しよう撃げきを反動に変えていく。

「フッ！　フッ！　フッ！」

　中々科学的な走りを見せる一平だったが、その速度は速くはない。いや、はっきり言って遅おそかった。

　まあ、そういう走りは天才のみに許されたものであり、万年帰宅部でアニメやマンガばかり見てきた少年にできるわけもない。

　おそらくは普ふ通つうに走るよりも遅くなっているのだろうが、まず最初は恰かつ好こうから入る一平には些さ細さいな事と言えた。

「ふ～～～～」

　全力で走り切った一平は、肩かたで息をしながら呼吸を整える。

　そして汗あせを拭ぬぐいながら父の言葉を思いだしていた。




　──やりすぎだ一平！　そんなハードな修しゆ業ぎようでは体を痛めてしまうぞ！──




　耳の奥に響く巌いわおが如き声に苦く笑しようを浮うかべてしまう。

「少しやり過ぎたかな？　これじゃまた父ちゃんに怒おこられちまうぜ」

　オーバートレーニングのたびに厳しい叱しつ責せきを飛ばしてきた父。

　その姿を思い出した一平は、入念にクールダウンを開始する。

　父の言う通り、体を壊こわしては元も子もない。

　一平が行ったのは、五十メートル走を三本という父が聞いたら激げき怒どしそうな程ほどの鍛錬だ。

　しかし、ここが危険な異世界である事を再さい認にん識しきした少年は、父の教えに背そむいてでも限界を超こえる修練が必要と判断した。

　若さゆえの無む茶ちやに見えるが、これはどちらかと言えば教えに背いたのではなく、師を超え始めたという事ではないだろうか。

　つまり成長なのだろう。

　危険な異世界の生活は、確実に一平を成長させていた。

　ちなみに、ハードルを下げるだけ下げたがる過保護な太たい平へいは、我が子が週一で筋トレしただけで慌あわてる男だという事を明記しておく。

「朝食の支し度たくができたぞ、イッペー」

　集中してストレッチを行っていると、玄げん関かんのドアから幼女が顔を出した。

　どうやら食事を作っていたらしいリュリュは、満面の笑えみを一平に向けている。

「……………………」

　しかし集中し過ぎていたのか、一平は反応しなかった。

「むう。おーい、イッペー。早くせんと食事が冷めてしまうぞー」

　故意でない事は分かっているが、結果として無視されたリュリュは少し不ふ機き嫌げんになりながら口調を強めてしまう。

「……………………」

　だがまたも声は届かなかった。

　イラッとしたリュリュは、怒ど鳴なる様に声を張り上げる。

「飯が冷めると言っとるじゃろ！　いつまで鍛錬しとるんじゃ！」

「お前から逃にげる為ためだよ！　このババア！」

　そして怒鳴り返された。

「……な、なんじゃいきなり」

　もちろん呆ぼう然ぜんだ。

　少年の為に頑がん張ばっておいしい料理を作ったのに、なぜ怒鳴られなければならないのか。

　これはない。

　一いつ緒しよに暮らしているパートナーへ、どうしてそんな酷ひどい暴言を吐はけるのだ。

　リュリュは一平の正気を疑う。

「なんだじゃねえよ！　お前がなんだよ！」

「ど、どういう意味じゃ？　何をそんなに興奮しておる？」

　しかし、思春期の男子は情じよう緒ちよ不安定なのかもしれないと、中身六十五歳のリュリュは大人の対応で聞き返した。

　確かに幼女も男性経験などないのだ。相そう互ご理解を心がけねば、楽しい同居生活などすぐ破は綻たんしてしまうに違ちがいない。

「──なんで一緒のベッドで寝ねてた？」

「ん？」

　そんなリュリュの態度に少し理性を取り戻もどしたのだろう。一平の声量は通常に戻る。

「なんで、お前は、俺と一緒に寝てたんだ？」

　まあ、噴ふん火かする寸前の火口が如き響きではあったが。

「気絶したイッペーをベッドに運んだからじゃが？」

「それは俺がベッドで寝てた理由だ。一緒に寝てたのは関係ない」

　どうやら恐おそろしく興奮してるらしいので、理路整然と丁てい寧ねいに答える。

　しかしお気に召めさなかったようだ。

　意味が分からないので首を傾かしげつつ再度答える。

「眠ねむくなったから寝た。普通にベッドで寝た」

　なんか間ま違ちがってる？　という表情に、一平の理性はブチギレそうだ。

　しかしまだだ。このババアの喉のど笛ぶえを食い千切るのは、全すべての遺ゆい言ごんを聞いてから。

「た、たしかぁ、ベッドはぁ、俺が使っていいってぇ、約束だったよねぇ？」

「そうじゃけど？」

　けどもうもちそうにない。語ご尾びがギャルみたいになっている。

　もしかしたら母の影えい響きようなのかもしれないが。

「なら、なんで、お前は、俺と一緒に寝てたんだ？」

　渾こん身しんの自制心を発揮し、一平は再び聞いた。

「じゃってベッド一つしかないんじゃもん！」

「ふざけんなボケッ！　『ないんじゃもん！』、じゃねーよバカがッ！　誰だれが一緒に寝ていいって言った！　あとキモイ！　超ちようキモイ！　マジキモイ！　ウザキモイ！」

　頭を搔かき毟むしってキレる。

　頰ほおを膨ふくらませる幼女の姿が、記き憶おくにある老ろう婆ばと重なってクソキモかった。

「しかも寝込みを襲おそおうとしやがって！　惨むごたらしくシネ！　この痴ち漢かんババア！」

　そらキレるわ。

　それはやっちゃ駄だ目めだろう、人として。

「は～？　いったいなんの事じゃかサッパリなんじゃけど～？」

　しかしリュリュは犯行を否認。

「とぼけんな！　俺の腹の上に跨またがってただろうが！　起きたらキス二秒前って完全レイプだぞ！　弁護士の準備は万ばん全ぜんか？」

　が、完全に有罪だった。

　一平が危機感を覚え、いきなり修業しだすのも当然だろう。

「かかかかか勘かん違ちがいじゃろ～？　そそそ、そんな事あった～？」

「～～～～～～～～～ッ！」

　すまし顔でとぼけ続けるが、リュリュの挙動不ふ審しんは半はん端ぱではない。

　汗だくになりながら目が泳ぎまくっている。

「あああ朝じゃから～、普通に起こしただけじゃし～」

　一平は確信した。

　危あやうく犯おかされかけ、危き機き一いつ髪ぱつ蹴けり飛ばして脱だつ出しゆつしたあの事件を、目の前のロリババアはなかった事にしようとしている事を。

「チョハニクミエスン！　超レシーブゥゥゥゥゥゥ！」

「ッ!?」

　当然爆ばく発はつする怒いかり。

　しかし、怒りすぎてギャル語になってしまった。

　少々使い方がおかしい気もするが、ギャル語はギャルにしか使いこなせないのでまあ仕方ないだろう。

　ギャルと話す時はいつか辞書を持たねばならない時代が来るのかもしれないが、そんな日が来ない事を祈いのるばかりである。

「な、なんじゃ、今の脳を貫つらぬく叫さけびは……？　まさか言葉なのか？」

　もちろん、たとえ天才とはいえ六十五歳のお婆ばあちゃんに理解できる筈はずもない。

　非ひ凡ぼん極きわまりないギャル達によって生み出された言語は、翻ほん訳やく魔ま法ほうでさえ解読不能なのだ。

「テメエの喉笛食い千切るって言ったんだよぉぉぉぉぉ！」

「ヒィッ!?」

　そして鬼おにごっこが始まった。

　朝っぱらから元気な二人。異世界は今日も平和だった。

　ちなみに、先ほどの一平のギャル語の意味は、『歯ぐき見えるほど大笑い寸前。バカウケ～』である。




　　　　※




「それでは、これでお二人の冒ぼう険けん者登録は完かん了りようです。頑張ってくださいね」

　本気で泣くまで謝らせた一平と、本気で泣くまで謝ったリュリュは、朝食後にさっそく冒険者ギルドへと足を運んでいた。

「ありがとうございます！」

「御ご苦く労ろうじゃったな。礼を言う」

　もちろん、昨夜できなかった登録を済ませる為である。

　鬼ごっこに夢中になったとはいえ、色々な要因により本日の目覚めはすこぶる早かった。

　まだ早朝という時間帯、他ほかの冒険者たちの姿はまばらだ。

「でも、いきなりモンスターに突つっ込んでいっては駄目ですよ？　とくにリュリュちゃんはまだ小さいんですから」

「はい！　基本からしっかりですね！」

「それは無用の心配じゃ。それから小こ娘むすめ、いくら幼くとも冒険者をちゃん付けで呼ぶのは失礼じゃと心得ておけ」

　優やさしい受付のお姉さんに元気で返す少年はまだしも、上から目線でクソ偉えらそうな幼女の態度はどうにかならんもんか。

「それもそうね。ごめんなさい、リュリュさん」

「名前を聞いてもいいですか、受付のお姉さん！　あと年下は恋れん愛あい対象になりますか！」

　まあ、一平は一平で下心全開なのでいいコンビなのかもしれない。

「ほれ！　とっとと行くぞ、イッペー！」

　リュリュは、「貴方あなたが大人になったら声をかけてくださいね」という社交辞令に手を振ふる一平をグイグイと押す。

　周りから見れば幼女の微笑ほほえましい嫉しつ妬となのだが、中身はレイプも辞さないアラセブンティーの独どく占せん欲よくである。

　せめてもう少し性格がまともだったらと思わずにはいられない。

「フン、だらしない顔しおって。ハーレム宣言しといてモテるわけないじゃろが！」

　プリプリと怒おこりつつ、リュリュは一平と共に依い頼らい掲けい示じ板ばんへと向かう。

　しかし。

「あの受付嬢じよう、相当なスキルだわ」

「は？」

　先ほどまでのしまりのない顔はどこへ行ったのか。

　一平の表情には苦く悶もんが浮うかんでいるではないか。

「笑顔一択たくのポーカーフェイスが並みじゃねえ。ほとんどプロファイルできなかったぞ」

「え？　い、いや、何言っとるの？　ぷろふぁいる？」

「ありゃ駄目だ。とんでもない実力者だぜ」

「え？　え？　え？　あの小娘そんな強いの？　噓うそじゃろ？」

　驚きよう愕がくしながら慌あわてて受付嬢に視線を向けたのだが、幼女の目には普ふ通つうの事務員にしか見えない。

　まあ、ただのオタクでしかない一平が強いのだから、受付嬢が実は強者だったとしても不思議ではないだろう。

「せっかくのテンプレ受付嬢なのに、フラグ立つ気がまるでしねえよ……」

　が、一平にとって重要なのはヒロイン探しだった。

　ニコニコ笑え顔がおの年上メガネ美人。

　しかも冒険者ギルドの受付嬢となれば、恋愛フラグが立って当然なのではないか？

　一平の脳は完全にファンタジーだった。

「〝ふらぐ〟とやらがよく分からんが、そう気を落とすな。いざとなれば二人がかりで倒たおせばいいじゃろ」

「ええ!?　何お前、俺に力貸してくれんの!?」

　今度は一平が驚愕だ。

　このロリババアはハーレムに協力するというのか？　なら今までの態度はどういう事なのだ？

「当然じゃろ。というか驚おどろくような事か？　当たり前すぎて逆に心外じゃぞ」

　たとえどれほど強大な敵が現れたとしても、目の前の勇者と共に戦う。

　それは既すでに古代龍戦で越こえた覚かく悟ご。

　リュリュからしてみれば一平の反応は少々、いやかなり心外である。

「そ、そう？」

「うむ」

　まあ、心外の度合いで言えば一平の方がはるかに衝しよう撃げきを受けているが。

「ん～、じゃあ俺一人で駄目な時は頼たのむよ」

　いまいち釈しやく然ぜんとしないものの、好意はありがたく受け取る事にした。

　恋愛でこのロリババアがどれだけ役に立つのかは確かに疑問ではある。

　しかし、ハーレムに協力するとまで言ってくれたのだ。

　絶対にハーレム入りはさせないが、身を削けずる献けん身しんには感謝したい。

　止まらないすれ違いはどこまでも加速した。

「いつでも頼たよれ。たとえ死ぬ事になろうとも、私だけはイッペーの味方じゃ」

「重過ぎだろ、馬ば鹿かババア」

　リュリュの凄すさまじい決意に、『ロリババアが死ぬ恋愛ってなんだよ、自殺でもするのか？』と内心恐おそれおののくしかない。

　勘違いからとはいえ一平の酷ひどい言い草に、当然リュリュはキレる。

「おい、クソガキ」

「ん？」

　しかし、背後から掛かけられた声に出で鼻ばなを挫くじかれた。

「クソガキって俺の事？　いくらなんでも失礼すぎね？」

　一平が振り返ると、そこには髭ひげ面づらのおっさんが立っている。

　金属製の胸当てと手甲、そして腰こしには長ちよう剣けんがぶら下がっていた。

「ハーレム王なんぞ目指してるガキはクソガキだろうが」

「ま、そりゃそーだけどさ」

　やたらと挑ちよう発はつしてくるが、一平はこの男に見覚えがあった。

　昨夜、いの一番に絡からんできた髭面だ。

　一平の認にん識しきでは、記念すべき異世界最初のモブ。

　予想したテンプレの内、





・ギルドに行く。

・モブに絡まれる。

・モブを瞬しゆん殺さつする。






　までを流れるように踏とう破はしてくれた、綺き麗れいなモブだった。

　だからこそ、このモブの中のモブみたいなおっさんを覚えていたのだ。

「んで、おっさん。俺になんか用？」

「おっさ……ッ」

　ここまでくると、『モブが実は実力者』までいけるかもしれない。

　挑発し返しつつ、一平は期待で少しドキドキしていた。

「俺はまだ若わけぇ、二十八だ！」

「「噓ぉぉぉッ!?」」

　ドキーンと胸が脈打つ。

　確実に三十代後半だと思っていただけに驚きの声を上げてしまった。

　隣となりにいたリュリュまで驚いたのはご愛あい嬌きようだ。

「噓じゃねえよ！　失礼なガキ共だな！」

「あ、ス、スンマセン……ちょっとビックリしちゃって……」

「なんでいきなり丁てい寧ねい語になってんだ!?　おかしいだろうが！」

「いえ、別に、ただちょっと生きるのが辛つらいんだろうなって想像しちゃって……」

　一平は申し訳なさそうに言った。

「辛くねえよ！　憐あわれむほど辛くはねえよ！　だからその目をやめろ！」

　しかし、申し訳なさそうに言えばなんでも許されると思っているのなら大おお間ま違ちがいだ。

　正直が時に相手を傷付けてしまうことも、そろそろ分かるべきだろう。

　さて、ここで皆みなさんが疑問に思っていらっしゃる事に答えようと思う。

　そう、なぜかいきなりリュリュの存在感が消えてしまった。

　なぜか？

「（こ、このザコをうまく使うんじゃ！　そうすれば私も昨日のイッペーのように『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』が……ッ）」

　ドキドキしていたのだ。

　リュリュも一平と同じように、期待と緊きん張ちようで胸が高鳴っていた。

「（イッペーみたいに冒険者全員を敵にするのは無む謀ぼう。じゃが、このザコをうまいこと叩たたきのめす流れにもっていければ、あるいは……）」

　あるいは、じゃねえ。

　この外げ道どうババアは己おのれの自己満足の為ために暴力を振るおうとしている。

　誰だれか止めてやってくれ。

「（お、落ち着け、落ち着くんじゃ。何、縦じゆう列れつ起動させた初級魔ま法ほうを即そく時じ発動でカタがつく。大事なのはカッコイイ言葉やキメ台詞ぜりふじゃ。『死にたくなければどけ小こ僧ぞう』、これでいく！）」

　どかなければ殺す気なのだろうか。

　リュリュは、やり直す筈はずの人生を今、またもドブに捨てようとしていた。

　リュリュが生きつ粋すいのアホなのか、それとも一平と出会った事自体がアホだったのか、そこは議論が分かれるところだろう。

「昨日みたいに普通に喋しやべりやがれ」

「そんじゃま、そうさせてもらうぜ。で、用件はな──」

「死にたけぇぇッ！」

「「ッ!?」」

　しかし嚙かんだ。

　慣れない事はするもんじゃない。

「「「……………………」」」

　リュリュの敗因は三つだ。

　ただでさえコミュ障だというのに、勇者の真似まね事ごとをしようとしたせいで変に緊張した事。

　空気が読めなくて一平のセリフとかぶってしまった事。

　そして最後は、厨ちゆう二に病びようを舐なめた事だ。

「「「……………………」」」

　どんな分野でも日々の研けん鑽さんなくして身に付く事などない。それがどんなにくだらない事でもだ。

　一平が息をするように行う厨二病的演出は、それこそ弛たゆまぬ努力と両親の驚きよう異い的な教育の成果なのだ。どちらかと言えば演技に近いだろう。

　所しよ詮せんエリート魔ま法ほう使つかいでしかないリュリュには、エリートオタクを真似る事など夢のまた夢でしかなかった。

「ど、どうしたんだよ、リュリュ？」

「あーもしかして恐こわがらせちまったか？　すまねえな、おチビちゃん」

「……………………なんでもない」

　だがまあ、危あやうく人を殺しかねなかったので、これはこれで結果オーライと言えるだろう。

「いきなりなんなんだよ……。やっぱおっかねえよ、このロリババアは……」

　いきなり叫さけんだと思ったら、今度は壁かべに向かってブツブツと呟つぶやいている幼女の姿に、一平は戦せん慄りつを隠かくせなかった。

　六十五歳の幼女が人知れず戦い、そして敗れた事になどまるで気付けない。

　互たがいのすれ違ちがいは、もはやすれ違いとは言えない程ほどに逸それていた。

「あ？　ろりばばあ？」

「ああいや、こっちの話。この幼女は無視していいからさ」

「いいのか？　なんか拗すねてるように見えるんだが……」

「いいよ。どうせリュリュだし」

　酷い言い草だが、これでようやく話が進む。

　本題に入らずすぐ脱だつ線せんしてしまう一平とリュリュには、アリスの白ウサギ役は無理なのだろう。

　後はまたも脱線しかねないファクターが現れない事を祈いのるのみである。

「……あー、おいクソガキ」

　イラッとする。

　もごもご話し難にくそうにしてるおっさんにクソガキ呼ばわりされるのは、想像以上にイラッときた。

「何、ケンカ売ってるわけ？　それならおもいっきりグーで殴なぐるんだけど？」

「あー違う違う。悪い、そうじゃねえ。お前に聞きたい事があるだけだ」

　大人げなく『天てん乱らん八はつ手しゆ』の構えをとろうとしたが、髭面のモブは慌あわてて謝罪する。

『天乱八手』のおもいっきりグーはただの殺人パンチなので、これはうまい事死線を潜くぐり抜ぬけたと言えよう。

「昨日言ってたアレ、本気か？」

「アレ？　アレって何？　ハーレムの事？」

「それも含ふくめて全部だ」

　そんなもん聞いてどうしようというのか。

　一平は訝いぶかしむが、別に隠す様な事でもないので素す直なおに答える。

「そりゃ本気だよ。冗じよう談だんで冒ぼう険けん者全員にケンカ売るヤツなんているの？」

　厨二病自体が冗談みたいなものだとは思うが、ここでツッコむのはヤボだろうか？

「つまり、本気でハーレム王とやらになるってんだな？」

「まあな」

「馬ば鹿かかクソガキ！　なれるかそんなもん！」

　怒ど鳴なられたわけではないが、強い語気が癇かんに障さわった。

「なれねえと思ってるヤツにはなれねえさ」

「いいや、なれねえな！　絶対になれねえ！　そんな馬鹿みたいな夢は叶かなわねえ！」

　今度はさっきよりも強い口調だ。

　ギルド会館内の全すべての注目を浴びたのだが、一平のプロファイリングは既すでに完かん了りようしている。

　大きく開いた両手をゆっくりとポケットにしまい、斜しやに構かまえて顎あごを上げる。

　口元に笑えみを浮うかべたまま、勇者は王者の覇は気きを纏まといながら迷う者を見下ろした。

「諦あきらめたのがそんなに辛いのか？」

「ッ!?」

　思った通り。

　このモブは、実は実力者。

　ただし、挫ざ折せつした実力者だ。

「自分が自分じゃなくなったみたいで苦しいんだろう？」

「うるせえよ！　クソガキが！」

　そんな怒ど声せいは勇者には無意味。

　現に、気き魄はく負けして後ずさりしたのは男の方だ。

　しかし、勇者は覇は者しやではない。救う者。

「それで？」

「……あ？」

「もう立てないのか？」

　一平は目を瞑つぶり、右手の人差し指をゆっくりと、恐おそろしくゆっくりと頭上に掲かかげていく。

『……………………』

　髭ひげ面づらのモブだけでなく、ポニーテールの美女や法ほう衣いを着た少年、それら全ての目が天を指す指先に集まっていった。

「諦めるのは恐い。もう一度立ち上がるためには莫ばく大だいなエネルギーが必要だから」

　この場にいる全ての者が見た筈だ。

　胸に宿る黄金の光が指先を通じて天へと伸のびていく様を。

「だから俺は絶対に諦めない──」

　カッと目を見開き、力を解放する。

「俺の知るヒーロー、インフィニットワンサマーさんのように！　絶対のハーレム力を手に入れるその日まで！」

「ッ!?」

　瞬しゆん間かん、目の前でへたり込んでいるモブを貫つらぬく膨ぼう大だいな何か。

　それは確実にモブの中で息づいた。

「もう一人で立てるはずだ。ちゃんと自分で立ち上がれよ？」

　ニッと笑う勇者の笑みがその証しよう拠こだ。

「おっさんは外見で苦労してそうだからな、サービスで一番大事な事教えてやるよ」

　髭面のモブの手を取り、起き上がらせる一平。

「女の子にキャーキャー言われる生き方をしろ。完かん遂すいできりゃあ英雄にだってなってるさ」

　笑顔で言う少年は、きっとギャルゲーのやり過ぎなのだろう。

　そんな一平を見るモブは、己おのれが失ってしまった何かを思い出していた。

「女にモテたらなんで英雄になれるんじゃよ……」

　ボソリと呟いたリュリュの声など、誰の耳にも届かない。

「す、すごい……」

　そして、室内の隅すみっこでそう呟いた少年の声は、決意の声だった。




　　　　※




『ニチアサキッズタイム』という言葉をご存じだろうか？

　日曜日の朝六時半から九時までの、スーパーアニメタイムの事である。

　本来、六時半から七時まではそれに含まれないのだが、まあそんな詳くわしい説明はどうでもよろしい。

　何が言いたいのかというと、日曜日の野の々の宮みや家はとても目覚めが早いのだ。

「朝食ができたわぁ」

「ありがとう、伊い織おりさん」

　時刻は六時過ぎ。

　朝食をとるには少々早い時間だが、もうすぐ二時間半にも及およぶマラソンアニメタイムが始まる。

　当然、一流のオタク一家である野々宮家に、物を食べながら鑑かん賞しようするなどという習慣はない。

　作り手への感謝と敬意、そして幼かった一平への躾しつけから、そんなお行ぎよう儀ぎの悪い作法はありえないのだ。

「最近アナタ顔色悪いからぁ、体に良さそうなメニューにしたわぁ」

　なんと素す晴ばらしき妻。

　いなくなった息むす子こを心配するあまり、元気のなくなった夫を必死で支える姿はまさしく大和やまと撫なでし子こだ。

「一平が心配なのも分かりますけどぉ、落ち込み過ぎて体を壊こわさないでねぇ」

「伊織さん……」

　食しよく卓たくには伊織の愛がいっぱいである。

　しじみ汁じるで美び肌はだと肝かん臓ぞうを助け、小松菜のおひたしは骨と肌はだの老化を防止する。

　納なつ豆とうによる代謝の促そく進しんと免めん疫えき力アップに加え、梅干しに含まれるクエン酸がストレスと睡すい眠みん不足解消を助けてくれる。

「いや、ここのとこ毎晩伊織さんが絞しぼり取るから疲つかれが──」

「ん～～？」

「──なんでもないヨ」

　かぼちゃと鶏とり肉にくの煮に付つけで精力を回復させようと企たくらむ妻は、きっと世界一の妻なのだろう。

　そんな、ここ最近腰こしの充じゆう実じつしている妻に、少し顔色の悪い夫は「アハッ、アハハッ……」とカラ元気を見せた。

　伊織がいる限り、野々宮家に笑顔が絶える事などないのだ。

「そういえばぁ、異世界にお米はあるのかしらねぇ？」

「ん？」

　太平がモリモリ食事し始めたのを見て、伊織は話題を振ふる。

「和食もあるといいんだけれどぉ」

「……………………」

　もちろん、話題は一平の事だ。

　突とつ然ぜん消えた息子の事で夫がナーバスになっているのは重々承知している。

　しかし、だからといって我が子の現状から目を逸らすなど、そんな選せん択たく肢しは伊織にはない。

「味み噌そとしょうゆの作り方は叩たたき込んだからぁ、大豆があるといいわねぇ」

「……………………」

　魔ま法ほう少女は希望の戦士。

　明日を信じるという事にかけて、右に出るものなどいない存在なのだ。

「……伊織さんは、信じているんだね」

「当然よぉ。私の息子ですものぉ」

　その顔には、本当に不安のカケラもない。

「しかし、私はやはり心配だ。一平が危ない目に遭あってやしないかと、どうしても不安になってしまう……」

　だから分けてあげよう。

　希望を。勇気を。愛を。

「命の心配よりもぉ、何人お嫁よめさんを連れてくるかの方が心配だわぁ」

「……は？」

　家族が大好きで仕方がない夫を、たくさんの想おもいで満たしてあげよう。

「きっとあの子、ハーレムを目指してるものぉ」

「……………………」

　ポカンとする夫に、伊織は満面の笑みを向ける。

「帰ってくる時はぁ、あらかじめ連れん絡らくしてほしいわねぇ」

　太平は噴ふき出して笑った。

























「僕も一いつ緒しよに連れていってください！」

　その一言が始まりだった。

　ギルドで一人のモブを救った一いつ平ぺいに、そう叫さけんだセレスタン。

　彼の人生がおかしな方向へと進み始めた切っ掛かけと言えるだろう。

　現在、一平、リュリュ、ロシェル、セレスタン、そしてヴァレリーの五人は、精霊の泉へと向かっていた。

「つーか、なんでヴァレリーもいるわけ？　お前騎き士し学校の生徒って聞いたぞ？」

「昨日の今日で行けるわけないだろ!?　君のせいで大おお恥はじかいたんだよ僕は！」

　ギルドで絡からんできた髭ひげ面づらを華か麗れいにあしらった後、新人冒ぼう険けん者のファーストテンプレとして採取クエストを選んでいた一平は、なんと都合よく精霊の泉に行く依い頼らいを発見する。

　精霊へ会いに行くのに丁度いいと、そこにしか自生していない花を入手する依頼に大喜びで飛びついたのだ。

　もちろん丸まる腰ごしで。

　まだ開いていなかった武器屋など当然後回しである。

「ロシェルさーん。ヴァレリーさんがすぐ人のせいにしちゃうんです。これって男らしくなくないですか？」

「な!?」

「確実に男らしくないな。昨日の決けつ闘とうはヴァレリー自身が望んだ事。結果を他者のせいにするなど筋すじ違ちがいも甚はなはだしい」

「なあッ!?」

「ですよねー。こんなに男らしくない人がいるなんてビックリ」

「僕が悪かったよコンチクショオオオオオオオオオ！」

　そこへ飛んだ冒ぼう頭とうの声。

　セレスタンは姉を説得し、ずっと一平を待っていた。

　何故なぜかと言えば、実は打算からである。

　セレスタンには悩なやみがあった。

　それをどうにかできないかと、自身とは全く違ちがう一平に執しゆう着ちやくしたのだ。

　結局はただの甘えでしかないのだが、いい意味に取れば憧あこがれとも言える。

　精霊の森へ転移した一平とリュリュに三人が同行しているのは、そんな理由からだった。

　ちなみに、精霊の泉に直接転移はできない。

　周囲一帯が精霊に支配された聖域となっている為ため、しばらく歩かなければならないのだ。まあ、どうでもいい設定である。

「そういやセレスって神しん官かんなんだよな？　それっぽい格好してるし」

　何気なく訊たずねた一平の言葉は、セレスタン、ロシェル、ヴァレリーの顔を曇くもらせた。

「は、はい……。でも神聖魔法が使えないんです……」

「はあ？　神聖魔法が使えないのに神官ってどういう事？」

「十一歳までは使えたんです。でも力を失ってしまって……」

「悪いが、イッペー。その事はあまり詮せん索さくしてくれるな」

　元々あった力が消失してしまったのである。

「なんじゃ、何か神の逆げき鱗りんに触ふれる事でもしたのか？」

　空気の読めないリュリュは真っ向から聞いた。

　というか、ロシェルの言葉など耳に入っていないっぽい。

「い、いえ、全然心当たりがないんです……」

　悲しそうに呟つぶやく少年の声が、森に落ちる。

「「「「……………………」」」」

　一平とリュリュは眉まゆを顰ひそめ、ロシェルとヴァレリーは口を閉じた。

「別に隠かくす様な事じゃないよ、ロシェ姉」

　空気が悪くなったのを察したのだろう。

　セレスタンは毅き然ぜんとした声を出した。

　第一、自身の現状を知ってもらわなければ、打開策のヒントなど得られるはずがないのだから。

「……セレスは幼い頃ころ、神の愛いとし子と呼ばれていた」

　溜ため息いきを吐つきながら、ロシェルは口を開く。

「十歳にして司祭の位を賜たまわるほどに、神聖魔法を操あやつった」

「や、やめてよロシェ姉。僕はウェヌス様にお願いしてただけで、ウェヌス様の御お力ちからを操った事なんて一度もないよ」

「そうだったな。すまない、セレス。どうも神聖魔ま法ほうの理には疎うとくてな」

　そう言って頭を撫なでる。

「ちょっ、ロシェ姉。もう子供じゃないんだから」

　嫌いやがるセレスタンだったが、笑えみの浮うかんだその顔は照れているだけなのだろう。

　そんな仲のいい姉きよう弟だいを眺ながめながら、一平はまたも洞どう察さつ力を発揮した。

「セレス、お前なんか悩みがあるんだろ？」

「えっ！」

　ビクリと反応するセレスタン。

　そんな態度に、姉のロシェルは事実なのだと確信する。

「そうなのか？　なぜだセレス。私に相談してくれ」

　ロシェルは焦あせった。

　いや、情けなくなったと言うべきか。もちろん自分がだ。

　弟が悩んでいる事に全く気付かなかったなど、いくらなんでも姉失格である。

　しかも神聖魔法が使えなくなったのはセレスタンが十一歳の時。

　四年間も悩み続けていたというのか？

　どれだけ薄はく情じような姉なのだ。

「ロシェルに相談し難にくかったら僕に言ってほしい。僕達は友達だろう、セレスタン？」

　ヴァレリーもほぼ同じ理由。

　友人の力になれないなど何が騎士か。

「ぁ……そ、その……」

「聞くんじゃねえよ。意味ないだろ、そんなの」

　しかし、俯うつむいたセレスタンに厳しい声が。

「い、意味がないとはどういう事だ！」

「解決できない事を一人で抱かかえ込んでいる。それが正しいと言うつもりかい？」

　まあ当然、姉と騎士は納なつ得とくがいかない。

　ロシェルは怒おこり、ヴァレリーは不ふ機き嫌げんになった。

「セレス。お前は正しいぜ」

「……ぇ？」

「自分の悩みなんて自分にしか解決できないもんな」

　しかし、一平はそんな二人には目もくれない。

　蹲うずくまっている者に最優先で手を差し伸のべる。それこそが勇者であるからだ。

「四年間も力が使えないんだろ？」

「う、うん……」

「きっとな、その悩みは周りからしてみたらクソくだらねえ事なんだよ」

「……………………」

　言い方が酷ひどい。

　お前はいったい少年の何を知っているというのか。

　しかし、勇者は甘やかしたりしない。

　手助けするだけの存在だ。

　姉と騎士のコメカミが引き攣つるが、勇者のＳＥＫＫＹＯＵは止まらない。

「ならさ、そのクソくだらねえ悩みを最後まで信じるしかないじゃん」

「し、信じる……？」

「ギルドでも言っただろ？　あきらめたらそこで試合終しゆう了りようだっつーの」

「あっ……」

　名言をパクリまくる一平の言葉に重みなど欠片かけらもなかったが、言葉自体は白ホワイト髪ヘアード仏ブツダと呼ばれた男の言葉。

　セレスタンの心に届きまくるのは当然と言えよう。

「擦すり切れるまで自分を信じりゃ、そのうち魔法も使えるようになるんじゃね？」

「う、うん！　がんばってみる！」

　ありがとう、イッペーさん。と満面の笑みで言う美少年は、本当に美少年だった。

　一平はイラッとする。

「という事で、金貨一枚になります」

「へ？」

　だから手を差し伸べた。

　蹲る者に手を差し伸べる勇者は、男には実際に手を差し伸べてしまうのだ。

「ＳＥＫＫＹＯＵ料は一回金貨一枚となっておりますので……」

「ええ!?　お、お金取るの!?　しかも高い!?」

「女は無料。男は銀貨五枚。イケメンは金貨一枚が相場だから」

「さ、差別だよ！　せめて銀貨五枚じゃないと払はらえない！」

「れっきとした区別だヨ。世界はいつだってこんなはずじゃないことばっかりだヨ」

　ちなみにこの世界では、金貨一枚＝銀貨百枚＝銅貨一万枚となっている。

　パン一個が銅貨一枚だが、非常に分かりやすい設定をご都合主義的に使っているので商業的な問題は表に出てきません。

「イッペーはよく分からんな……」

「そうだね、正しいのか間ま違ちがってるのか判断に困るよ……」

　ギャイギャイ騒さわぎながら歩を進める二人を見て、ロシェルとヴァレリーは溜息を吐いた。

　もちろん間違いだらけだ。

　一平の行動の基準は己おのれの妄もう想そうであり、フィクションの主人公達の姿。

　どちらも架か空くうのものであり、それを無理やり現実に当て嵌はめているに過ぎない。

　そんなものが正しいのなら、世界はオタクに支配されていなければならないだろう。

「ふん。騎き士しとしてはまだまだじゃな」

「ん？」

　しかし、ここは剣けんと魔法のファンタジー世界。

　現実と空想が入り混じれば、価値観などたやすく逆転する。

「イッペーは間違いなく正しい。あれほど正しい者などこの世に存在せんじゃろう」

「……………………」

「……………………」

　リュリュのその目は確信に満ちた目だ。

　己が喚びだしたのは、勇者。

　ならば、その在り方自体が肯こう定ていされるべき存在。

　だからこそ、自身の人生は大きく変わった。

　一平に出会えた事で、確実に時間は動き出したのだから。

「まあたしかに、ちょっと頭はおかしいんじゃけど……」

　が、全肯定するには勇気がいるのは仕方がない。

　いくらなんでも一平は自由すぎた。

　己もまた好き勝手に生きてやると決意したのに、一平の様に振ふる舞まう事は到とう底ていできそうもない。

　リュリュは一平の頭の壊こわれ具合に呆あきれればいいのか、それとも感心すればいいのか、そこだけがまだ分からなかった。

　一生分からない事を祈いのるのみである。

「あー、リュリュちゃん？」

「ちゃんをつけるな、小こ僧ぞう」

「こ、小僧!?」

　そんな微び妙みような顔をしたリュリュに話しかけたのはヴァレリーだ。

「ぼ、僕の方が年上なんだから、小僧は止やめてくれるかい？　リュ、リュリュ」

　まさか幼女に小僧呼ばわりされるとは。

　一平に出会ってまだたった一日しか経たっていないのに、世界の広さを実感してしまうヴァレリーである。

「ふん、年上か……。だがまあ、それもそうじゃな。小僧の方が年上じゃし名前で呼ぶとしよう」

「は、はあ……、あ、ありがとう？」

　なぜか顔を綻ほころばせてふんぞり返るリュリュを見て、ヴァレリーは微妙な顔になる。

　まあ仕方があるまい。

　目の前の幼女が、昨日若返ったばかりのロリババアであるなどと分かるはずもないのだから。

「で？　なんじゃ、ヴァレリー？」

　年下扱あつかいされたリュリュは、機き嫌げんよく聞いた。

　憎にっくき女に懸け想そうしている愚おろか者ではあるが、礼れい儀ぎ正しい上に何より男。

　自身の敵になる事はありえないだろう。

　上手うまい事淫いん売ばいとくっついてくれるなら、多少協力してやるのもやぶさかではない。

　リュリュの中でロシェルが淫売、ヴァレリーが愚か者なのは既すでに確定事じ項こうだった。

　どうしようもないロリババアである。

「そのだね、イッペーは本当に強いのかい？」

　それは気になるだろう。

　昨日のおかしな決けつ闘とうでは実力など分かる訳がない。

　なぜあんなテンションになってしまったのかは不明だが、当事者としては相手の実力を知っておきたかった。

　でなければ、あまりにも自身が救われないではないか。

「それは私も気になるな」

　そして会話に混ざる淫売、いやロシェル。

　勘かん違ちがいしないで欲しいのは、淫売だと思っているのはリュリュだけであり、ロシェル自身はまっさらな乙女おとめだという事。

　恋れん愛あいなど一生に一度行えばいいと考えているロシェルにとって、理想の男が現れるまで貞てい操そうを守るなど当たり前の事なのだ。

「勝手に会話に入ってくるな、淫売」

「「淫……ッ!?」」

　なんというクソ度胸。

　碌ろくに知らない相手をいきなり淫売と呼んだリュリュは、間違いなく一平よりも頭が壊れていると言わざるを得ないだろう。

　ヴァレリーなど、あまりの毒に電池が切れてしまっている。

　いや、一いつ瞬しゆんだけエロいロシェルを妄想してしまった。

　たとえ騎士とはいえ、男とは悲しい生き物なのだ。

「リュ、リュリュ！　そんな言葉を使っては駄だ目めだ！　第一、私はそんなふしだらな女ではない！」

「ならばイッペーに色目を使うな」

「そんなの使った覚えはないぞ!?」

　あまりに酷い言葉に興奮してしまったロシェルだったが、フンとソッポを向いた幼女に気持ちを落ち着かせる。

　相手は年とし端はもいかない幼女。

　しかも、目の前の幼女は一平の事が大好きなのだろう。

　好きな相手が取られそうになれば、誰だれだって冷静ではいられない。当然の事。

　現に、目の前で後こう輩はいが実演したではないか。

　決闘までする馬ば鹿か者に比べれば、幼女の嫉しつ妬となど可愛かわいいものだ。

「安心しろ、リュリュ。たしかにイッペーに好意は持っているが、別に惚ほれているというわけではない」

「……………………」

「そ、そうだよね？　いくらなんでもいきなり好きになるわけないじゃないか、ハハッ」

　ロシェルは多大な勘違いを持って、リュリュと友好を深めようと試みる。

　ヴァレリーは男らしくない言葉を吐はきながら、急速にロシェルの好感度を下げていた。
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「どうやら私の男の理想は高いらしくてな？　それに、今はまだ恋こいなどというものに興味がない」

「……………………」

「うぐっ……」

　どう考えてもヴァレリーへの牽けん制せいとしか思えない。

　ギロリとヴァレリーにガンを飛ばしながらの、一平を取ったりはしないという言葉。

　リュリュは初めて、憎にくしみ以外の目をロシェルに向けた。

　リュリュはロシェルが嫌きらいだ。大嫌いなのだ。

「そうか、小こ娘むすめ。お主はきっと六十五歳のババアになっても独り身じゃよ」

「なあ!?」

　その目にあったのは、憐れん憫びん。

「他人を忘れ、他人に忘れられ、一人寂さびしく暮らし、気が付けば老いさらばえているじゃろう。覚かく悟ごだけは決めておけ」

「な、な、な……ッ」

　凄すさまじい説得力。

　世界広しといえども、これだけの説得力を出せる者などリュリュしかおるまい。

　子供の可愛い嫉妬などと侮あなどっていたロシェル。

　そんな心優やさしい女性を絶句させたリュリュは、前を歩く一平の背中へと視線を移した。

「ヴァレリー。イッペーが強いかと聞いたな？」

「へっ!?　あ、ああ、うんそうだね」

　女同士の舌ぜつ戦せんにドン引きしていたヴァレリーは、恐おそろしい幼女の言葉に身を硬くする。

「イッペーの強さは、一言で言えば、『スゴイ』じゃ」

　あまりに子供っぽい言い方ではあったが、それが本心からの言葉だというのが十分に分かった。

「す、凄すごい……？」

「うむ。天を乱すほどにスゴイぞ、私のイッペーは」

　なぜならそれは、自じ慢まんの言葉なのだから。

　リュリュにとって、一平と出会えた事は自慢以外の何物でもなかった。

　できる事なら世界に向かって叫さけんでやりたい。

　己おのれは最強を喚よびだした、最高の魔ま法ほう使つかいなのだと。

「天を乱す……？」

　ヴァレリーはまるで意味が分からなかった。

　天を乱すとはどういう事だ？

　そういえば、一平はこの依い頼らいでも武器を携けい帯たいしていない。

　もしやあの少年は強力な魔法使いなのだろうか。

　それならば武器を蔑ないがしろにしているのも理解できる。

　しかし、魔法は学問だ。

　あのおかしな少年が上位魔法を修めているなどとはとても思えないのだが……。

「リュリュ。もしかしてイッペーは魔法使いなのかい？」

　見習い騎き士しは、疑問を素す直なおに口にした。

「……その気になれば伴はん侶りよの一人や二人……」

「いや、剣けん士しじゃ」

「……しかしさすがに六十五歳は……」

「はあ!?　でも剣けんなんか持ってないみたいだけど……」

「……やはり理想が高すぎるのか……」

「うむ。私もイッペーが剣を振るった姿は見た事がない」

「……だが真の男とは……」

「どういう事だい!?　っていつまで落ち込んでるんだロシェル！　なんか恐こわいからいつもの君にもどってくれ！」

「まったく、迷めい惑わくな小娘じゃ」

　どうしてもカオス。

　一平が絡からまなくとも、リュリュがいるだけで異次元空間が発生しだしている。

　一平とリュリュは似た者同士だった。

「む？」

　と、そこでリュリュの探査魔法に反応が。

「イッペー、そろそろじゃ！」

　五歩ほど先を歩いていた一平に声を掛かける。

「マジで!?　うっは！　ついに精せい霊れいに会えるのか！」

　振ふり返った一平は満面の笑えみで飛び跳はねた。

「精霊？」

　隣となりのセレスタンは怪け訝げんな表情。

　まあ、一平達の採取クエストがついでなどと知らなかったのだから仕方ないだろう。

「イッペーは精霊に会いに来たのか？」

「ずいぶんと子供らしいね」

「そこもイッペーの魅み力りよくじゃ」

　復活したロシェル、そしてヴァレリーも会話に参加する。

　リュリュがチョロインなのは平常運転だ。

「バッカ、お前ら！　精霊だぞ!?　ファンタジーで精霊イベントこなさないでどうすんだよ！」

「「「はあ？」」」

「そこの木々を抜ぬければ精霊の泉じゃ、イッペー」

「マジで!?」

　やたらとはしゃぐ一平の言葉を理解できたのは、もちろんリュリュただ一人。

　他ほかの三人にはまだまだ高度過ぎるようだ。

「え、でも、ここの水の精霊って……」

「うむ。百年近く目もく撃げき例がない」

「ええええええええええええええ!?」

　セレスタンの困こん惑わくを引き継ついだのもリュリュ。

　一平は当然悲鳴を上げた。

　そして木々を抜けると、そこに広がっていたのは泉とは呼べないシロモノ。

「どういう事おおお!?　まさか精霊さん引っ越こしちゃったわけ!?」

　一平達の目の前には湖があった。

「いや、そうじゃないよ」

「元々精霊は、滅めつ多たに人の前に姿を現す事がない」

「そう聞くね。いるのは確からしいんだけど、もうずっと誰も見た事がないんだよ」

「そ、そんな、バ、バカな……」

　ロシェル達三人の説明を聞き、くずおれそうになる一平。

　ファンタジー生物との出会いをとても楽しみにしていただけに、落らく胆たんは激しい。

「まあ、イッペーなら会えそうじゃけどな」

「そ、そうだよ！　主人公が精霊イベントに遭そう遇ぐうしないわけないじゃん！」

「「「はあ？」」」

　しかし、苦く笑しよう交じりのリュリュの声で踏ふみ止とどまった。

「あーくそっ、こんな事なら斧おの持ってくるんだった」

「「「「オノ？」」」」

　これにはリュリュも一いつ緒しよになって疑問顔である。

「泉に斧を投げたら、精霊が金の斧と銀の斧をくれるらしいじゃん？」

「聞いた事ないわあああああああああ！」

　ツッコむ事ができたのはもちろんリュリュだ。

　一平の都合のいい錬れん金きん術じゆつは、他の三人の脳のう味み噌そを溶とかす寸前。

「え～、ないの？　じゃあ綺き麗れいなリュリュと交換はできないのか」

「どういう意味じゃ!?　私が汚きたないとでも言いたいのか！」

「主に心がな」

「鏡を見ろおおおおおおおお！」

　リュリュの脳味噌はキレる寸前だが。

　しかも一平は間ま違ちがっている。

　童話で斧を落としたのは川。

　そして、金銀の斧をくれたのは女め神がみであって精霊ではない。

　もう何もかもを間違えている。

　所しよ詮せんはゆとりという事だろう。

「ええい、もういいや！　俺の運うん命めい力りよくに全すべてを賭かける！」

　一平は湖に目を向けると、その両りよう腕うでで自身の星座を描えがき始める。

「ハァァァァァァァァァァ……ッ」

「「「「っ!?」」」」

　ゆっくりと不思議な踊おどりをかます一平は、何かをその身に溜ためこんでいった。

　もちろん、その場にいた全員が驚きよう愕がくだ。

　いったいなんの儀ぎ式しきが始まるんですか？

「燃えろ俺の運命力コスモ！　黄おう金ごんの位まで高まれ！」

　ウォォォォォォォ！　と、一平がよく分からないモノを高め始めた瞬しゆん間かん。

「なんじゃと!?」

　リュリュはもう一度驚愕する。

「バ、バカな!?」

　ロシェルだって負けずにビックリ。

「オイうそだろぉ!?」

　ヴァレリーにいたっては悲鳴を上げる始末。

「す、すごい……ッ！」

　セレスタンは『スゴイ』を使い過ぎじゃなかろうか。

　一平が描く軌き跡せきはアクエリアスだ。

　湖岸で描かれた星の軌跡は、信じられない事に、奇き跡せきを起こした。

「うはっ！　うはっ！　うっは────────ッ！」

　湖から大量の水が持ち上がり、空中に球体を作っていくではないか。

「見たか！　これが主人公の運命りょ──」

　ドンッと音がした時には、一平の体は宙を飛んでいた。

「…………は？」

　急激な展開についていけない幼女の口から、妙みように間ま抜ぬけな声が漏もれる。

　リュリュの目には、ゆっくりと地面に叩たたきつけられる一平の姿が、はっきりと見えた。

　倒たおれてピクリともしない一平。

　大地に、赤いものが広がっていく。

「イッペ────────────────ッ！」

　その叫びは戦せん闘とうの合図。

　一平が言った通り、戦いはいつだって突とつ然ぜん。

　五人の初戦闘は、『最強』の敗北からスタートする。
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「そうだな、伊い織おりさんの言う通りだ」

　ソファーに腰こし掛かける太たい平へいは、妻の言葉にようやく笑顔を思い出す事ができた。

「あんなに優やさしい一平が、私達より先に死んだりするわけがない」

「当然ですよぅ」

　隣で満面の笑みを向けてくる最愛の妻に、自身も精いっぱいの笑顔を贈おくる。

「それにとても強い子だという事も、私は知っている」

「私も知ってますわぁ」

　夫の手に自身の手を重ねて支える伊織は、やはり最強の妻だ。

「きっと私の心配など、一平にはたいして意味のないものなのだろうな」

「ええ。いつかひょっこり帰ってきますよぅ」

「嫁よめと一緒に？」

「子供も一緒かもしれませんわねぇ」

　冗じよう談だんを言い合いながら、太平は立ち上がった。

「ほんとにハーレム作ってたらどうする？」

「頑がん張ばってぇ、全員分のプリ○ュアコス作りますわぁ。孫の分もねぇ」

　それは楽しそうだと笑い、そしてテレビのリモコンを手に取りながら言う。

「顔を見せに必ず帰ってくるんだぞ、一平」

　脳内最強武術『天てん乱らん八はつ手しゆ』の生みの親。

　武神・野の々の宮みや太平は、ふっきれた顔でアニメを見始めた。

























「イッペ────────ッ！」

　即そく座ざに動いたのはリュリュ。

　いきなり出現した巨きよ大だいな水球からの攻こう撃げきは、少年が倒れた後も三人を思考不能にしていた。

「な、なんで攻撃してくるの……？」

　精せい霊れいとは攻撃的な存在ではない。

　テリトリーを穢けがす様な真似まねさえしなければ、人や魔ま物ものが何をしたところで傍ぼう観かんするような存在だ。

　それどころか大地に恵めぐみをもたらしてくれる以上、無害というよりも有益な存在と言える。

　だから、セレスタンは混乱した。

　いったい何が精霊の逆げき鱗りんに触ふれてしまったというのか。

「イッペー！」

　しかし、いつまでも呆ほうけている事は許されない。

　既すでにここは戦場なのだから。

「ヴァレリー！」

「分かっている！」

　リュリュの二度目の悲鳴に、遅おくればせながら迅じん速そくに行動を開始した者が二人。

「来い、セレス！」

「うわっ!?」

　騎き士し剣けんを抜ぬいたヴァレリーが、湖岸の水球に単身斬きり込む。

　弟の腕うでを乱暴に摑つかんだロシェルは、一いつ平ぺいの下へと走った。

「僕達に敵意はない！　鎮しずまれ水の精霊よ！」

　ヴァレリーは精霊の注意を自分に向けようと必死だ。

　倒たおれた一平との直線上にその身を晒さらし、真っ赤に灼しやく熱ねつした剣けんで無数の水の槍やりを斬り払はらっていた。

　水球が宙にある以上、剣しかない己おのれは皆みなの壁かべとならなければならない。

　せめて一平が動けるようになるまでは、持ちこたえるつもりだった。

「しっかりするんじゃ、イッペー！」

　リュリュは空間から霊ポー薬シヨンを取り出し、どてっ腹に穴が開いた一平にぶっ掛かける。

　そして脈と息がある事を確かく認にんし、その横たわる勇者を抱だきしめた。

「ハアッ！」

　その時、ズガンと響ひびく轟ごう音おん。

「二人はイッペーを頼たのむ！」

　元高ランク冒ぼう険けん者としてあるまじき事だが、リュリュは一平が倒れた瞬しゆん間かんから戦せん闘とうを忘れていた。

　戦闘中に戦闘を忘れるなど死以外の未来がない。

　そんなリュリュを救ったのは、ロシェル。

　背中に背負っていたバカでかい剣を右手一本で操あやつり、壁であるヴァレリーを抜けてきた攻撃を叩たたき潰つぶしたのだ。

「ヴァレリー！　どれだけ持たせられる！」

「正直限界だ！　いくらも持ちそうにない！」

　事実だろう。

　ヴァレリーの剣けん技ぎは見事だった。

　雨あられと撃うち出される水の槍の大半を防いでいる。

　しかし、それは常に全開で戦っているからだ。

　ヴァレリーの属性は火。

　水属性の塊かたまり相手には分が悪すぎる。

　魔ま力りよくと体力が底を突つくまであと数分といったところだろう。

「小こ娘むすめ！　お主も行け！　ヴァレリー一人では支えられん！」

　ようやくリュリュに思考が戻もどってきた。

「イッペーとセレスタンは私が守る！　お主らは二人で精霊の本体を叩け！」

「くっ、だが……」

　飛んでくる水の槍を叩き斬りながら迷うロシェルに、形はロリでも元宮きゆう廷てい魔ま法ほう師しの天才は戦闘を構築する。

「このままではジリ貧じゃ！　周囲一帯が精霊の力で満ちている以上逃にげられん！」

「ちぃっ……」

　なぜ突とつ然ぜん精霊が攻撃してきたのかは分からない。

　しかも、どうやら精霊の攻撃対象は一平の様だ。

　倒れて意識を失っているというのに、今なお一平に攻撃が向いている以上そうとしか思えない。

「時間がないんじゃ！　早く行けえええっ！」

　リュリュは焦あせっていた。

　霊薬など応急処置に過ぎない。怪我けがが深すぎる。

　一平を救う為ためには王都に戻り、高位神しん官かんの癒いやしが必要だ。

　水の精霊に育はぐくまれてきた以上、この精霊の森は自分達を逃がさないだろう。

　転移とは他ほかからの干かん渉しように酷ひどく弱い。

　簡単な結界があっただけで、跳とぶ事が不可能になるほど脆ぜい弱じやくな術式だ。

　そうであるからこそ、暗殺などで社会が崩ほう壊かいしたりしないのだ。

　精霊を怒おこらせた以上、この森で転移が使える可能性は限りなく低い。

　この場を逃げられたとしても、森を抜けるには十日は掛かってしまう。

　頼みのセレスタンは神聖魔法を使う事ができない。

「二人を頼んだぞ、リュリュ！」

　ならば、精霊を撃げき退たいするしか道はあるまい。

　大剣を肩かたに担かついで、信じられない速度で突っ込んでいくロシェルを見送り、リュリュは白銀の魔力を迸ほとばしらせた。

「イッペーには指一本触れさせん」

　練り上げられた魔力を黒こく杖じようへと収束、そして増ぞう幅ふく。

　水に対たい抗こうしやすい土属性の障しよう壁へきを五重に展開した天才は、さらにそれぞれを空間ごと固定させ、探査魔法で水球をサーチ。

　それを遠話でロシェルとヴァレリーに送信する。

　信じられない事に、リュリュは十二の術式を同時展開していた。

　二人を攻撃に専念させる以上どうしても激しくなってしまう水の槍。しかも丸太の様な水の鞭むちまで混じり始めている。

　しかし、水すい竜りゆうのブレスすら防ぐ障壁は、精霊の攻撃を尽ことごとく跳はね返した。

　リュリュの才能とキャリア、そして何より絶対に守るという想おもいが、幼女の魔法に凄すさまじい効果を持たせているのだ。

　けれど、リュリュは知らなかった。

　精霊とはどういうモノかを。

「ヴァレリー！」

「手て筈はずは聞いた！　『炎えん剣けん』を使う！」

　蒸気を撒まき散らして水を斬り続ける騎き士し候補生の戦場に、ロシェルが参戦。

「では私が前に出る！」

　二人は剣けん士しだ。

　が、まったく魔法が使えないという訳ではなかった。

　魔法使いとは一いつ般ぱん人と比べて遥はるかに魔力が多い者であり、また放出量や魔力伝導率の高い者の事なのだ。

　つまりはセンスのあるなしで全すべてが決まってしまう専門職。

　しかし、剣士、というか武器を扱あつかう戦闘職はそれとは違ちがう。

　たとえ一般人と同程度の魔力しかなくとも、鍛たん錬れんによって己の属性を最大限まで高められる者の事だ。

「すまない！　少し時間を稼かせいでくれ！」

　防ぼう御ぎよをリュリュが引き受けたとはいえ、一方的に攻撃させ続ける訳にはいかない。

　魔力はいつか尽つきる。

　ならば、少しでも相手の攻撃を削けずらなければならないだろう。

　攻撃は最大の防御だ。

「ハアアアッ！」

　いったいどれほどの重量があるのか考えたくもない大剣を担いだまま、ロシェルは跳んだ。

　ロシェルの属性は土。

　育み、包み込む属性は、身体強化にもっとも適した属性と言える。

「吹ふき飛べ！」

　全身に黄の魔力を纏まとった馬ば鹿かげた威い力りよくの一いち撃げきは、屋や敷しきの様な大きさの球体を爆ばく発はつさせた。

　が、しかし、どう見ても十分の一も削れていない。

　大量の水の質量が天然の障壁となってしまっている。

　これでは本体の位置が分かっていても、攻撃が届く事などないだろう。

「なんだと!?」

　落下するロシェルが見たもの。

　信じられない事に、湖から水を吸い上げながら、球体がみるみる復元していくではないか。

　なんと回復機能付きだった。

「くっ、マズイ……ッ」

　ズシンと着地したロシェルは、歯は嚙がみしながら精霊を睨にらみつけた。

　間ま違ちがいなくマズイ。

　ヘタをすると、湖の水を全て吹き飛ばさなければ勝てない事態になりかねない。

　しかしそんな事は不可能だ。

　ロシェルの心に鉛なまりの様なものが沈しずみこんだ。

　その瞬間。

「ロシェル────────ッ！」

　湖こ畔はんを震ふるわせる絶ぜつ叫きよう。

　その合図を聞いた瞬間体は即そく座ざに反応し、ロシェルは全力でその場を離り脱だつする。

　大きく跳んだロシェルが見た後こう輩はいの姿は、全身これ炎ほのおと化していた。

　練りに練られた炎の魔力。

「蒸発したまえ！」

　そして大上段に構えた剣へと収束。

「炎フラム──」

　一点に集めた全力全開。

「──剣フルーレ！」

　ヴァレリー・クーブルール最強の一撃。

『炎フラム剣フルーレ』

　球体へと一直線に突き進む炎の閃せん光こうは、水の魔力の中心を正確に捉とらえた。

　周囲をつんざく凄まじい轟音。

　炎と反応した水が大爆発を起こす。

「カハァッ……！」

　体内の魔力をほぼ全てつぎ込んだヴァレリーは、その場で片かた膝ひざをついた。

　全身から汗あせが噴ふき出し、心臓が口から飛び出す寸前。

　しかし、まだ終わっていない。

　リュリュの探査魔法には依い然ぜんとして反応があったのだ。

「止とどめだ！」

　が、ここまできて詰つめを誤るマヌケはいなかった。

　刹せつ那なの瞬間に行動していたのはロシェル。

　大たい剣けんを盾たてに爆ばく風ふうをやり過ごした直後には、その身は精せい霊れいの本体に向かって跳んでいる。

「消し飛べえええええええええええええええ！」

　視界を塞ふさぐ高温の蒸気をものともせず、半分以上消しよう滅めつした水の塊に大剣を叩きつけた。

　さらに弾はじける水球。いや、もう球ではない。

　砕くだけたガラス玉がさらに砕け散っていく。

　しかし。

「ちぃっ！　まだか……ッ！」

　しかし、届かない。

　魔力反応が消えない。

「これで終わりじゃ！」

　そしてリュリュの声が。

　障壁を解除した天才は既すでに術式を展開し終えていた。

　速度優先で放たれた土の杭くいが計十発。

　落下を始めたロシェルの頭上で炸さく裂れつする。

「「「……………………」」」

　それでも、魔力反応は消えなかった。

「ばかな……」

　そう呟つぶやいたのは誰だれなのか。

　水球の九割は削った。

　にも拘かかわらず、本体に届かせる事はできなかった。

　魔力の核かくである本体はある。間違いなくあるのだ。

　なのに、届かない。

「くっ……」

　リュリュは悲痛な顔で障壁を展開し直した。

　なぜなら、またしても湖の水を吸い上げ、凄まじい勢いで復元していくのだから。

「魔ま力りよくを練り上げろ、ヴァレリー！　そう簡単に人は死なん！　もう駄だ目めだと思っても後二発は撃うてるはずだ！」

　そんな馬鹿な話ある訳がない。

　限界まで出した力をもう一度出すなど、間違いなく死ぬ。

　それはただの気休めであり、単なるカラ元気だ。

「……ハハ、そんなの知ってるよ」

　しかし、ヴァレリーはそれを肯こう定ていした。

　くずおれそうになる膝ひざを叱しつ咤たし、僅わずかな魔力を練り上げる。

　状じよう況きようは絶望的。

　だからこそ折れるわけにはいかない。騎士として。

「けど、少々分が悪いね」

　そう、ヴァレリーは騎士だった。

「泣き事など聞きたくないぞ」

「そうじゃないよ。そろそろ撤てつ退たいを視野に入れないと」

「何を言っている？　リュリュは正しい、逃にげられん」

「足止めがなければね」

　絶句したロシェルへと向ける顔は、やはり恋こいの騎士。

　死に場所はもう決めた。

「ヴァレリー、お前……」

「死ぬ気はないよ。しばらく足止めするだけさ」

　命が対価ならば半日は持つだろうか？

　せめてその半分くらいはクリアしたい。

「……………………」

「イッペーを狙ねらってるみたいだし、姿が見えなくなれば鎮しずまる可能性もあるよ」

　遂ついに精霊の攻こう撃げきが再開した。

　リュリュの防御は完かん璧ぺきだった。完全に攻撃を防いでいる。

　惜おしむらくは、人の魔力が無限ではない事だ。

「僕が死なない為ためにも急いで森を抜ぬけてくれ！」

　ヴァレリーはそう言って駆かけ出した。

　目的は、リュリュの代わりに壁かべとなる事。

「ハアアッ！」

　鋭するどく息を吐はき、無数の攻撃の前に身を晒さらす。

「ッ!?」

　リュリュは驚きよう愕がくした。

　なぜなら、攻撃を任せたはずの二人が、突とつ然ぜん防ぼう御ぎよに回ったのだから。

「リュリュ！　セレスとイッペーを連れて逃げろ！　私達が足止めする！」

「「なっ!?」」

　ロシェルのその言葉は、リュリュだけでなく、当然ヴァレリーをも驚愕させる。

「ロシェル!?」

「お前一人では無理だ」

「いやいや『炎えん剣けん』もあと三発は撃てるよ!?」

「噓うそを吐くな。男として最低だぞ」

「うぐっ……」

　少々精せい彩さいを欠いているが、まだキレを失っていないヴァレリー。

　そして凄すさまじい速度で大剣を振ふりまわすロシェル。

　二人の二重奏は見事に攻撃を防ぎきっていた。

「早く行け！」

　水の鞭むちを三つ四つまとめて吹き飛ばすロシェルの怒ど声せいに、リュリュは選せん択たくを迫せまられる。

　目の前の囮おとりを買って出た二人を見捨てるか否いなか。

　今のリュリュには精霊を倒たおす術がない。

　二人の代わりに攻撃役になったとしても、土の上位魔ま法ほう程度では何発当てても倒せないだろう。

　切り札の『断だん裂れつ』はいかにも効果がなさそうだ。

　木属性の魔法で水の弱体化を狙うか？

　無理だ。森を生み出す程ほどの力に対して、人間の魔法では１％も力を奪うばえない。

「くっ……」

　ここにきて、リュリュは精霊への認にん識しきが甘過ぎたと痛感する。

　そう、精霊相手には、少しずつ削けずるという事に意味がない。

　精霊とは自然と同義。

　強力な個体を倒すにはダメージを与あたえ続けて削り殺す事がセオリーであるのに、精霊に対してはその戦術が通用しないのだ。

　リュリュは知っていた。

　精霊にダメージを与えるには、本体に直接攻撃を叩たたき込まなければならない事を。

　リュリュは知らなかった。

　その本体に攻撃を届かせる事が、如何いかに至難であるのかを。

「打つ手がない……」

「何をもたもたしている！　邪じや魔まだ！　行けえええ！」

　出会ったばかりの、遥はるかに年下の子供を見捨てる？

　二人を見捨てても、無事に森を抜けられるとは思えない。

　いや、それ以前に一平が持たない。もしも森全体が精霊に味方したなら、転移が使えず間ま違ちがいなく死ぬ。

　ここに留とどまれば全ぜん滅めつ。

　二人の子供を見捨てて逃げても、自分とセレスタンが生き延びる可能性が僅わずかにあるという程度。

　進退窮きわまった。

「イッペ────────ッ！」

　それは泣き声だ。

　もうどうにもならない事態に、リュリュは己おのれの勇者に助けを求めた。

　何をすればいいのか分からない幼女は障しよう壁へきを展開したまま、背後の勇者を振り返る。

　そこには、一平を抱だきかかえながら傷口を押さえる、神聖魔法の使えない神しん官かんの姿が。

「セレスタン……ッ」

「……………………」

　セレスタンは一心に祈いのっていた。

　最初からずっと、一心不乱に祈り続けていたのだ。

「頼たのむセレスタン！　いますぐイッペーを癒いやしてくれ……ッ」

　涙なみだの止まらないリュリュは必死だ。

　それがどれほど無む茶ちやな頼みかは理解している。

　しかし、リュリュには回復魔法は使えないのだ。

　他人の魔力は反発する。

　それを押さえこんで、相手の生命力に干かん渉しようする事が回復魔法。

　リュリュが全魔力を注ぎ込んでもカスリ傷を治すだけで精せいいっぱい。

　癒やしの力を行使するには、どうしても神の力がいるのだ。

「なんでもする……ッ、どんな望みも叶かなえてやろう……ッ、じゃから……イッペーを……」

「…………ッ」

　リュリュの懇こん願がんを聞きながら、セレスタンは唇くちびるを強く嚙かみしめた。

　どれほど強く祈っても、どれほど強く願っても、己の神を感じられない。

　十歳まではあれ程身近に感じたというのに、女め神がみウェヌスになぜ見捨てられてしまったのか。

「ううっ……うっ……ウェヌス様……」

　助けたい。

　一平を、傷ついた者を助けたい。

　でも駄目なのだ。

　どれほど涙を流しても、自身の声が女神に届く事はない。

「セレスタン！　お主の悩なやみとはなんじゃ！」

「ッ!?」

　硬こう直ちよくする。

　リュリュの悲鳴は、藁わらに縋すがる者の声だ。

「いますぐ叶えてやろう！　私が解決してやる！」

「ぼ、僕は……ッ」

　ああ、そうだ。

　分かっている。なぜウェヌスに見捨てられたのか、本当は分かっているのだ。

　けど踏ふみ出せない。

　どうしても一歩が踏み出せない。

　十一歳のある日、唐とう突とつに気付いてしまった己の異常性。

　それを否定した瞬しゆん間かんから、力の全すべてを失った。

「僕は……」

　恐こわい。

　恐くて怖こわくて仕方がない。

　でも、このままでは一平が死ぬ。

　大好きな姉も、その姉に恋をしている騎き士しも、ちょっとおかしな幼女も、皆みな死ぬ。

「僕は……ッ！」

　勇気が欲しい。

「僕は……ッ！」

　自分を好きになる勇気を。

「僕は……ッ！」

　好きだと言える勇気を。

「僕はッ！」




〝ならさ、そのクソくだらねえ悩みを最後まで信じるしかないじゃん〟




「僕は男の子が好きなんだ────────────────ッ！」




　　　　※




「「「は？」」」

　セレスタンに向かって落ちてくる光の柱。

　あまりの神気に、ロリババアとその他二名だけでなく、水の大玉までもが硬直した。

　膨ぼう大だいな神気によりみるみる内に塞ふさがっていく一平の傷。

　しかし、土気色の顔色に赤みがさしてこない。

　どうやら血を流し過ぎたようだ。

　セレスタンは迷わなかった。

　大きく息を吸うと、その身に溢あふれまくっていた神気を一平に注ぎ込む。

　もちろん、口と口で。

「オァウギャギャギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアア!?　ッ！　ッ！」

　ロリババアは人生初になるだろう奇き声せいを上げたのだが、勘かん違ちがいしてはいけない。

　これはただの人工呼吸。

　決してボーイズラブなどという、男にとっては拷ごう問もんの、一部の女にとってはご褒ほう美びになるような行こう為いではない。

　その証しよう拠こに、一平の顔色は完全に元に戻もどっていた。

　つまり、顔を真っ赤にして行ったセレスタンの行動は、非常に献けん身しん的な医い療りよう行こう為い以外の何物でもないのだ。

「ぅ……」

「イッペーさん！」

　ようやく目を覚ます一平。

　セレスタンの圧あつ倒とう的献身医療が功を奏し、遂ついに勇者復活。

「……は？　俺なんで男に膝ひざ枕まくらされてんの？」

「今まで死に掛かけてたんですよ、イッペーさんは！」

「えええ!?　マジでえ!?」
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「はい、マジです！」

　あっちゃー、と顔を押さえつつ、一平は立ち上がる。

「もしかしてセレスが癒やしてくれたわけ？」

「ハイ！」

「もちろん魔ま法ほうでだよな？」

　満面の笑えみを向けてくるその顔は、一平が初めて見るセレスタンの顔だった。

「僕また神聖魔法が使えるようになりました！」

「だよな。あーなんだよ、そういう事かぁ」

　一平は頭を搔かきながら、自身の未熟さを痛感していた。

「？　何がですか？」

　何やら合が点てんがいったらしい一平に、セレスタンは疑問顔。

「これイベントが重複してたんだよ」

「へ？　イ、イベント……？」

「精せい霊れいイベントだと思ってたら、セレスの覚かく醒せいイベントも同時進行だったわけ。俺とした事が舞まい上がってたわ」

「……は、はあ？」

　覚醒したとはいえ、さすがにまだまだセレスタンには高度過ぎだった。

「いつまで話をしているんだい!?　こっちはもう限界超こえてるんだよ！」

「イッペー！　回復したなら撤てつ退たいの準備だ！　お前が動けるなら全員で逃にげるぞ！」

　そこへ飛ぶ怒ど鳴なり声。

　一平とセレスタンは吞のん気きに話をしていたが、実は光の柱は既すでに消えていたのだ。

　一平が回復した瞬間、膨大な神気は跡あと形かたもなく四散。

　水の精霊は即そく座ざに攻こう撃げきを開始していた。

「オイオイ、しかも俺が寝ねてるうちにイベント進行しちゃってるよ……」

　一平は溜ため息いきを吐ついた。

　どうやら相当出で遅おくれてしまったようだ。

　その理由が油断からだったのはさすがに情けない。

　実は、精霊と戦せん闘とうになる可能性を考こう慮りよしてはいたのだ。





仲間になる。

頼まれ事をする。

祝福を受ける。

攻撃される。

人外チョロインとしてレギュラー化。






　とりあえず大まかに五つのパターンを考えていたというのに、選せん択たく肢しの中にあったにも拘かかわらず対処できなかったのは痛つう恨こん事じ。

　こんな事が父と母にバレたら、きっと激げき怒どするに違ちがいない。

　古今東西ファンタジーアニメフルマラソンという、命を賭かけたデスマーチが決行されてしまう。

「魔法の使えないイケメンなんてどうでもよ過ぎて、小さなフラグをスルーしちゃってたわ」

「ひどっ!?　全然どうでもよくないよ!?」

「いいから早く走れ！」

「僕達もすぐに離り脱だつする！」

　落ち込んだところで平常運転な一平は、必死に精霊の攻撃を防ぐ二人に目を向けた。

「なんで精霊さんは激おこぷんぷん丸なわけ？　俺何かしたかなぁ……あっ！」

　しかし一いつ瞬しゆんで気付く。

「やっべ、運命力コスモ高め過ぎた！　そりゃビビって攻こう撃げき仕し掛かけてくるじゃん！」

「「「はあ!?」」」

　一平の凄すさまじい洞どう察さつ力は、完全に全てを看破した。

　ちなみに、『激おこぷんぷん丸』は怒いかりの度合いを表す『おこ』のレベル３であり、さらにレベルが上がっていくと『激おこスティックファイナリアリティぷんぷんドリーム』や、『ビッグバンテラおこサンシャインヴィーナスバベルキレキレマスター』等がある。

　まあ、そんな進化の斜ななめ上をいくギャル語は置いておいて、一平は三人の脳をショート寸前まで追い込みつつ行動を開始する。

「ロシェル、ヴァレリー！　あとは俺がやるから下がっていいぞ！」

「なに!?　一人でか!?」

「無む茶ちやだ！　攻撃が届かないんだよ！」

「いいから二人はリュリュと……って、恐こええええええええええええ!?」

　しかし、リュリュと一いつ緒しよに下がってろと言うつもりが、出てきたのは驚きよう愕がくの悲鳴だった。

　チラリと幼女に目を向けた一平が見たもの。

「なんで白目で泡あわ吹ふいてんだよおおおおおおおおおおおおお！」

　そう、リュリュはあまりのショックに半失神していたのだ。

「今度はカニのモノマネにはまったの!?　芸を増やすんじゃねえよ！」

　虚うつろな瞳ひとみで立ったまま泡を吹く幼女は、いくらなんでも絵え面づらがおかしい。

「あーもう！　おまえらそこの頭のおかしいロリババアを頼たのんだぞ！」

「「「ろりばばあ？」」」

　そして一平は無敵を想おもう。

「いくぞ──」

　形作るのは、当然最強の己おのれ。

「──天を乱すぜ！」

　相手は精霊。

　一部とはいえ、自然と同義の存在。

「……ぁ、イッペー！」

　ようやく正気に戻った幼女の声など、無敵を製作する上では邪じや魔まにしかならない。

「天てん乱らん──」

　リュリュは見た。

　それは、一番初めに見た無敵。

「──八はつ手しゆ！」

　生しよう涯がい忘れる事などない、最強の構え。

「か、かっこいい……」

「イッペー！　水が攻撃を分散してしまうんじゃ！　『撃げき』では本体まで届かん！」

　最強の形に驚愕するセレスタン。

　敵の情報を与あたえようと叫さけぶリュリュ。

「あっそ」

　しかし、軽い一言を返した一平の姿は、既に球体の前で拳こぶしを握にぎっている。

「「「ッ!?」」」

　セレスタン、ロシェル、ヴァレリーが驚愕した瞬しゆん間かん──

「天・撃！」

　一平のコークスクリューブローが水球の中心を撃うち抜ぬいた。

「ば、ばかな……」

　目を瞠みはり呟つぶやいたのはロシェル。

　信じられない事に、貫かん通つう力をアップさせた右拳は着ちやく弾だん地点だけでなく反対側まで爆ばく散さんさせていた。

「攻撃を貫通させればいいだけじゃん」

　なんという男前。

　地面に着地した一平は、『僕当たり前の事言っただけだよ？　全然凄すごくないよ？　皆みなもできるよ？』という空気を出している。

　少年にとって、少年ボクシングマンガを愛読するなど序の口に過ぎないのだ。

「精霊さーん。ちょっと誤解があっただけなんだよー。そろそろ落ち着いてー」

　しかも心優やさしき勇者は、自らを攻撃してきた者にさえ慈じ悲ひを与える始末。

「ば、馬ば鹿か者！　すぐ追つい撃げきじゃ！　本体を叩たたかんかぎりダメージはない！」

「バッカ。憎にくしみの連れん鎖さは立ち切れるって。人はきっと分かり合えるって」

「人じゃないじゃろおおおおおおおおおおおおお！」

「それはエゴだよ」

　なんたる慈じ愛あいの精神。

　一平は精霊という存在に多大な夢を持っているのだ。

　精霊と友達になるのは、勇者テンプレの大事な一つ。

「イッペーさん危ない！」

　ドキドキしながら勇者の戦いを見ていたセレスタン。

　水の補給を終えた精霊が無数の鞭むちを生み出した事に悲鳴を上げる。

　しかし。

「天・舞ぶ」

「「「「ッ!?」」」」

　ゆらりと姿のブレた一平は、精霊の攻撃をことごとく躱かわしていた。




　──舞とは歩法。平へい滑かつ流りゆう暢ちよう、変へん幻げん自じ在ざいを旨むねとしろ。淀よどみなく夢む幻げんへと誘さそうは、すなわち敵なし──




　野の々の宮みや太たい平へいの生み出した天乱八手に、底などあろうはずもない。

　複雑なステップを踏ふむその姿は、まさしく舞うが如ごとき回かい避ひ術だった。

　マンガ大好き少年の一平にとって、少年誌のトンデモスポーツマンガを網もう羅らするなど当然の嗜たしなみ。

　アメフト、サッカー、バスケにテニス、野球とボクシングに出てきた技わざなど既にこの身に叩きこまれている。

　日本広しといえども、スカイラブツインシュートを打てる親子など野々宮家以外にはおるまい。

「ッ!?」

　頭上から降り注ぐ水の槍やり。

「ッ!?」

　四方八方から襲おそいかかる水の鞭。

「ッ!?」

　大地を砕くだく水の砲ほう弾だん。

「ッ!?」

　無数の水が一平に襲いかかるも、そのことごとくが空を切る。

　信じられない事に、一平の舞ぶは反復横よこ跳とびや踏み台昇しよう降こう運動が混ざっているのだ。

　たまに繰くり出される腕うで立たて伏ふせなど、もはや現実とはなんなのか。

「どうなってんのそれぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!?　ッ!?　ッ!?」

　でんぐり返しで躱しまくり、カエル立ちから三点倒とう立りつへ移行する連続体術は、ヴァレリーの常識をコナゴナに打ち砕いた。

　水の精せい霊れいどころか、一平は四人の頭も夢幻へと叩き込んだのだ。

「やっべー、超ちよう怒おこってるよ。全然落ち着いてくれねえ……」

　攻撃を躱しながら溜息を吐く一平。

「いったんぶっ飛ばして正気にもどすか……？」

　なんかもう段々面めん倒どう臭くさくなってきた。

「うん、そうしよう。それがいい」

　殴なぐり合った後に友情が生まれる。これもまたバトル少年マンガの王道である。

「リュリュ！　『響きよう』を使う！　余波が行くから全力で防ぼう御ぎよしろ！」

「ッ!?　わ、わかった！」

　沸ふつ騰とうした頭にいきなり指示を出されて驚おどろいたが、リュリュの体は瞬しゆん時じに反応。

　縦じゆう列れつ起動させた防御魔法が四人を包む。

「……イッペーは何をするつもりなんだい？」

「キョウとはなんだ？」

「……………………」

　三人は驚愕を突つき抜けて一回りしていた。

　特にセレスタンなど、一平の超ちよう絶ぜつ戦せん闘とうに無言で釘くぎ付づけ。

　何もかもが信じられない。

　ロシェル、ヴァレリー、リュリュの三人が死に物狂ぐるいで戦った水の精霊。

　それを一平は一人で相手している。しかも恐おそろしい事に、手加減している様に見えるのはどういう事だ。

「知らん」

　しかしリュリュの言葉はけんもほろろ。

「黙だまって見とれ。私の勇者様の戦いをな」

　チョロイン渾こん身しんの言葉。

　私だけの、と言う事ができないのは悔くやしいが、いまはこれで満足するとしよう。

「勇者様……」

　セレスタンの呟きは、一平の姿を食い入るように見つめる三人には届かなかった。

　それが何を意味するのか。

　それは戦せん闘とう後のお楽しみだ。

「いくぜ──」

　一平はニヤリと笑う。

　リュリュは本体を叩けと言っていた。

　おそらく、自分が寝ねていた間の戦闘は一点突とつ破ぱ作戦だったのだろう。

　リュリュの探査で核かくを探し、そこに攻こう撃げきを集めたに違ちがいない。

　王道だ。

　ああ、王道の攻こう略りやく方法だ。

　けど──

「それじゃあ天は乱せねえ！」

　視界を埋うめ尽つくす膨ぼう大だいな弾だん幕まくを置き去りに、翼つばさが如き両りよう腕うでをもって高く跳とぶ。

　その姿は天の覇は者しや。

　その魂たましいは勇者の光。

　その心は絶対無敵。

「天・響ォォォォォ！」

　頭上で打ち鳴らした柏かしわ手では、世界から音を消し去った。

　直後、ヴォンという重圧。

「ぐっ……！」

　リュリュは悲鳴を上げた。

　全力で展開したはずの障しよう壁へきが凄すさまじい勢いで押し潰つぶされようとしている。

「ぐぅぅ……ッ」

　一平は余波だと言っていた。

　ならば耐たえきれる。

　魔ま力りよくを全開で練り上げつつ、障壁の強化に全すべてぶち込む。

「そ、そんな……」

「ば、ばかな……」

「す、すご……」

　リュリュを含ふくめ、四人が見たもの。

　それは音に押し潰されていく世界。

　一平を中心に、森の木々が波状に丸まる裸はだかになっていく。

　巨きよ大だいな水の玉は、その全体が波打ち歪ゆがみまくっていた。




　──クゥェェェェェェェ──




　そして聞こえる悲痛な叫び。

　水の精霊が悲鳴を上げていた。

　天てん乱らん八はつ手しゆ・響。

　音を使った全体攻撃。

　音で壊こわすとは、物体を変形させる事。

　この場合、超ちよう音おん波ぱではなくエネルギーの高い低周波音の方が適している。

　一平は手を叩いたのではなく、両手の間の空気を超ちよう高こう速そくで押し潰した。

　直後、弾はじかれた空気が低周波振しん動どうを撒まき散らす。

　つまり、一平は空気中に地じ震しんを起こしたのだ。

　しかも、水が空気よりも振動を伝えやすい事は周知の事実。

　水の鎧よろいを纏まとっていたが故ゆえに、精霊は無防備に衝しよう撃げきを受けてしまう事となった。

　凄まじいトンデモ理論。

　野々宮太平がジュース片手に考えた超ちよう科学は、もはや天災すらも自在に操あやつってしまうのだ。

「あちゃー、ちょっと強く撃うちすぎ？　死んでないよね？」

　球を維い持じできなくなった大量の水が、湖こ畔はんに勢いよく降り注ぐ。

　一平やリュリュ達は大きく避ひ難なん。

「あっ、いた！」

　ザーザーと湖に流れ込む水を眺ながめていると、湖畔に大きな金魚がいた。

　一平は全力ダッシュ。

　皆もそれに続く。

「でけえな、この金魚！」

　姿は間ま違ちがいなく金魚。ちゃんと赤い。

　人の胴どう体たいぐらいありそうな巨大な金魚を、一平はヨイショと持ち上げる。

　そして安心した。

　軽くゆすると口をパクパクと動かし、少し跳はねたからだ。

　生きていてよかった。

「「「「……………………」」」」

　全員開いた口が塞ふさがらない。

　精霊を手で鷲わし摑づかみした人間など、おそらく一平ただ一人だろう。

「恐こわがらせて悪かったよ、精霊さん。別に恐がらせるつもりなかったんだぜ？」

　しかも上から謝っている。

　自然を司つかさどる存在相手に失礼にも程ほどがあるだろう。

「ほら、なんていうの？　俺の溢あふれる情熱がバニッシュメントディスワールドしちゃったっていうかぁ」

　絶対に伝わらない。

　もし誠心誠意謝っていたのだとしても、一平の言葉はこの世界の誰だれにも伝わるはずがない。

「つーかすげえ弱ってね？」

「イッペーのせいじゃろ。なんて危ない技わざ使っとるんじゃ」

　もっとも早く回復したのはやはり幼女。

「だから防御しろって言ったじゃん」

「周囲一帯に破は壊かいを撒くな！　危あやうくこっちまで吹ふっ飛ばされるとこだったんじゃぞ！」

「そういう技だもん」

「ちょっとくらい自重してもいいじゃろ！」

「やだよ。『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』で自重してどうすんだ。リュリュだって認めてたじゃん」

「ぐっ、た、たしかにそうじゃけど……、でも私は『オレＴＵＥＥＥＥＥ！』できんし……」

「ダメ魔ま法ほう使つかいができるわけないだろ？」

「誰がダメ魔法使いじゃあああああああああああ！」

　酷ひどい。

　あいかわらず一平は酷かった。

　リュリュは一平を死に物狂いで守ったというのに、いくらなんでもこんな言い方は酷過ぎるだろう。

　しかし、一平は今け朝さ起きた時に隣となりで寝ていた変態ロリババアの罪を、いまだ忘れてはいなかった。

　優やさしくしてこれ以上付け上がったらどうすると言うのか。

　自身の大事な貞てい操そうは、自身できっちりと守らねばならないのだ。

「そうだ、セレス」

　叫さけぶリュリュを無視し、一平はセレスタンへと視線を向ける。

「……ぇ、あ、何？」

　ボケッと一平を見ていたセレスタンは、目の前に突き出された金魚に困こん惑わくした。

「精せい霊れいさんに魔ま法ほう掛かけてくれよ」

「え……？」

「なんかやりすぎちゃったからさ、体力満タンにしてあげて？」

「何!?」

「本気で言ってるのかい!?」

　驚きよう愕がくしたロシェルとヴァレリー同様、一いつ瞬しゆん固まるセレスタンだったが、

「うん、いいよ！」

　満面の笑えみで了りよう解かい。

　もう一度精霊が襲おそってきたとしても、この一つ年上の勇者がいれば問題ないに決まっている。

　セレスタンは勇者の腕うでにある精霊へ、女め神がみの力を行使した。

「愛の女神ウェヌス様、癒いやしの力をお貸しください」

　セレスタンのかざした手のひらから、白い光が溢れていく。

「おお！　これがホンモノの回復魔ま法ほうか！　セレスすっげえ！」

　そう、セレスタンが信しん仰こうするウェヌスは愛の女神。

　己おのれの中の愛や恋こいを否定したセレスタンに、女神が力を貸す訳がなかったのだ。

「イッペーさんの方が、僕より全然すごいよ」

「いやいやいや、スゴクないヨ？　俺なんてまだ全然スゴクないサ」

　セレスタンが自分と他者との違いに気づいたのは十一歳の時。ちょうど思春期が始まった頃ころだ。

　自身でも気持ち悪いと感じてしまった以上、誰にも相談できなかったのは仕方がない事。

　四年間悩なやみに悩み、諦あきらめの笑みが板についてきた時、セレスタンは勇者に出会った。

「セ、セレス……ッ」

「セレスタン……ッ」

「この変態小こ僧ぞう……ッ」

　なんとその勇者は、ギルドに来ていきなりハーレム王になると宣言したのだ。

　敵を作るのは恐こわくない。

　諦めたら自分がかわいそうだ。

　その言葉の一つ一つが、セレスタンの心に勇気をくれた。

「精霊さーん、元気でやれよー。困ったら会いに来るから、ちゃんと聖せい剣けん作っといてー」

「アハハ、何それ。イッペーさんは聖剣が欲しいの？」

　金魚を放流しながら、訳の分からない事を言うこの勇者は、きっと一生に一度の運命の人。

「当たり前だろ？　聖剣とか魔ま剣けんなんて、男なら誰だれでも欲しがるアイテムじゃん」

「うーん、僕はそうでもないなぁ」

　だから勇気を出そう。

　僕に勇気をくれた人に、精せいいっぱいの想おもいを見せよう。

「僕はイッペーさんが欲しいな」

「ッ!?」

「ッ!?」

「ッ!?」

　セレスタンの言葉に絶句したのは、一平以外の三人。

「……はあ？　セレス、お前今なんて言った？」

　初っ端ぱなで気絶した一平は、一人の男の子が覚かく醒せいした瞬しゆん間かんを、残念ながら目もく撃げきしていなかった。

　ニッコリと笑ったセレスタンは、女神ウェヌスに全身全ぜん霊れいの祈いのりを捧ささげる。

「愛の女神ウェヌス様。僕に御お力ちからを。愛する人を困らせない為ために、貴女あなたの奇き跡せきを」

　本日二度目の神気解放。

　今度はセレスタン自身の身の内から迸ほとばしる、天へと伸のびる光の柱。

　凄すさまじい愛の神気は、戦せん闘とうで裸はだかにされた木々達すらもみるみる修復していく。

「な、な、何いいいいいいいいいいい!?」

　一平驚愕の瞬間。

　一平がとんでもない衝撃に貫つらぬかれている内に、光は徐じよ々じよに収まった。

「これからボクの名前は、セレスティヌです」

「「「「……………………」」」」

　そこにいたのは、美少年ではなく、絶世の美少女。

　ふわふわの金きん髪ぱつがチャームポイントの、柔にゆう和わな顔の美少女が立っている。

　姉のロシェルとよく似た顔立ちに、姉のスタイルを彷ほう彿ふつとさせる見事なプロポーション。

「てぃ、ＴＳしやがった……」

　ＴＳ。トランスセクシャルの略であり、性別が変わる事を意味する単語。

　前世では男だったのに生まれ変わったら女になっていた等の、ネット小説では根強い人気を誇ほこる特とく殊しゆジャンルである。

　女性作家からは『にょた（女によ体たい化）』という愛あい称しようでも慕したわれ、日本人作家の業ごうの深さがお分かりいただけるだろう。

　グラリとよろめいた一平は、もう現実がどこにあるのか分からない。

「ロシェル────────ッ！　しっかりしろおおおおおおおおおおおおおお！」

　もちろん、ロシェルはブクブクと泡あわを吹いて卒そつ倒とうした。

「イッペーさん！　ボクをハーレムに入れてください！」

　セレスティヌがチョロインへと覚醒した瞬間である。

「このオカマ小僧がああああああああ！　イッペーは私のじゃあああああああああああ！」

　ブチ切れるロリババア。

「もう小僧じゃないですよ？　それに、ファーストキスもイッペーさんにあげちゃいましたし……」

「……ぇ？」

　そして止まる世界。

「え？　え？　え？」

　動いているのは、動どう揺ように揺ゆれる勇者と、モジモジしているＴＳチョロインだけ。

「と、と言っても、イッペーさんを助ける為の人工呼吸だったんですけどね」

　その言葉にどれほどの救いがあるというのか。

「うあ……うあ……」

　こんな時にすら働いてしまう一平の洞どう察さつ力は、まさしく己を殺す毒となる。





十一歳＝思春期

愛の神＝愛を否定できない

覚醒イベント＝ＴＳ化

イケメン＝ホモ

ホモのファーストキス＝自身のファーストキス

結論＝二人目のチョロインはホモ






「うわあああああん！　うわああああああああああああああん！」

　一平はその場で泣き崩くずれた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ！　もうボク女の子だもん！」

「目の前でＴＳするんじゃねえええええええええええええええ！」

「イッペー！　口直しじゃ！　ん～～～～～～～」

「ババアも嫌いやあああああああああああああああああああ！」

　これは酷い。いやもう惨むごい。

　さっきまで男だった少女に告白され、ついこの間まで老ろう婆ばだった幼女にキスを迫せまられる。

　しかも、どちらも変身シーンを生で目撃するとはどういう事か。

　できる事なら元の姿を記き憶おくから消してあげたいレベルの惨さだ。

「見て見て、イッペーさん！」

「……あ？」

「ほら、もうオチン●ンないですよ？」

「ぶふうぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！」

「なにパンツ下ろしとるんじゃぁ！　この変態がああああああッ！」

「えへへ。続きは今度、お風呂ふろで見せてあげますね？」

「残念じゃったな！　イッペーとの混浴はこのリュリュ・シェンデルフェールだけの特権じゃ！」

「男もババアも嫌ぁぁぁ……」

「ええ!?　ずるいよリュリュ！　もしかしてもう一いつ緒しよに入ったの!?」

「フン！　イッペーのチ●コは既すでに確かく認にん済みじゃ！」

「ちょっ、ボクだって見たいよ！」

「誰だれか助けて……この変態どもを捨ててきて……」

　なんかもう……ほんとに、惨い……。

「息をしろロシェル────────────────ッ！」

　運命の出会い。

　二人目のチョロインと、新たな仲間。

　一平の冒ぼう険けんはまだまだ序章。

　この先何が待ち構えているのか？

　それは次回の講こう釈しやくで。

























　さて、本編で回収されなかった髭ひげモブフラグ。

　伏ふく線せんというにはあまりに弱く、また主人公サイドにはじぇんじぇん関係ねーという事で、彼には世界観の説明役になっていただこうと思う。

「ハァハァハァ……ッ、ハァハァハァ……ッ」

　現在、髭モブは地面に大の字になり、もう身動き一つできないほど疲ひ労ろうしていた。

「うおーい……、皆みな生きてっかぁ……」

　少し離はなれたところから聞こえる声にもまるで反応できない。

「生きてるけど、魔ま力りよくが空からっ穴けつで動けないわ……」

「全身が痛いてぇ……、痛い所がありすぎて、どこが痛いのかも分かんねぇ……」

　別の場所から聞こえてきた声に、メンバーの無事を安あん堵どするだけで精いっぱいである。

「お、俺も……い、生きてる……ッ」

　しかし、この安堵を独ひとり占じめするわけにもいくまい。

　満まん身しん創そう痍いの体に鞭むちうち、無む理りやり声帯を震ふるわせた。

「……オイオイ、スゲーな。地ち竜りゆうと戦って一人も死んでねーってか」

　巨きよ大だいな戦ハル斧バートにもたれるようにしてへたり込んでいる男の声は、死線を潜くぐり抜ぬける事ができた幸運を嚙かみしめる響ひびきである。

「たった四人で地竜を狩かるとか、アンタら全員イカレてるわ……」

　ダークレッドのコートに身を包んだ女魔ま法ほう使つかいの声は自じ嘲ちよう混じりだ。

「痛ぇ……、シャレになんねぇくらい痛ぇ……。霊ポー薬シヨン全部使い切っちまったってのに……」

　鎧よろいとでかい盾たてに身を包んだ男は、体がバラバラになってしまったのではないかと痛みに呻うめく。

「噓うそだろッ!?　全部使っちまったのか!?」

　盾モブの言葉に仰ぎよう天てんする斧モブだったが、まあ命あっての物種だろう。

「霊薬だけじゃないわよ、秘薬エーテルもカラ。出費だけで金貨四枚以上は確実ね」

「秘薬も使ったのか!?　あれ金貨一枚もすんだぜ!?」

　世界観その一。

　魔力を回復するアイテムとかあります。でもお高いです。

「仕方ないでしょ。地竜の電でん撃げき何回防いだと思ってんの？　私の魔力が尽つきたら全ぜん滅めつだったんだから」

　世界観その二。

　竜はブレスだけでなく、中にはどっかの電気ネズミのような攻こう撃げきをする事もあります。

「そりゃそうだけどよ……。けど地竜の魔ま石せきっていいとこ金貨十枚なんだぜ？　経費さっ引いて、さらに四等分すると割に合わねえっつーか……」

「命があっただけめっけもんでしょ。何度アンタら見捨てて逃にげようと思ったか……」

「見捨てようとしたのか!?　そっちの方がショックでかいわ！」

　斧モブの愚ぐ痴ちを切り捨てる女魔法使いモブ。

　中々酷ひどい事を言っているが、呻く盾モブに塗ぬり薬で応急手当てを施ほどこしている様は、意外と情の深さを表している。

「嘆なげくのは早いぜ。アレ見ろよ」

　地竜に止とどめを刺さした場所を盾モブが指差すと、そこには魔石以外のものが残されていた。

「うひょー！　こりゃツイてるぜ、角が残りやがった！」

「これでさらに金貨十枚プラスね。命を賭かけた対価と釣つり合うのかは疑問だけど」

　世界観その三。

　魔ま物ものの体は魔力で構成されている。

　人や動植物は血肉が魔力を帯びているが、魔物は魔力が血肉を作っているのだ。

　なので倒たおすと全身の魔力が一点に集まった後風化します。残った魔力の結けつ晶しようが魔石です。

　たまに結晶化から洩もれた余よ剰じよう魔力が、角、牙きば、爪つめ、骨、甲こう殻かくといった形で安定する事もあります。つまりレアドロップアイテムですね。

「ハハ……」

　呼吸の整ってきた髭モブの口から笑いが零こぼれる。

「……なんだ、やりゃできるんじゃねーか」

　最近会った頭のおかしいクソガキを思い出し、髭モブは立ち上がった。

　そして、今回の戦利品に喜ぶ三人の許もとへヨタヨタと近づいていく。

「よお、お前らとの付き合いってどれくらいだっけか？」

「あん？　んだいきなり」

「今の戦せん闘とう、結構息合ってたと思ってよ」

　訝いぶかしむ斧モブに構わず、女魔法使いモブから受け取った塗り薬を血だらけの腕うでに塗る。

「かれこれ十年は経たってるんじゃない？」

「そうだな、それくらいは経ってるか？」

「マジかよ……」

　女魔法使いモブと盾モブの言葉に驚きよう愕がくだ。

「お前らなんぞと十年もつるむとか、腐くされ縁えんとしか思えねえ……」

「こっちのセリフだ」

「そうね、こっちのセリフね」

「間ま違ちがいなくこっちのセリフだぜ」

　溜ため息いきを吐つくも、それは他ほかの三人も同じだった。

「俺よぉ、実は十四の時まではいいとこのお坊ぼつちゃんでよぉ」

　そんな溜息を吐く髭モブは、いきなり身の上話をし始める。

「何いきなり昔語りしだしてんだ、おめえ」

「没ぼつ落らく貴族とか珍めずらしくもない話ね」

「野や郎ろうの過去なんて聞いてどうすんの？　俺になんか得あるぅ？」

　なんの脈みやく絡らくもなく出した話題は、どうやら大不評の様だ。

「親父おやじがルフェビュール王国の王位継けい承しよう権第四位とかだったわけよ」

　しかし髭モブは構わず続ける。

「何お前、王子様だったのか？」

「昔は王子、今はしがない冒険者。アンタどこまで落ちぶれたら気がすむわけ？」

「山さん賊ぞくの頭みたいな顔しやがって、どこらへんに王子様成分があんだよ」

　おそらく半分与よ太た話として聞いているのだろう。

　三人の言葉に容よう赦しやという文字はない。

「権力争いで両親と兄貴二人ぶっ殺されちまって、ガキの時に『いつか必ず帰ってみせるぞ！　父の無念を晴らし、宮きゆう廷ていにはびこる闇やみを一いつ掃そうしてみせる！』とか誓ちかった」

「ちょっ、お前（笑）」

「復ふく讐しゆうの王子様（笑）」

「闇ってなんだよ（笑）」

　三人の笑いを誘さそったところで、世界観その四。

　一いつ平ぺいの周りは常にイッペーワールドが展開している為ためコメディと化していますが、その他の場所では意外と血ち腥なまぐさい事とかも起こっています。

　ベラン王国もそうですが、基本的にどの国も世せ襲しゆう君主制を敷しいていますので、権力争い等に関かかわらないよう注意して欲しいですね。

「いや～、あんときゃ若くてよ。結局十七でベランに流れ着いた時には俺以外誰だれもいねーの。生きてくだけで辛つれぇのなんの、今じゃ立派なその他大勢の冒ぼう険けん者よ」

「復讐どこいった（笑）」

「誓いはどうしたのよ（笑）」

「闇が健在なんですがそれは（笑）」

　四人で爆ばく笑しようする。

　そして、ダハハハハとひとしきり笑った後、髭モブが言った。

「どうせお前らする事ねーんだろ？　ちっと俺に力貸してくんね？」

「アホか」

「自殺なら一人でやって」

「すかんぴんのくせしやがって、頭大だい丈じよう夫ぶか？」

　まあそうだろう。

　四人で国にケンカを売るなど正気の沙さ汰たじゃない。

「分は悪わりぃけど勝算がないわけじゃねーぜ？　家臣だった奴やつら何人か、今でもたまに交流してるしよ。バラティエ公国に伝手つてもある」

「オイオイ、本気で言ってんのかよ？」

「パス。絶対死ぬもの」

「闇を掃はらうならお前一人でやれ。立ったまま夢でも見てんのか、馬ば鹿かが」

　本当に仲間なのかと言いたくなるが、メンバーは全員アラサーだ。

　きちんと現実を見ているのだろう。

　しかし。

「命いのち懸がけで地竜に突つっ込んで、利益は結局一人金貨四枚程度。割に合わなくねーか？」

「……………………」

「……………………」

「……………………」

「どうせ命張るならでかくいった方が得だろ？」

　黄金の覇は気きを浴びた髭モブの言葉は、僅わずかにではあるが黄金の輝かがやきを持っていた。

　三人は僅かに悩なやんだ後、口を開く。

「……ちなみに、お前が勝った場合、俺達に何くれるんだ？」

「そうね、ちょっと条件を言ってみなさい」

「先に言っとくが、俺を動かすには最低金貨百枚必要だぞ」

　なんと、黄金の輝きに目がくらみ、三人の心が欲よく望ぼうに染まっていくではないか。

　残念ながら、友情という成分は一ひと欠片かけらも入っていなかった。

「金貨百枚？　アホか、勝ったら俺が王だぞ？　最低伯はく爵しやく位は用意する。お前ら全員領主様だ。金貨千枚二千枚できくかよ」

「ッ!?」

「ッ!?」

「ッ!?」

「ちゃんと優ゆう秀しゆうな代官と文官つけてやるから、馬鹿なお前らでも一生優ゆう雅がな貴族生活送れるぞ」

「ッ!?」

「ッ!?」

「ッ!?」

「ついでに将軍でも筆頭宮きゆう廷てい魔ま法ほう師しでも、どんな役職でもくれてやるぜ？」

「マジかッ!?」

「マジなのッ!?」

「犬と呼んでください、陛下」

　たとえ世間を知っているアラサーといえども、人の欲望には限りがない。

　特に盾たてモブは、己おのが欲望を満たす為なら品性を売る事さえ厭いとわなかった。

「で、どうするよ？」

「おっしゃあ！　俺は手ぇ貸すぜ！」

「アンタが王様になったら私が王おう妃ひになってやってもいいわよ？」

「ワタクシめは既すでに陛下の犬でございます」

　ここに、モブ四人の新たな道が開かれた。

　ただし、開かれたところでモブはモブ。

　本編で彼らの軌き跡せきが描えがかれる事は絶対になく、主人公である一平が彼らと交わるかどうかもまた未明。

　主人公とモブが交差する時、物語は始まるといいなあ程度に思っていてください。

「んじゃ、王都に帰って魔石換かん金きんしたらすぐ動くぜ？　お前ら最後まで死ぬんじゃねーぞ」

「地ち竜りゆう倒たおした俺達ぁ『竜ドラ殺ゴンしキラー』だぞ。簡単にくたばるかよ」

「ヤバくなったら逃げるから平気よ」

「この二人を盾にしてでも生き延びますのでご安心を、陛下」

　最後に、世界観その五。

　この作品はコメディですので、登場人物の大半が馬鹿です。

　ですがただの馬鹿ではなく愛すべき馬鹿である事を重々承知の上、用法用量を守って正しくお読みいただく事をお願い致いたします。


〈了りよう〉









　あとがき







　皆みな様さまありがとうございました。

『やっぱチョロインでしょ！』二巻を出版する事ができました。

　自分の書いた小説が二冊も出るとか、なんかスゴイなぁ。もちろん読者の方達だけでなく、この本の制作に携たずさわって頂いたたくさんの人達にも感謝です。

　さて、今回は何を話しましょうか。

　一巻のあとがきでも何を書けばいいのか困りましたが、本当に何を書いたら喜ばれるのか見当もつきません。

　前回は作品誕生の裏話を書きました。ですので、今回は『やっぱチョロインでしょ！』一巻発売後の、兵へい保ほ自身の話をしたいと思います。




　発売前、十月一日に出版される事を幼おさな馴な染じみＴへと電話で報告。

「オイＴか！　俺俺俺俺俺俺俺俺！　俺だよ俺！」

「いいから落ち着け」

「本本本本本！　本出るんだよ本！」

「え、噓うそ？　来週のジャ●プもう出んの？」

「ジャン●じゃねーよ！　●ャンプはちゃんと来週出るよ！」

「じゃあ何の本出んだよ」

「俺のだっつーの！」

「はあ？」

「俺の書いた小説が来月出版するんだって！　スゴクね!?」

「は？　マジで？」

「マジマジマジマジマジ！　お前思い切って百万冊くらい買ってくれよ！」

「……………………」

「オイ聞いてる!?」

「……ぱーりぃーだ」

「は？」

「焼き肉パーリィーだぁぁぁぁぁ！」

「ウヒョー！　お前のオゴリだぞ！　もちろんビールもつけてくれるんだろうな！」

　凄すごく高い肉を約束してくれた幼馴染みＴは、とてもいい奴やつです。

　発売後、さっそく焼き肉を食べにＴの家へ。

　するとＴの娘むすめ（小学生）がこんな事を。

「兵保兵保！　私の友達がサイン欲しいって！」

「マジでえええ!?　小学生が『チョロイン』読んで理解できるもんなの!?」

「あと、○○ちゃんが兵保と電話で話したいって！」

「何を!?　小学生女子との話題なんてプリキュ●くらいしか思いつかないんですけど!?」

　その日はサインを書いたり、小学生女子と電話したりでなんかすごかったです。

　正直サインとか使う時ないだろとか思っていましたが、編集Ｋ氏に「一応考えておいたほうがいいですよ」と言われてたので助かりました。

　ありがとう、Ｋ氏。あなたはいつも私を助けてくれる。

　以上、『やっぱチョロインでしょ！』を書いたら小学生にモテた話でした。




　一巻に続き、二巻でも素す晴ばらしいイラストを描かいて下さったイラストレーターの犬いぬ江えしんすけ様、そしてデザイナーの菅すげ田た様、関かかわって下さった全すべての方達にお礼申し上げます。
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